法輪大法義解

李洪志
法を学びて法を得る、学を比して修を比す；
事事を対照して、やり至れて修めるなり。
　　　　　　　　　　　李洪志
　　　　　　　　　１９９４．１０．８
常人知り難く修練の苦み、争争闘闘にして福と為す；
修めて執着一つ漏れも無く、苦去り甘来りて真の福たり。
　　　　　　　　　　　　李洪志
　　　　　　　　　　１９９４．９．１５
修行の路苦しみに非ず、生生世世業力阻む；
心に決し業を消して心性を修め、永に人身を得て仏祖なり。
　　　　　　　　　　　　李洪志
　　　　　　　　　　１９９４．９．１５

再版の言葉 
　『法輪大法義解』は当初出版の時、主としては指導員の素質と補導能力を高めるためであった。一般の新学員が受け入れられないならば、大法に損失と邪魔を齎すので、発行の範囲を縮小させた。 

全国の弟子が法を学び実修することを展開してから、皆が大法に対する理解を深めた。実修を通じて大法の弘大と次元向上の緊密な関係を真に体得し、認識において顕著な向上があった。この情況に基づいて、私は『法輪大法義解』を再版発行することにした。ただし皆は一つの傾向に注意すべきである、大法の中で新奇を尋ね求めてはいけない。ある人は確かに絶えず私がまた何を言ったか、また何かの新しい本があったか、また何か新しい精神があったか、何何……等々を探している。心に決して着実に修めて行かなければならない。実はまたいくら経を出しても、『転法輪』のための指導材料とするのである、真に修煉を指導するのは唯一『転法輪』だけである。その中には常人からずっと無比に高いものまで内涵が含まれている、あなたが修めていきさえすれば、『転法輪』は永遠にあなたに修煉し向上することを指導することができる。 

　『転法輪』は文章的な表面においてきらびやかではなく、ひいては現代文法に符合しない。しかし、私がもし現代の文法によりこの大法を整理するとしたら、一つの重大な問題が現われる。文章の言語構造は規範で綺麗になったが、却って更に高い更に深い内涵があり得なくなる。なぜかというと現代の規範の言葉だけでは全く大法の更に高い異なる次元における指導と法の各層における表現を表し、学員の本体と功の演化を率いて動かし、この実質の変化を高めることができないからである。 

　この『義解』も同様に皆が『転法輪』をよく学ぶように指導するために出版したのである。大法の弟子は法を師と仰ぎ、邪魔を排除し、堅実に修めるように希望する。これが精進である。

前に書いた言葉 
　よりよく法輪大法の指導の仕事をするために、研究会と各地指導站の要求に応じて、私の指導員の会議で講じた法は、私の審査決定を経て、現在正式に出版された。 

　当時会議に参加した人にはまだ他の省、市からの少数の指導員がいる。私が法を講じ、法を解いてから、ある一部の人は録音に基づいて文字に整理して、しかもまだ一部の地方で相互に伝写し、翻刻した。私が法を講じ、法を解いている時、みな特定の環境、特定の条件と具体的な対象の中でやったので、これらの要素を離れては、伝写された原稿は私が講じた大法と理解において異なる意義が生じるし、人にも誤解されやすいので、大法の伝播には不利である。 

　出版発行した『法輪大法義解』は内部の指導員の読み物である。各指導員は法輪大法を伝播する時、自己に責任を負い、学員に責任を負い、社会に責任を負い、大法に責任を負うようにしなければならない。宣伝と問題解答をする時、受け入れる対象が大法に対する理解程度と受け入れ能力に基づいて、ほどよく大法を広めなければならない。 
李洪志

長春法輪大法指導員のために法を解く
　１９９４年９月１８日
　在席の者は皆指導員と基幹である、法輪大法の建設においては、特に長春法輪大法の建設においては極めて重要な作用をしている。多くの煉功点の学員から沢山の問題を提出した。我々の指導員や基幹が一部分の問題に対し解答し難かったり、解答できない、ここには二つの原因がある。一つには法に対する理解が透徹ではないことだ。その実我々は伝授班で何もかもすべて講じ出しており、法を透徹に理解しさえすれば、何でも解答できるのだ、これは一つの原因であり、しかもこれは最も主要な原因なのだ。もう一つには一部の学員が提出した一部分の問題は解答し難いことだ。指導員は直接学員と接触するので、多くの具体的な問題は、あまりよく解答できない。 

私はずっとこのような一種の態度を抱いている、法は私が既に普遍的に概括的に講じ出した、あなたの自身修煉の問題においてこの法に従ってやっていかなければならないのだ。もし何でも講じ出したらあなた自身で修めるものがなくなる、だから私はもうこれ以上多く講じられないのだ。また講じたら私があなたを持ち上げたのと同じことだ。残りのものは幾らかの具体的な問題なのだ。しかし一部の学員はやはり聞こうと思っていて、どうしても心を下ろすことができない。彼は私に聞くことができないが、やはり我々の指導員あるいは煉功時間が割りと長い古い弟子に聞く、しかし指導員あるいは古い弟子の自らぶつかったことのない問題ならば解答もし難い。 

　私はなぜ皆に一緒に団体で煉功させるのか？　問題にぶつかったら互いに磨き合い、共同で討議し合うことができればこれらの問題も解決できる。自分一人で煉功して問題に遇ったらはっきりしなく、非常に困るが、煉功点においては、皆で共同で討議すれば、多くの問題でも解決できる。その実は一つの問題を把握し、心性からのみ捜すなら、どんな問題でも解決できるのだ。しかし指導員にとって確かにかなりてこずる具体的な問題がまだ幾らかある、これらの問題に即応して私は皆に会を一回開くことにする。これも長春の指導員たちの偏りの得で、ほかの各地ではまだこういうような機会はない。今回帰って処理する問題が沢山ある、学員は皆知っている、だから、できるだけ私の邪魔をしないようにした。電話が鳴るとすごく私を邪魔したかもしれない、そのため多くの学員は電話をかけることまでしない、このことは私が知っている。皆を集めるのは皆のために幾らかの問題を解答するためだ。本站から届けて来た一部の学員の感想体得、それにまだ一部のまとめられた問題があるが、私は読むのに間に合わなかった、私が第三冊の本－－『転法輪』を改正しており、処理する事がまだ沢山あるからだ。 

　今日皆の問題を解答するのは、主に皆が今後仕事をするのに便利にするためである。ここまで言って私がまた一つの問題を言おうと思う：在席の指導員たちは責任を負わなければならない、動作の指導に責任を持つだけではまだだめで、法を透徹に理解し、本当に掌握するべきなのだ。多く本を読み、多く録音を聞くべきである、少なくとも一般の学員より分かって初めて本当に良い指導員になることができる、法に対する理解は必ずはっきりしなければならない。学員に何かの問題があったら、最低でも一般的な解答をすることができる、指導作用ができるとは言えないが、大体として明白に言えるはずだ。真に高次元へと功を伝えることは、それはつまり人を済度することだ、つまり真に修煉するのだ。こう見れば、それは寺院の中あるいは深山森林の中で専門に修煉することとは何の区別もない。 

　我々のこの法は主に常人社会の中で開く、大部分は常人の中で修煉している。それで我々は修煉人には、常人の中で修煉する表現は常人と基本的に一致になるべきであると要求する。明白に言えば、我々の煉功点の責任者は寺院の中で修煉する住持、方丈と同じだ。私は唯たとえをしただけで、我々を官に封じたり許諾を与えたりする人はいない。我々にとってはつまりこのような一種の修煉形式である、あなたが考えて見てそれは同じことではないか？　一組の修煉者をうまく率いているなら功徳無量の事だ。うまく率いていないなら、私に言わせれば責任を尽くしていないのだ。このような一つの目的に出でて皆を召集したのだ。本站の責任者は皆私にこの問題を言ったことがある：もう一回伝授班をやっていいですか？　私の感覚ではこの法は行き過ぎるほど明白に言ってしまったら皆の修煉にも不利で、そうすると常人の中の道理になってしまう、我々は常人の中において如何に修煉するかという問題を言う必要もない。しばらくのあと私はこれらの書き付けの問題について皆にちょっと解答するが、残りの時間は皆が何かの問題があれば出していい。何か知識を探求したいというならあなたは出さないで、国家政策に及ぶ問題も出さないように。我々が修煉過程の中でぶつかったわりと典型的な問題、といったこれらの問題を主要として解答するので、皆は申し出てよい。 

　我々はただ指導員と工作人員にだけ開会に来るように通知したのだから、今後通知を受けていない人なら絶対に連れて来ないように。人が多く来たら、ある事はやりにくい。皆指導員だから、本来少し高く、少し具体的に講じようと思っており、今後指導員が仕事するのに便利だと思った。しかしある人は新しい学員でただ一回伝授班に参加しただけで、ひいてはある人はまだ伝授班に入ったことがないのに、突然こんなに高くて深いことを聞くと、非常に受け入れ難く、彼にはいい作用をすることができないばかりか、まだ彼の思想に反発気分を生じさせやすい、それでこの人を壊すことになる。 

　指導員は責任を持たなければならない、新学員の動作が正しくないなら彼らに正してやらなければならない。ある一部の古い学員は動作が既に悪くなく、少しだけ違ったら、煉功の後に彼に教えるといい、入静の邪魔をすることを免れるため、煉功の時は彼の邪魔をしないようにしなさい。新学員には必ず指導しなければならない、問題を聞く人があったらまだ辛抱強く解釈しなくてはならない、我々の煉功点のあらゆる学員は皆この責任があり、普く衆生を済度する。普く衆生を済度するとは何か？　衆生に法を得させることこそ本当の普く衆生を済度することなのだ。人が聞きに来たら、あなたが解釈しなくてそれで良いといえるだろうか？　 

　指導員は煉功には必ず一に専念しなければならない。それらの一に専念して煉功できない学員に対して彼に注意したり、彼を助けたりしなければならない、どうしても一に専念しなくて、彼は彼のそれらのものを放下できないなら、彼には離れさせて別の功を煉るように誘い、我々の学員の邪魔となることを避ける。彼がどうしても去って行かないならそれも仕方がない、彼は煉っても得られない、これは悟性が良くないのだ。我々仏家は慈悲から出発するので、彼をやっつけろうと思ったらそれはいけない、重大に正法を破壊しないかぎり勝手に手だしをしてはいけない。 

　ある人は人のために病を診、あるいは他の人にわれわれの煉功点へ病を診に行かせることは、皆大法を破壊するのだ。これは一つの非常に厳粛な問題だ、誰でもこうしてはいけない。もしこうしたらもう私の弟子ではない。もし指導員がこうしたらすぐ人をかえる、断固としてこの二種の現象を杜絶する。 

　指導員は仕事にはできるかぎり責任を負うべきで、厄介な仕事でも主動的にやって行くべきだ。ある指導員は年を取っているかも知れないので、法に対する理解が少し足りない、自分でいいと感じたが、はっきり言えない、それなら何人かの助手を捜して指導員の協力をして仕事をしてもいい。法に責任を負うことに基づくことで、あなた個人の損得ではない、あなた個人の損得でも法と緊密に繋がっているのだ。指導の仕事をするなら、個人の各種の考えでも混ぜ込んではいけない、さもなければ皆個人と集団の修煉を邪魔することになるはずだ。指導員の動作はできるだけ正確にし、できるだけビデオテープのものと同じようにするべきで、大体同じでなければならない。言うまでもない差異ならば免れ難く、絶対同じで皆同じ型から出たようなことは、それはできないのだ。基本的に一致であればいいのだが、その差があまりにも多いならいけない、特に指導員のあなたは、他人に教えると行き偏ってしまう。 

　次は問題に解答し始める。 
弟子：形神倶滅は一種のどんな状態ですか？　
師：形神倶滅は一つの古い名詞だ、我々はそれを形神全滅と言う。倶という字の発音は良くない、滅はつまり散らされてしまったということだ、倶と聚は同音で、聚は彼に合わせるようにしたのだ、だからわれわれは今後、形神全滅と言う。もちろん本に書いてあるのはやはり形神倶滅だが、この本はまだ過渡時期の読み物に属するのだ。我々の第一冊の本である『中国法輪功』は書き上げた時、低次元の気功とある方面ではかなり雷同している。第二冊の本つまり『中国法輪功』（改訂本）は、気功よりはもうかなり多く高いのだ。私は今私の講じた全部の法を整理している、将来書き上げたら我々が真に修めることを指導する大法とする。新しい本の中では多くの名詞は皆正すのだ。 

　形とは、即ち有形の身体を指すのだ、まだ我々が肉眼で見たこの物質空間の身体を指すだけではない。各空間にもあなたの身体が存在しており、皆有形なもので、皆物質的存在なのだ、ずっと極めて微視的なところまで皆身体の存在があるのだ。言い換えればつまりどれだけの空間があれば、人はそれなりの身体があるのだ。形神全滅とは即ちこれらの身体が全て存在しなくなったということを指すのだ。 

　神とは、即ち人の元神を指すのだ。主元神であってもよし、副元神であってもよし、各種生命体であってもよし、形神全滅に至る時、それは非常に恐ろしいのだ！　全宇宙の中でこれよりもっと恐ろしいことは無い、つまり全滅になる、何も無くなってしまう。もちろん、まだ無限の微視的物質の存在があるのだ、私は真空にも物質の存在があるということを言ったことがある。我々の現在の物理学の研究はただ中性微子というレベルにしか達していない、最小の物質は中性微子である。物質の本源物質まで、生命の最も微小の本源物質まではまだその差が相当遠い、相当遠いのである。極めて微視的な物質は、最も原始的な状態にまで湮滅された時、我々はそれを形神全滅と言う。また最も原始的な状態に戻ったので、それはもう存在しない、とても高い次元にいる大覚者にしても見られないのだ。同時に思惟も無い、全くばらばらで乱れている最も微視的な形式だ、過去高次元で大法を犯したらこう処理されるのだ。人類の湮滅もこのようなのだ、彼が既に最低の次元に落ちたからだ、彼が悪いことをすればこのような問題に直面する。つまり宇宙の中から徹底的に彼を除去し、思惟も無く、殆ど物質が無く、最も原始的最も原始的な状態にまで湮滅されるのだ。 
　弟子：男仏と女仏の性別は修煉人の肉身の性別なのか、それとも主元神の性別なのか？　 
　師：人は出世間法の修煉まで修煉した時、既に羅漢果位の修煉に入っており、もう初果羅漢になったのだ。その時既に仏だと言ってもいい、その実はあなたは既に仏体修煉なのだ。羅漢は初果羅漢、正果羅漢と大羅漢に分けられる。各次元の距離もその差の開きがかなり大きい、しかし大菩薩は仏陀だとは言える。羅漢果位の修煉に達した時に悟りを開いたら、男女とも言わず皆男身相を示す。あなたは常人の中で修煉するが、あなたの肉身の性別は変わらない。あなたの肉身が男だかと思うと、女になるのなら、それは何のものになるというのか！　過去は修煉が羅漢果位に到達して圓満になる人がいた、圓満は境界に到達するということとはやはり同じことではない。人はもし羅漢果位にまで修めて圓満になるしかできないのなら、更に高いところへとは彼はもう修められないのだ、そもそもの始まりからもう決められていたのだ。彼は一旦功を開いてから、もともとは男なのかそれとも女なのかにも拘わらず、全て男身相を示す。彼の身体は彼が修煉して出来た仏体であるから、羅漢果位においては皆男体を示すのだ。 

　真正の元神は、男あるいは女であるかも知れない。彼のその身体は、高エネルギー物質により転化したものであってもよし、あるいは彼が修成したその金剛不壊の体であってもよし、それとも涅槃の時、仏が彼にやったその仏体であってもよし、皆羅漢果位においては男身相を示すのだ。菩薩界に到達すると皆女身相を示す、しかし元神の性別は変わらない。仏の境界に到達した時、彼はやはり身体を持っている、この身体は高エネルギー物質で構成したものに過ぎない。更に高くても身体を持っているのだ、異なる空間の身体（仏体）であっても、仏の境界に到達した時になると性別が主元神の性別に戻る、男仏は男仏で、女仏は女仏だ。 
　弟子：本体と仏体を修める意義は？　 
　師：我々がここで言った本体は低次元修煉中における一つの概括した名詞で、あなたの各空間の身体を指すのだ、あなたの肉身もその中に含まれている。 
　弟子：正法を得、正果を成し、圓満と視る、それでは我々はどんな程度まで修めるなら圓満になるのか？　 
　師：圓満は我々の果位の高低とは違うことだ、つまりあなたが羅漢果位にまで修めたのだ、あなたは既に仏体修煉なのだ。過去は如来だけが仏と呼ばれたが、現在、仏はわりと多くなっている。区分すればつまり如来も一部の仏を管掌し、それらの仏は如来の次元に達していない、菩薩を超えると仏と呼ばれるが、大菩薩も仏と呼ばれる、ひいては羅漢、菩薩をも仏と称する、皆仏家のものであるから。だから私は皆に教える、あなたが羅漢果位まで修めるということは仏体修煉の中にあるという、この意味なのである。しかし、あなたが仏体において修煉をするといっても、あなたが必ずしも圓満になるとはかぎらない。人の根基は違うし、耐える能力も違う。ある人は菩薩果位に修めて行くことができる、ある人は仏果位に修めて行くことができる、ある人は更に高い、如来を超える果位に修めて行くことができる、ある人は羅漢果位にしか達することができない。しかしどの次元に達したと言わず、皆既に三界を飛び出た、皆既に果位を得たと言える、ところが必ずしも圓満になるとはかぎらない。例えばあなたが菩薩果位において悟りを開いて、圓満に修成するように按排したが、もしあなたが羅漢果位に達したが、しかしまだあなたの最終の修煉の目的に達していないなら、圓満ではない。それはこのような一つの関係なのだ。あなたが払った分だけ、修煉した分だけ、それ相応に得られる。あなたが圓満にまで修煉できなかったというものの、あなたは既に果位を得ている。しかしあなたは畢竟やはり圓満にまで修煉していないということで、更に一つの次元の問題が存在しており、まだあなたの修煉の最終の目的に達していない。 
　弟子：返本帰真と正果を得ることとの関係は？　本と真との意味は？　 
　師：返本帰真は常人の中で言われた返朴帰真とは異なる。我々の言った返本帰真はつまりあなたの先天の本性に返り、あなたの本性、あなたの本質、あなたの本来の面目に返るのだ。あなたが常人社会の中に落ちたのだ、既にあなたの本来の面目を覆い隠した。常人社会の中で白黒をさかさまにし、是非をさかさまにした、あなたは返る必要がある。帰真は道家の名詞だ、我々が修煉するこのものは非常に大きいから、既に仏家自身の範囲を超えている、ある一部は道家の言い方だ。道家は修成したら、真人になる、つまり仏に修成したのだ、彼らは真人、真正の人と呼んでいる。 

　
弟子：私が永遠に修めていくと願を立てたことと、先生がわれわれに按排してくれた道とはどういう関係ですか？　 
　師：あなたが永遠に修めていくと願を立てたが、この永遠ということは絶対的ではないだろう、正果を得ず圓満にならずにいつも修めるのか？　修めるには目標がなくてはならない、高次元に修めて行くということは、あなた自身の立てた願により、あなたが一体どれくらい高く修められるかということに結び付けて、師父が始めてあなたに按排してやるのだ、皆非常に科学的なのだ。あなたが本来鋼なのに、あなたへの按排が鉄ならば、それはいけない。あなたが菩薩果位にまで修めることができるのに、あなたに羅漢果位にまで按排してやったのなら、これもいけない。非常に正確に見ているのであって、どこにあるのか少しも見間違える事すらも無いのだ。 
　弟子：宇宙の中で全く同じものがありますか？　 
　師：修煉方法は一人の大仏が一つの法門を主宰する、どこでも同じである。しかし修煉の方法は同じではない、われわれの今日のこの法輪と同じようなものは、無いのだ。ところが旋転しているものも幾らかある、地球はなおも回っている、密宗は意念で一種の輪が回るように推している。これくらいのものはまだある、長春の某気功師も太極旋転を煉っているが、我々のこのもののようではない、彼は内へ収めるが外へ放さないのだ、われわれのものと同じではない。惑星は恒星を巡って回っている、電子は原子核を巡って回っている、皆旋機が存在しているが、内涵は千里の差がある。二種の同じものは存在するかも知れないが、極めて極めて少ない、私はまだ見たことがない。 

　私は皆に講じてやり、大覚者たちは今日のこの事を按排した、それで宇宙演化の過程の中で一切の事は皆この事のために道を開かなければならない。宇宙の形成の初期にはもう既に最後の大事のために按排をしていた、となると多くの事は皆今日の末劫の時、最後の一回の正法を伝えるために按排したのかもしれない。なぜ今世紀この年代に歴史上においてあったことがない気功熱が出現したのか、私に言わせればそれは偶然のことではない。なぜ様々な功法が出現したのか、これも偶然のことではない。この中は常人の考えるように簡単ではない。 
　弟子：法輪と法輪世界とはどんな関係ですか？　 
　師：法輪世界は法輪世界の如来が主宰した非常に厖大な美妙な世界である。法輪はただ法が功にある一面の体現だけで、彼にはまだ法にある一面の体現がある。法にある一面の体現は、私の言った法を除いては、更に高い法と形態は我々は公開しておらず、公開することも許されない。功のこの一面は、その図形を私は全部書いてやったが、彼にはまだ法の一面がある、功の一面は即ちこの形式なのだ。我々の学員は将来正果を得て、修めて果位を得てから、自分で法輪を修煉し出すことができる、一つだけ修め出すことができる。あなたがかなり高い次元に至ってもただ一つだけの法輪である、それはあなた自身の体現だ、彼は私があなたにやったその法輪に替わり、下腹の部位にある、それはあなたの真正の果実だ。しかしながら法輪はまた法の体現だ、彼は身を分けられる、あなたが神通をちょっと使う時、彼は身を分けられる。あなたは幾らかの法輪を放し出すこともできるが、私が今日修めたそのような形式のそんなに多い独立体はありえないのだ。 

　皆が知っているようにこれは何とも大きく、何とも貴重で、どれくらいの世代が続いた人が創造し出したのだ。あなたが一つの修煉の過程で私が修めたようなこんなに大きなものをも修め出そうと思うことは不可能なのだ、絶対不可能なのだ。皆は一つの法輪を修め出すことができる、それは肯定なのだ。この法輪は威力がとても大きい、もしこの空間に持って来ることができるとしたら、彼が動くと、それは全く大変なことになる、それは非常にすごいものだ。あなたが将来、修めるその法輪でも、この空間で回ると、一陣の巨大な竜巻が吹くことができると私は思う、彼は威力が非常に大きいものだ。なぜ彼を常人社会で現れさせないのか？　なぜ彼にこの空間に透過して作用をするようにさせないのか？　彼の威力は本当に大きすぎるからだ。彼は別の空間で作用をしてもあなたを十分保護でき、非常に大きな作用をすることができる。 
　弟子：法輪は宇宙の縮図です、法輪世界は宇宙と同じように大きいですか？　 
　師：そうではない。法輪世界は我々のこの宇宙の非常に高い次元にある一つの単元世界である。宇宙は相当厖大なのだ。ある人は新しい学員なので、ある話は私は言いかねる、彼らは受け入れられない。我々のこの厖大な宇宙の中では、無数の小宇宙がある。人類が一つの小宇宙の中に存在している、しかしこれらの小宇宙の中では無数の銀河系がある。如来次元にある仏は一つの小宇宙を見ても果てが見られない。大宇宙はどれほど大きいか、過去は人類に知らせていない、それは実に厖大なのだ。人が修煉の過程の中で、身体が外へ拡大する、つまり身体の容量が増大し、身体の容量は次第に大きくなり、心も大きくなる、思想は昇華し、次元は向上している。常人のこちらにある身体は変化が見えないのだ、常人と同じだ、圓満の時になってはじめて、彼は合う。それでは合ってしまう一瞬間、甚だしきに至ってはあなたが常人の中の法力を体験していないうちに、あなたを連れて行った。彼の常人に対する邪魔があまりにも大きいからだ、皆こうなのだ。私は常に言う、ある老道士は深山の中で長年修煉した、人々は彼らの腕前が非常に大きいと思っている、その実は彼らの腕前は非常に低い、それではじめて彼らに世間で神通を開放することを許す、しかし現在人に示す者も非常に少なくなったのだ、彼らも常人社会を破壊してはいけないことを知っている、さもなければ彼自身もおしまいになる。 
　弟子：班に参加しなかったとしたら法輪を修め出せますか？　 
　師：この問題について私は何回も言った、本を見ることも同じだ、あなたが本当に大法に基づいて修めて行きさえすれば、あなたは一人で最も寂しい所に住んでいても、それも問題はない。私の本の中には私の法身がある、各字は浅い次元において見れば皆法輪ほど大きなものだ、あなたに考えが出ると彼は何でも知っている、同じなのだ、真に修められるなら得られるのだ。自分で本を見て煉っても、煉功点に行って古い学員と一緒に煉ってもいい、あなたが真に修めさえすれば皆得られる。皆が知っているように、釈迦牟尼が世を２千年あまり去った、末法時期の前に修煉し出た僧は沢山いた、ある人は修めた次元がかなり高い。あなたが先生の前で、自らあなたに伝授してこそはじめて修められることではない。 
　弟子：この空間にある私が法輪世界に修めて行ったら、別の空間にある多くの私も、法輪世界に修めていけますか？　 
　師：そうとはかぎらない。もし彼らがよく修めてあなたと全くの一体に形成したら、あなたの護法として存在できる、しかしあなたが言えば決まりだ、彼は護法で副元神と同じぐらいだ。もし彼がよく修めていないなら、彼も独立の生命体だが、彼はだめになる。あなたが修めたらあなたしか得られない、誰が修めれば誰が得る。 
　弟子：法輪大法は漸悟なのですが、我々は何時漸悟に入りますか？　 
　師：我々の多くの学員は既に漸悟状態の中に入っていた。多くの学員は修めたのが悪くない、声も出さず言いもしないが、それは彼らが言わないだけだ。私がハルビンで班をやった時に言った：４千あまりの人がここに座っているが、どれだけの人は修め出ることができるか、将来どれだけの人は道を得られるかと私が言った、私はまだ楽観しない、皆が如何に修めるかによるのだと私が言った。４千あまりの人はいっぺんに仏になった、４千あまりの人とも漸悟状態に入ったとは言えないのだ、それは不可能なのだ。煉功站で法輪大法を煉る者であってもどれぐらいの人は漸悟状態に入ったか？　真に実修に行ったか？　異なる漸悟状態に入ったということは、あなたが漸悟状態に入ると大いに腕前を振るうということではない。 

　ここで私がついでに一つの問題を言う、我々の多くの人は既に漸悟状態の中に入っている、しかし彼は何時も恐れている。何を恐れるのか？　現在人類社会の執着心はあまりにも大きい。この方面については私が強く強調した、功能が出たとしてもそれにかまわない、天目が開いたとしても追求してはいけない。しかし私が皆に教える：あなたの天目は本当に開いたとしても、あなたには追求の心がなければ、あなたは見てもかまわない。あなたの功能が出たら人のいないところで運用して見ても問題はない。この一点は皆にはっきり言う、それを執着心としないで。あなた自身の法だ、あなたはあなた自身の法を運用して見るなら、これは執着心と違うことだ。現在既に漸悟状態に入った人がいた、彼自身は恐れるから、彼はいつも凝り固まっている、使わなくてもいけない。多くの人は天目が開いた、彼はいつも幻覚だと思っている、これはいけない、開いたら、見られるなら見ていい、かまわない。執着と体験とは違うことだ。 
　弟子：現在三花聚頂に達した人はいますか？　正果を得た人はいますか？　 
　師：現在既に三花聚頂を超えた人は沢山いる。圓満に達したものは今まだいない、皆果位の中で修めており、異なる次元の果位の中で修めているのだ。 
　弟子：我々は今から刻苦して煉功し心性を修めるなら、一年半の時間の中で出世間法修煉に達することができますか？　 
　師：時間の制限はない、修めるか修めないかあなた個人の問題だ。どれくらい高く修めるか、忍耐力はどれくらい大きいか、受け入れる力はどれくらい大きいか、それもあなた個人の問題だ。先生があなたに時間を決めて修め出させるとあなたが言った、あなたの心性はその一点に達することができるか？　心性は昇華して上がれるか？　法に対する認識はそんなに高く達することができるか？　常人の中での執着心をあなたは放下できるか？　皆個人の修める問題だ、あなたに決めてやる人はいない、時間の制限は無い。人は羅漢果位にまで修めるには、速く修めて上がれるかも知れない。しかしある人は一生修めるかも知れない、あなた自身の受け入れ能力と、自己への要求が厳しいかどうかによるのだ、これは皆個人の問題だ。 
　弟子：我々は自分を保護できるまで修めましたが、我々はまた上へと修めようと思うなら、どうすればよろしいですか？　 
　師：先程私は既に言った、釈迦牟尼が既に世を去った、だが彼の弟子はまだ上へと修められる。仮に先生が真に世を去ったら、私の法身はまだいるだろう、私は真に消えたということでもないし、形神は全滅したということでもない。 
弟子：ある部分の人は難を避ける為に煉功します、彼らの結果はどうなりますか？　 
　師：如何なる何かを求める心を抱いて煉功に来たら皆正果を得るはずはない。しかし、人の法に対する認識においては、あなたは人に認識の過程があることを許容するべきだ。多くの人は煉功して病気を治療するために入って来たのだ、次第に認識を通じて高次元のものがあることを知ったのだ。我々は今日高次元において法を伝えている、人は学習班に入ったばかりの時にまだどういうことか知らず、突然高次元へと功を伝えるということを聞いたのだ、我々が法を講じることを段々通じて、彼は認識できたのだ。あなたは彼にはこのような一つの過程が存在することを許す、これは肯定なのだ。彼は病気治療の心、避難の心を抱いている、彼がどのような心を抱いて入ったのかにかかわらず、彼がその心を放下してこそはじめて、修煉の目的に達することができる。病気治療をして身体を健康にする目的に達するためであっても、彼は避難の考えを抱いて来たのでもいけない。 

　難は人自身が造ったのだ、生々世々で自分が幾らかの良くない事をしたことによる借りであり、返さなければいけない。あなたはあなたが修煉の過程の中で嘗めた苦を見るがいい、それは皆あなた自身で造った業力のあなたに対する阻みだ。ところがそれも一つの良いことだ、我々はちょっと利用して、あなたの心性を高めるために用いる、それなら良いことではないか？　仏に修成することもできるし魔になることもできる、それはこの道理なのだ。業力の存在があって、迷の中にいてはじめてあなたに修煉させることができる。 
　弟子：別の空間の多くの私は肉身という空間次元にあるのですか？　 
　師：そうではない、別の我々の見られない空間次元にある。同等の空間次元においては、我々人類がこの身体を持っているほかに、人の身体がある空間はまた一つある、その空間にある人は我々こちらの人よりずっと勝っている。彼らは名と利がない、だが情がある、だから彼も色身を帯びている。顔は我々人と殆ど同じで、我々よりも少し美しい。しかし彼らのその身体は漂うことができる、彼らは道を歩くことはない、そのため足は基本的に見えないのだ、あっちこっち漂うことができる、このような空間がある。これは同等の空間次元である。 

私は皆に空間についての問題をもう一回解釈する。我々の現在の科学者が研究して、電子が原子核を巡って旋転していることを発見した、それの運転はわれわれの地球が太陽を巡って旋転することと似ているのではないか？　それは同じことではないか？　我々は今その電子の上に何があるか見えるような顕微鏡を持ってはいない、もしあなたが見ることができるなら、あなたはその上に生命体があることを発見できるかも知れない。私は言った、これらは皆我々の今日の物理学の認識に符合する、しかし我々の現在の科学手段はやはり極めて限りがあるのだ。 
　弟子：多くの学員は周囲の環境、病気、黒気に極めて敏感です、どういうわけですか？　
　師：この類いの学員は皆功が出るに近づいて、まだ気を煉る低いレベルを歩き出ていないのだ。気を煉る最高形式の上にあり、既に乳白体状態に入った時このような体現があるはずだ。しかしそれは非常に短い過程で、あなたはそれを相手にしないで、恐れないで、それにまかせることだ。あなたが恐れすぎることも一種の執着心で、それを相手にしないで、一切は必然だと見做して、自然に任せていいのだ。この次元を歩き過ぎれば、あなたはもう感じられないのだ、功が出てからあなたの身体は功に覆い囲まれる。これらの黒気、病気はあなたの身体に進入することができなくなるので、感覚は無くなる。 
　弟子：ある一部の学員は心性が絶えず向上しているが、打坐の時、双盤できません、無理やりに重い物で押さえたり、縄でくくりつけたりしてよいですか？　 
　師：過去ある一部の和尚は座禅の時、私の知るところでは石ローラー、引き臼で押さえたということだが、石ローラーを使ってもよし引き臼を使ってもよし、皆自分の意志で、彼は人にそうさせるのだ。しかし道士ではいけない、道家は徒弟をとるにはただ一人か二人かをとる、その中の一人しか真伝ではない。徒弟に対する要求はとても厳しい、彼はなにかというと徒弟を打つのだ、彼はあなたに耐えられるかどうかにもかかわらなく、どうしてもあなたに越えさせる。だから彼は一般的に強硬な方法を取る、弟子の足をふんしばり、その手を背後にくくりつけておく、あなた自身は解けない、臥してもあなたは解けない、だから痛くて気絶した者もあった。過去はこのようにする者があった、その時修煉は非常に苦しかったのだ。 

　我々は今日こうするように要求していない、我々のこの一門は直接人の心を指すからだ、だから、われわれは人の心性の向上を極めて重要なことと見做すのだ。形体上の修煉は第二のものだと見做すのだ、あなたはできるだけ耐えて、あなたが足を組む時間を延ばすべきだ。しかし押し付けて規定をしてはいけない、なぜか？　皆の知っているように釈迦牟尼の時代には戒律があるのだ、釈迦牟尼在世時には経書は無い、如何なる文字も残っていない。釈迦牟尼が世を去ってから、後人は釈迦牟尼の言った言葉を思い出してそれを整理して経書と成したのだ。釈迦牟尼は在世時に沢山の修煉の規定を制定して、戒律にした、これは文字で残ったのだ。しかし我々には今日法がある、だから戒律はない。修めるか修めないか、修めることはできるかどうか、基準に達しているかどうか皆法によって量るのだ、だから我々は修煉するには同じ調子で規定を下してはいけない。皆は考えて見なさい、末劫時期になって、ある人は根っからだめになって、度化の内になくて、隠滅の内にある。学習班を行う時、班に入ったこのような人がいたかも知れない、引かれて来たのかも知れない。あなたが彼にそのようにさせる時、骨折になるかも知れない、だから我々は押し付けて規定をしない。自発的な方法を取る、あなたは耐えられるなら、できるかぎり耐えなさい。だが私は皆に教える、本当に修めたい、真に法の威力を感じた人は皆修めることができる、あなたは精を出して見て、試して見てもいい、問題が出るはずはないのだ。 
　弟子：宇宙には果てがありますか？　 
　師：宇宙には果てがあるのだ、しかしこれらのものの討議はしないことだ。この果てはあまりにも大きい、如来この次元において指した宇宙の果ては皆小宇宙の果てだ。この小宇宙でも、人類は言うまでもなく、如来仏でさえ見ても際限がなく、計り知れないのだ、それはとてもとても厖大なのだ。 
　弟子：『文芸の窓』の中には一匹の蟒蛇が李洪志先生のために道案内をしていたということを書いているが、本当のことですか？　 
　師：これは『文芸の窓』が文芸作品の角度に立って創作したのだ。あの学員は二回授業を聴いたが、理解は深くない。一回目の授業を聞いた時、彼は既に書き始めた、彼は非常に感動した、彼はこの法は大変すばらしいと思っていたので、筆をとって書いた。二回目の授業を聞く時彼は何かを書こうという考え方を持って聞いていた。皆が知っているように、静かに聞いてはじめて会得することができる、だから彼はやはりよく会得していないので、我々皆が見たこの文芸作品の形式に書いた。ある事は芸術加工されたのだ、その蟒蛇の事は存在しない。観音菩薩は私の師父だと言ったが、それも存在しない芸術加工だ。ところが彼の目的は良い、ただこの法を広めたいだけで、動機は良いのだ、この一点は肯定しなければならない。彼の理解は限りがあるため、このような作品を書いた。文芸作品だから、彼は本来も文芸という角度に立って書いたのだ。小説は誇張してもいいのだから、伸縮性は大きくあってもかまわない。それを我々の学習の指導のものとしなければいい。その中で言った五戒、十悪十善については皆原始仏教の中のものだ。我々は戒を講じない、修めるか修めないかの基準は我々が法の中でもう皆に講じ済みである。 
　弟子：『玄法至極』と『旋法至虚』との区別は何ですか？　 
　師：玄法至極について、我々が言ったのは一つの概括の名詞だ。これは法を伝える初期の理解問題だ。この『玄』ではない、旋転の旋であるべきだ。我々の法は本来も圓融の法で、だから彼は旋転しているのだ、法輪は即ち輪のような表現形式だ。旋法至虚は、間違いがなく、かなり高い境界に達し、極点に達することができる、との意味だ。旋法至虚、これは我々修煉過程中の一つの名詞で、我々のこの功の中の呪訣でもある。 

　皆が知っているようにその呪訣、それは覚者、あるいはこの一法門の中で修煉する覚者、あるいはこの一法門の中で成就した覚者を招いてあなたのために護法となり、あなたを加持することを果たすことができる、それはそのような作用をすることができる。宗教の中では呪いもこの作用をするのだ。呪いを念じれば功が長じるということになると、それは全く不可能なのだ、それはこの作用しかできない。至虚、それもとても高い次元に至ることを指すのだ。人々の見られない境界は虚界と呼ばれる、それはこの意味だろう。道教の中には常にこの名詞が出現する、太極がまだ形成していなかった前に太虚と呼ばれており、つまりそれはとても高くとても原始なのだ。 
　弟子：打坐の時、時間を延ばすために、繰り返して口訣を黙って念じ、千回以上念じたら、法輪を変形させることになりますか？　 
　師：口訣を念じることは良いところがあるのだ、千回以上念じても法輪を変形させることはできない。もちろんあなたが功を開き悟りを開くことにつれてあなたは分かるようになり、かなり高い次元に至るとなるとあなたは更に口訣を念じてはいけない、あなたの念じた震動力はあまりにも大きく、あなたが何時も念じたらぶんぶんと震えて、人を辛くさせるはずだ。 
弟子：ある学員は煉功してから、なぜ頭が割れたようになったのですか？　 
　師：『割れた』なら正しい。我々は頂を開くことを講じる、『割れた』は正しい、ある人は割った時「パッ」として、あまり大きな感覚はない。ある人は割れる時ゆっくりで、とても辛い。しかし事は二つの方面から見なければならない、ある人は執着心を放下せず、良くないものを招いても捨てたがらず、煉功の時に法はそれをきれいに整理する、それはあなたに頭痛を起こさせ、あなたに正法を修めさせない、このような情況も出現するのだ、肝心なことはあなたが修められるかどうか、法によって量って、それらのものを放棄することができるかどうかによるのだ。 
　弟子：ある人は煉功して冷汗が出て、ショック状態のようになりますが、どうすべきでしょうか？　 
　師：この現象はありうることだ、我々の行った学習班ではこのような人がいた、どの班でもいたのだ。なぜか？　身体を整理して病を除く時、皆反応が非常に強いからだ。しかし煉功点においてはこんなに猛烈なはずはない、それはゆっくり取り除かれるからだ。もしこの人がかなりいいのなら、やはり正常だと私は思う。もしこの人が自分を厳しく要求しなければ、また彼がでたらめにやり、この功を煉ったり、あの功を煉ったりして、安定せず、心性が高くないといった表現であれば、問題になるかも知れない。彼に暫く休憩するように誘って、彼にまた何かの功を煉ったことがあるか、あるいは何か誤った事をしたかと聞いてもいい、そのことが過ぎてからまた煉らせてみる、現在煉功に来た人が皆真に修煉する人であることを保証することができないからだ。
　弟子：ツボ按摩をするのはよいですか？　 
　師：我々はツボ按摩などをやらない、世間法修煉においては他人のために病気を診てはいけない、このものはない。真に修める人には病がない、私の法身が皆除いてやった、やるべきことは全部してあげる、ツボ按摩などのことはない。修煉者の業力は按摩で除去できるものか？　あなたが他人に按摩してやるのなら功を帯びるはずで、我々も主張をしない。もし医者ならば問題はない、それは常人の中の職業であるからだ。 
　弟子：人の副意識は人の一生に伴いますが、彼は何の作用をしますか？　 
　師：人の副意識は主に人が無意識の状態の下において人に悪い事をさせないことである。人の主意識がかなり強い時、彼はまだ見守ることができない。 
　弟子：私は打坐の時ある時は長時間組むことができますが、ある時は十分間しか組めません、どんな原因によるものですか？　 
　師：それは正常である、足を組むことも業を消すことだ、その心志を苦しませ、其の筋骨を労せしめる。われわれは如何に筋骨を労せしめるか？　それは煉功時間を少し増し、足を組む時少し辛くなるということだ。主にこの両方面に体現している。その筋骨を労せしめること自体こそが業を消し向上する過程だ。足を組むことは業を消すことではないか？　この業は一遍に全部足に押してやるということではない。それは一団一団なのだ、一塊が上がって来て、痛くて堪らない、消して越えたら、楽になった。足を組むことは往々にして辛くなったり、楽になったりして、また辛くなる、皆このようなのだ。あなたがこの塊の業を消したら、その時の組む時間は長くなる。しかし業が上がってきた時、あなたは足を挙げようと思うとすぐ非常に辛くなるかも知れない。ところがあなたが耐えられる時、足を組む時間は同じなのだ、元はどれくらい長く組めるなら、まだそれなりの長さを組むことができる、ただ痛くて辛いだけだ。 
　弟子：飲酒は煉功人が煉り出した生命体を体から離れさせることを導くことができますか？　 
　師：そうだ。喫煙もそれを導くことができる。あなたのそのものは燻べられると、彼はもうあなたの身体にいなくなり、それは何物でもなくなる、他人はあなたの身体に功はないと見うけられる。我々は言った、真に修煉しようと思うなら、これぐらいの執着心すらも放下できないのか？　修煉を児戯としてはいけない、これは一つの相当厳粛な問題だ。我々は人類が何か大きな厄介なことに会ったとは言わない、命を保つために修めよう、我々はこの事を言わない、これを以て一種の動力としてあなたが修煉するように推し進めることもしない。我々はただ言う、本当の修煉はあなた個人の永遠の問題を解決できるではないか？　 

　それ仏教の中では六道輪廻を講じる、人が常人社会の中にいるということを言うと、あなたは時間が長いと思ったが、時間のもっと長い空間の中で見るなら、人類の時間が過ぎたのはあっという間ほど速い。二人の人がそこで会話している時、振り返って見るとあなたが生まれた。また一言二言話し合って振り返って見たらあなたは既に百年になって土中に入った。人はなぜ人体を持っているこの段階に修煉を引き締めて人体を取り留めるようにしないのか？　仏教の言うところによると、六道輪廻に入ると、あなたが何かの物に生まれ変わるかも知れないのだ。動物に生まれ変わったら、何百年か何千年たってはじめて再び人身を得られる。もし一つの石に生まれ変わったら、その石は破れてぼろぼろにならなければ、あなたは出てこれなく、万年でも出ないわけだ。動物そのものを修煉させないが、しかしそれ自身は先天条件を備えて修めることができる、これは自然環境でもたらしたのだが、ただしそれには高い功が出ることは許されない、高い功が出たら、それが即ち魔になるのだ。それは人の本性を備えていないからだ、そのわけでそれを殺そうとし、動物が高く修めたらそれを殺すのだ、雷もそれを撃つ。それはなぜ憑依しようとするのか？　それは一つの人体を得ようとする、人体を得たとなると正々堂々と修めて行くことができる。過去はそうだった、それには人体があったとなるとそれが修めるのを許したが、現在人体があったとしてもいけない。あなたが修めよう、法を得ようと思うのなら、あなたは脳が洗われて常人の中に来なければならない、現在これは既に杓子定規の決まりになっている。明々白々に常人の中に来てもいけない、脳が洗われてから悟りの中で修めていく。なんでも分かるなら、誰でも修めに行くではないか？　あの仏も次元を高め、常人の中へ苦を嘗めに来たいと思う、それでも脳を洗われなければならない。明々白々でなんでも見え、なんでも分かるならそれでは誰でも修めるだろう？　それでもう向上の問題が存在しなくなるのだ。この意味は修煉はとても厳粛なことで、如何なる執着でも修煉に影響するはずだと皆に教えているのだ。
　 

弟子：更年期が過ぎた老年婦人は、月経が来ていないなら、修められますか？　 
　師：更年期が過ぎた老年婦人は、月経が来ていないのなら、修煉においては遅く来るかも知れない。ある一部の老年婦人は確かにつめてやる必要がある、彼女たちのある一部の人はつめてやらないとそれもいけないのだ。つめてやろうと言うと動作を煉るのに力を入れるものであるが、心性を修めるのは最も重要なのだと分かるべきだ。極端なある一部の者はこの方面で少し遅く来るが、正常な通りに行く者においては皆あるべきだ。 
弟子：なぜ学員はある部位が痛い、頭痛、腹痛……ということがあるのですか 
　師：煉功中の各種の反応も正常なのだ。業を消すには辛くないものはない、病を取り除くぐらいのことでも辛いのだ。ある一部の学員には功が出る、この功はあなたの身体においては、万種以上の功能にもとどまらないのだ。各功も一つのエネルギーがとても大きく、密集度がとても高く、威力がとても強い高エネルギー物質団で、あなたの身体の中でちょっと動いてもあなたは辛くなるはずだ。しかも異なる形態の功、異なる形態の功能、異なる形態の術類のものは、あなたの身体の中で体現し出すはずで、彼が動くとあなたも辛くなる。あなたがそれは病だと言ったら、あなたはこれから如何に修めるのか？　あなたが本当に法に基づいて修めるなら、あなたは一切が正常なのだと発見するわけだ。　 

　過去ある人は身体には憑依があった。ある気功師は彼に、あなたの身体には蟒蛇憑依があると教えた。彼はそれで蟒蛇憑依があると何時も思う。私は彼に教えてあなたには今もうないと言ったが、彼はまだ信じず、彼はやはりまだ彼の身体の中で動いていると思っていた。それならそれでよいが、あなたが憑依だと思う以上、その蟒蛇のいた時の状態は彼の身体において反応して来る。彼はいかなる時でもこの心を取り除かないかぎり、それが止まるはずはない、それはあなたのその心を取り除くためなのだ。もしそれを一種の執着のものと形成させたら、それでは取り除き難くなる、かなり長い時間が経ってはじめてその人は除去できた。 
　弟子：如何に功能に対処しますか、例えば天目が何らかの物と光りを見ましたら、見るのですかそれとも見ませんか 
　師：見られるなら見てもいい、煉功の時静かに観察する、これは執着に属しない。 
弟子：ある一部の学員は天目が開いて幾らかの景象を見ました、指導員は功能がないので見られません。 
　師：見られるか見られないかは異なる人が異なる次元において修煉する漸悟状態によるのだ。漸悟に達したとしてもあなたの功がかなり高いからと言って、あなたの為に非常に高く開いてやり、彼の功がかなり低いからと言って低く開いてやるということではない、同じではないのだ。天目の次元の高低は人の功の次元の高低を決められない。自身の要素、条件、多方面の原因によりあなたがはっきりと見えるか見えないか、あるいは見られるか見られないかといったことを決定する、これは多方面の原因により決めたのだ。それは一人の修煉が良いか悪いかを立証できない、必ずこの一点に注意するように。私は天目が開いたので、私は他人の功より高いと言ったらこれは誤った認識だ。 

　我々長春ではこのような人が出たのではなかったか？　彼は天目が開いた、誰よりも勝っていると思っていた。この人の身体には憑依があり、その人には他に何かあると言った、みな彼自身が想像したのだ。我々の煉功点でひとしきりでたらめにやり、最後彼は誰にも不服となり、私よりも高いと言った。だから我々は天目が開いたことにより誰がどれくらい高い次元にまで修めたか量ってはいけない。正常な場合は助けあい促成しあうように付き従うのだ。我々の中で特別に良い者はいるが、まだ彼に見せない、相当高く修煉してからはじめて彼に見せる、だからこれを以て良し悪しを量ってはいけない。 

　今後皆は私を見かけられてもよし、私を見かけられなくてもよし、先程ある人が聞き及んだように、先生がおられないなら我々はどうすればいいか？　釈迦牟尼が当時在世の時：師尊、あなたがおられないなら、誰を師としますか？　と聞いた人もあった。釈迦牟尼は：戒を師とすると言った。我々は法を師とする。心性の高低を以て修煉の良し悪しの基準にすべきで、功能の大小を以て基準にしてはいけない。さもなくば皆功能を追求しに行くようになるではないか？　功能はあなたの修煉過程中で付随して出たものだ。世間法で修煉し出した功能は皆人の本能だ、人の思想の複雑になるに従って、次第に退化した。 

　あなたの修煉の時間にしたがって、彼が自然に出て来る。あなたが返本帰真して、元へ戻る時に、はじめて人の本性を返し出させる。彼がいくらはっきり見ることができても私の見た次元まで見ることができない。彼がいくらはっきり見ることができても宇宙の最高真理とはまだその差が非常に遠い。彼が見たのはただその一次元の体現のみで、彼を真理としてはいけない。人が修煉過程中で、ある一次元を以て量りの基準にするのは正しくないのだ。『法には定法なし』と言うことは、即ちこの道理だ、ある一次元の体現を真理としてはいけない。法には定法はない、ある一次元における法はある一次元で作用しかしない。だから彼はある一次元のもの、その次元の状態を見た、もしかなりはっきり見られたら心ひそかに喜ぶ、それはかなり浅い次元上のものだ、必ずこの一点を覚えなければならない。 
　弟子：子供が煉功する際には五揃いの功法は必ずやらなければならないのですか？　 
　師：子供は多く煉れるなら多く煉ってもいい、少なく煉れるなら少なく煉ってもいい。修煉の主要な目的は人の心性を高めることだ、だから子供に対して心性の方面に関するものを多く講じたら彼のためになるのだ。私は年齢がとても小さかった時、全然外形のものを煉ることができず、主として心性において修めた。今日ある一部の子供については、あなたは彼を一般の子供としてはいけない。ある一部の子供はかなりたいしたものだ、当初我々がこの事をやることに決まった時、既にかなり高い次元の人が付いて来た。私が来た時、各次元の中からも付いて来た人があった、彼らは私が間もなくやろうとすることを予測できる。特に近来のこの時期になり、我々のこの小宇宙と銀河系の中から来たのは特に多い。もう少し前なら、彼らは予測できなかったからだ、私が出山する前のその時間に、彼らは知っていた、何らかの事が出現することを見つけた、それで少なくなく付いて来た。何をしに来るのか？　法を得に来る。彼は以前の法は既に壊れたことを知って、あらためて鍛練に来る。あなたは彼らを一般の人と見做さないで、彼らは皆かなりいいものだ、しかし誰の子供でもこうであるということではなく、一部分の子供はかなりいいものだ。 
　弟子：どうすれば自分がどの次元まで煉ったか知ることができますか？　 
　師：我々のある学員は既に漸悟の状態に達した、ある学員は次第に漸悟の状態に達することができる。達した者あるいは達していない者、あるいははっきりと見られてもよし、はっきりと見られなくてもよし、煉功点で功を煉り終えてから、互いに磨き合う時皆に述べてもいい、かまわない。あなたが誇示心理を持たずに言えば、我々の全部の修煉にはためになるのだ。ある人は天目が見たものは言ってはいけない、言うと天目が閉じてしまうと言った、これは過去の煉功では既に一つの普遍の人に認識されたことになったのだ、彼が言ったので天目がなくなるというわけではない。皆は考えてみよう、気功を普及するその時煉功する者は徳をかなり重んじるものはどこにあるか？　本当に修煉する者はとても少ない、彼は徳を重んじることを知らない、何かを見たら彼は言う、彼自身の個人の執着を帯びている、彼自身の誇示心理を帯びている、天目が閉じられるのは当たり前だ。 

　また言うべきもの言うべきでないものをも彼はすべて言う、そのため彼の天目は閉じなければならず、取りも直さずこれが原因だ。もし法に対する認識を高めるため、互いに討議すれば、私は何の問題もないと言う、この点ははっきり区別しなければならない。もし彼の天目が閉じられ、壊されたとしたら、彼は常人に言うべきでない話を言ったあるいは誇示心理を帯びていたからだ。煉功者の誇示心理そのものは執着心の体現ではないか？　だから閉じなければいけない。当初ある一部の人の天目が閉じられた時は彼に一回機会を与えることでもある、彼がはっきり見える、あるいははっきり見えない時、ある時見られる、ある時見られないということ、それはつまり彼に注意したのだ、しかしそれらの人はどうしても悟れない、結局徹底的に閉じられてしまった。ある人は根っから傷つけられた、ひどく傷つけられた。 
弟子：正果を得ることと圓満とは、何の次元ですか？　 
　師：この問題は私は既に言った。正果を得るということは、羅漢果位に到達したらもう正果を得たのだ。圓満はそれは修煉が終わることだ、通常は正果を得たとともに功を開いたことを指す、つまり二者は同時に修煉し終わったら圓満と為す。
弟子：以後如何にして修煉しますか？　常人とどう違いますか？　 
　師：まだ常人の中で常人と同じように苦に耐えなければならない。あなたが羅漢果位を得たとしても、常人の中での何でもない子供でもあなたを罵る、あなたが常人の中で修煉するから、更に続けてあなたの心を除去しなければならない。ある一部の人、その高い根基の人、彼の心はすでにうまく除去されたが、やはり再びあなたに一回重複させるのだ。一般の修煉、正常な修煉なら、一つの過程だけでもう圓満になった、ある一部の人であなたに繰り返しになることを出現させ、あなたに二回重複させる。あなたが高いところへ修めようとするなら、三回重複させる、すべて修めて過ごしたら、もう一度あなたに繰り返すように修めさせる。もっと高いところへ修めるなら、この問題が出現するはずだ、だからあなたは更に常人の中で修めなければならない。仮にあなたが羅漢果位を修成して、あなたに迷惑をかける人がおらず、常人の中で誰もがあなたに迷惑をかけないのなら、あなたがこの環境を離脱したら如何に修めるのだろうか！　仮にもしあなたに迷惑をかけた者が常人ではなく、常人の中での何人かの仏や、菩薩、羅漢が出現して、あなたに迷惑をかけてあなたの執着心を除去することなど、それは有りえないのだ。師父があなたにこれらの事を造り、これらの事を按排し、一切の難を按排するとしても、常人を利用して行ったり、常人を使ってあなたに邪魔したりし、常人の環境の中で向上するようにする。 
　弟子：ある一部の学員は班に参加してから、また他の功法に参加したが、まだ続けて法輪大法を修煉しようと思ったらどうすればいいでしょうか？　 
　師：このような人は往々にして悟性が割りと悪いものだ、しかし我々は修煉は縁に従わなくてはいけないことを述べる。人は得ようと思うので、彼は法輪大法を学んだ、彼に学びに来させようという人はないのだ。彼は法輪大法が良くないと思ったら、彼は学ばなくなる。彼は後でまた法輪大法がいいと思ったら、彼はまた学びに来たい、それならあなたが学べるならあなたが学びに来ていい。うまく修められるかどうかは彼個人の問題だ。我々の法輪大法この範囲に入って真修の弟子になれるかどうかということになると、それではわれわれは鄭重に彼に、あなたがわれわれのここで修めれば、単一の修煉をし、法輪大法を専念して修めなければならない、さもなければあなたは何も得られない、あなたがここで一に専念せずにでたらめに煉るなら何にもならないと言わなければならない。我々は善意で彼に言えばいい、あなたが我々のここで煉功してはいけない、と言ってはいけない。我々は何の権力もない、人に命令する資格はない、人を勧めることしかできない、善を勧める上に、善を勧める。 
弟子：各地で班を行う状況、全国法輪大法の形式はいかがでしょうか？　 
　師：現在法輪大法の班を行うことはとりあえず全部断った。断った原因は私が今処理する必要なことが沢山あり、各方面の事も処理しなければならないものだ。以後如何にするかということに至っては、現在はまだ考えはない。処理が終わってから、処理した状況により決定する。法輪大法の発展状況を言うと、私は皆に、現在我々法輪大法は人から人へと伝わり、法輪大法を学んだ学員の人数は既に相当に大きいものだ、私に言わせれば何十万人もいると教えられる。私が各都市に行って班をやる時、当地の各市、県から来た人もいる、人の来ていない県は殆どないからだ。それで、帰ると彼らはあっちこっちに行って伝える、こういうふうに伝えて行く、だから発展は既に非常に速い、人数は非常に多くなったのだ、湖北のある県では、最初学ぶ人は二人しかなかった、現在千人以上までに発展した、このような事例はとても多い。ある者は煉功点に行って煉る、ある者は煉功点に行かずに煉る、具体的な数字はとても統計しにくい。 
　弟子：かつて精神病にかかった人と癲癇病にかかった人は煉功できますか？　 
　師：私は皆に、このような人をわれわれの煉功点あるいは我々の学習班に連れてこないように勧告する、あなたがうまくやれないと我々の法を破壊するのだ。彼はもし班であるいは我々の煉功点で持病が再発したら、人は法輪大法を煉って出たのだと言ってしまう、あなたは我々の法を破壊したのではないか？　我々には一つの前提がある、人のために病を治療してはいけない。ただし我々には一つの条件がある、本当の修煉の人なら、彼の小さい病は、当時すぐに解決してやるのだ。大きい病にかかった人、身体にあまりにも多くの良くないものを帯びた人は、彼が考え方を変えてはじめて、処理してやれるのだ、彼が修煉しようと思ってはじめて彼のために業を除去できるのだ。もちろんある一部の人はまだ修煉の考え方がないのに、彼に処理してやった、本を読むと彼に処理してやった。なぜだろうか？　彼の根基はかなりいいからだ、彼は得るべきなのだ、これは皆同じ調子で見てはいけない。家に大法がいいと思うというような病人があるなら、彼に学ばせてもいい、あなたは彼に家で学ばせてもいい。我々は先に明言しておく、私も勝手にこれらの常人の問題を解決してもいけない。彼は修められるどうか、彼自身によるほかない。彼が修められないなら、あなたも彼に修めさせない。一旦問題が出たら大法を破壊する、私はどうしてこれらの常人の問題を解決できるものか？　私が彼のために治療してやらないなら、彼はいたるところへ扇動して、法輪大法を煉って精神病にかかって、先生は治療してくれないと言って、彼はまた私を傷つける。つまるところ我々は先に明言があり、学習班では取らず、煉功点では彼にも来させない。癲癇病人なら一般的に問題がない。学習班では我々は癲癇病人は学習班に参加してはいけないと明確に提出していない。一般は我々の工作者は彼に入ってほしくない、彼は思想を変えていない前に、持病が再発しがちであるからだ。持病が再発したら我々に影響をもたらしやすい。癲癇病人は精神病人と違う、彼は単一なのだ、ただ彼の頭の中に一つのものがあるだけだ、その種の良くないものは取り出したら良くなる、一般はこのようなものだ。 
　弟子：全体向上について如何に理解しますか？　 
　師：全体向上はつまり完全無欠の向上ということだ。我々の修煉過程中で、あなたの身体のあらゆる生命体とあなたの修煉した生命体は皆あなたに従って向上するのだ。われわれは全体の調整を講じる、全体的に皆のために、学員のために身体を調整する。全体の向上は主にあなたの心性が上がったら、あなたの功も付いて上がって行くことを指すのだ、私が先程言ったことのようである。ある人は、なぜ月経が来ていないか？　と提出した、あなたの心性が上がっていたら、功も付いて上がって行く。業力のあまりにも大きい人は身体を調整しても、一部分が付いて上がって行けない、彼はやはり立ち遅れるかも知れない、たとえ全体が向上して来ても、その先決条件はまず心性の向上でなければならないのだ。私が身体を変えたいだけだ、私が非難を求めたいだけだと言ったら、それはいけない、修煉があなたを変えるには、心性を修めることから始まらなければならない。次元の高低の功、つまりあなたの心性の高低を決定するこのものはなければ、それでは何でも机上の空論なのだ。 
　弟子：ある一部の学員は、魔の大法に対する邪魔について如何に対処するかと提出しましたけど？　 
　師：皆に教える、我々の正法を伝えることにもし反対する人がなければ、それこそおかしいことだ！　皆考えて見るがいい、私が今日もしこの事をやらないのなら、私は一番楽だ。私が皆にこの事をしてやる故に、私が遭った邪魔とあなたたちが遭った邪魔は、皆この法を阻害し、人に法を得させないのだ。人がこの一歩に至ったのに、法を得ようとするなら、その魔はそうなってほしくない、彼はあなたを阻害しようとするのだ。それは、あなたは僕に借りがあるぞ、僕がまだあなたに返させるぞ、あなたが法を得たら、僕にあった借りはどうする？　と考えている。それはあなたを恨むのだ！　各方面の要素は皆一種の阻害作用をしている。分かりやすくいえば、それも皆人々が自分でもたらしたのだ、人誰でも業力がある。過去イエスが、人よ！　お前は罪があると言った。彼は人は罪が有ると言った、業を罪と言った、実際はこうなのだ。人自身が良くない事をやったので業力をもたらした、それは罪ではないか？　それは各方面の阻害作用をすることができる。あなたが正法を得たので、もちろんあなたを邪魔する、取りも直さずこの原因だ、だからわれわれが遭ったこれらの事はみなわれわれの心性に対する試練だ。ある人は、法輪大法を学んでどんなふうに良くない、あるいはあれやこれやと言うはずだが、あなたは意志をはっきりさせることができるかどうか、本質からこの法を認識できるかどうかを見るのだ。あなたが本質上からこの法に対してまだ認識しないのなら、あなたはまたどうして修めるのか？　あなたが開悟しなった前に、みな法に対してがっちりとすることができるかどうかというような一種の観念がずっと存在している、どの一門においてもこうなのだ。本質上のものにおいてあなたがまだがっちりできないのなら、それではあなたはどうして修めるというのだろうか？　だから彼にはこの方面の試練と邪魔がある。 

　私が学習班をやると、必ず沢山の気功学習班が同時に始まる。私がもしそこで班をやらなければこんなに多くあるはずがない、私が班をやるとヒラヒラとすばやく沢山の邪功が来て班をやりに来る。なぜだろう？　つまりあなたがこの事をやろうとするには、助け合い促成し合うように幾らかの魔が付いて来る、このようにも按排されたのだ。この人がどの門に入るか、正法を得るかそれとも邪法を得るかを見る。あなたがどの門に入りたいか、あなたによるのだ。言われた通り、人が修めるということは非常に難しい、つまりこうであるべきなのだ、非常に難しいことも当たり前で、我々の一切は皆自分で作り上げたのだ。しかしながらこの難は、その中から人の心性、悟をまた現し出す、向上できるかどうか等々方面の原因は、それも助け合い促成し合うのだ、弁証法的にこれらの事を見る、だから彼にはこれらの邪魔があるはずだ。 

　我々長春でこのような人があった、彼は、私は仏だ、あなたは他人に従って学ぶなとか、私はどうのこうのだと言った、各方面の邪魔、甚だしきに至っては私の個人の名誉に対する破壊もあるはずだ、だからあなたが聞くかどうか、あなたが信じるかどうか、あなたがどうするかをみるのだ。それは各方面の手段を取って破壊に来るはずだ、取りも直さずあなたのその心を動揺させようとし、あなたが穏やかになれるかどうかを見るほかない。 

　ある人は私が思い切って正法を修めるほかない、私がお前のそのことを根っから信じないと言った。その実、我々の多くの学員は既に法の威力を体得していた、しかも自身の変化もかなり大きいし、私の言い出したこの道理も分かっている。彼はまだ穏やかでないなら、それはちょうど悟性の問題ではないか、悟性は確かに非常に低いのだ、言ったのはこの道理である。だからこれらの邪魔は、私に言わせればそれも正常なのだ。修煉は取りも直さず大波が土砂を洗い流すようである、土砂を皆ふるいのけて、残ったものこそ金だ。どれくらい金が残れるか、それは皆が自分で如何に修めるかによるのだ。 
　弟子：法輪大法の宣伝資料は多く造るべきです、煉功点で宣伝しやすくするためですか？　 

　師：我々の法輪大法の宣伝、全部の功を伝える方法、皆現在の気功の宣伝方法と違うのだ。皆はもう見たかも知れない、我々はある事を言葉誇大にしてはいないし、何かの事を出して見せびらかしもしていない、如何なるこのようなこともない。他の気功師はもし一人の病人を治したら、彼は行き過ぎて宣伝する、もう聞く人がないまで宣伝しないと彼はやまないのだ。我々にはこのような事はない、我々の学員は何千何万という人がいる、彼らは皆病がない、我々も何も言ったことがない、これらの事を言わない。もちろん、初期の時、皆は新聞から何らかの便りを見た。なぜか？　初期の時、我々が通常の気功形式を以て出たのだ、初めからこんなにも高く説くと、人々は受け入れられないのだ。だから我々もこのような初歩的な次第に人に認識させるというような過程を歩んだ。皆が知っているように、我々が長春で初期的に班をやった時、私が講じたものもかなり高いのだ、しかし、いつも気功を口にしていた。我々は今日、高次元へと功を伝えるので、これらのことはもう口にしない、これも一つの人に次第に認識させる過程なのだ。 
弟子：自動車都市は十何万も従業者のある部門です、うまく展開できなればどうしましようか？　 
　師：我々のこの法輪大法は、自動車工場において本来展開したのはわりとよいことであった。皆はそれらの魔を知っているだろう、彼らの邪魔はかなりすごい、それが魔だ。しかし我々は言った、これらの事は皆助け合い促成し合うのだ、どれくらいの人が修めることができるか、どれくらいの人が修めることができないか、それは個人によって決まるのだ。邪魔がないと言うならそれはどうして可能だろうか、邪魔をする人がないと言うなら、それではあなたがあまりにも容易に修めたのではないか？！　大道がこんなに平坦で、上へと修めるのに、何の難もないなら、これは修煉ではない、そうではないか？　魔難があって始めて人は修めることができるかどうかを見られる、初めて人の各種執着心を除去できる。しかしこの魔は確かに非常に大きい、彼は一種の相当大きい破壊の作用をした、沢山の人を壊した、起した作用は既に一般の魔の作用を超えた。これらの事はかなり高い次元においても知られていた、高級生命も皆知っている。どう処理するか？　あることは私がうなづかなければならない、私は人に一回機会を残すのが好きだ。しかし見たところではこの機会は残してはいけないのだ、将来自動車工場では大法を学ぶ人がきっと多くなってくるはずだ。 
　弟子：ある一部の学員は学習班に参加しようとしましたが、始終参加できません、朝晩の煉功点の学員はどうしたらいいでしょうか？　 
　師：ある一部の学員は学習班に参加しようとするが、私のこの班はたとえずっとやって行って、また十年やり続けてもまだ参加しようとする人がいるのだ。我々にはそんなにも多くの古い学員がおり、その上にまだ私の本、録音テープと録画テープがあり、皆法に対する伝播と人を度化する作用をすることができる。その実、皆既に主力軍の作用をすることができた、特にこの間の時間において、あなたはきっと一人の主力だ。私が直接伝えなくても得ることができる、こうではないのか？　こうであった以上、私は我々皆この方面の仕事を少し多くやって、他人を助けようと思う、特に人が煉功点に来て学ぶのなら、指導員は更に責任を負うべきだと私が思う。あなたの責任は小さくない、それは簡単な人の召集だと見てはいけない、できるだけ多く法を会得し、多く法を学び、多く幾らかのものを掌握すべきだ。 

　私が特に出そうとすることは一点ある、我々の煉功点で、おおよそ迷惑な事が出現した、偏差が出た、気が転倒したというような人は、みな他の功を煉ったり、他の追求を放棄していないのだ、これは絶対なのだ、絶対少しも間違っていない。おおよそそのような人は100％他のものを煉って、あるいは彼の家で他の物を供えて、放棄していないのだ、これが一つだ。もう一つは法輪が変形したのだ、それもほかの功法を混ぜて煉った、あるいは意識の中で混ぜたのだ。この二種の状況は私が皆に言える、きっとこの状況でもたらしたのだ、この二種の状況だけは私の法身がかまうことはない。彼が他の功を煉り、彼が混ぜて煉り、彼は我々法輪大法の人ではないから、私の法身は彼にかまわない、法も彼にかまわない。それらのでたらめな魔は彼が法輪大法を煉ったことを見たら、もちろん彼を調理し、彼を害すのだ、彼は気が転倒したら、尚も法輪大法を破壊する、この問題が出現するはずだ。ある人はただ一心に法輪大法を煉るが、しかし彼の意念の中あるいは動作の中でいつも自分で感じてみたい、何か他のものを入れたいと思っている。過去は他の功を煉って少し感覚があったが、今回法輪大法を煉ったので、そのような感覚はないのだ。彼がまだ感じて見ようとするならば、それは追求の執着ではないか、彼が彼の元のものを入れると、法輪は変形する、法には問題が出現する、絶対こうなるのだ。 
　弟子：人生の本当な意義はより楽に生きるためですか？　 
　師：ある人はまだこういうような考え方がある、私が仏に修成したら何をするか？　仏に対する認識はかなり悪い、彼を修めて何の役に立つか？　あなたは笑わってはいけない、彼は確かに知らないのだ。なぜ仏を修めるのか？　一つには永遠に人身を保つことができる。二つには永遠に苦しまない、永遠に良い。人の一生は非常に短い、人身を保つことはこれは一方面だ。それに彼は苦しまないのだ、あなたの生命が生じた所はかなり高い宇宙空間にある。宇宙空間から来たのだ、性は本来善良なのだ。正に自分が良くなくなって変ったので、一歩一歩とここに落ちてきた、ただ壊滅されることを待つだけだ、彼はこのような一つの過程だ。もし帰って何をするかといったら、あなたの本当の生じた所は高層空間の中にあるのだ、それこそ最も良い所で、あなたのいるべき所だ。 

　大覚者の言葉で言えば、人は皆泥だまりに落ちているようで、皆ここで泥水をかきまぜるのだと。しかし人が来た時皆こうであるのに、まだ悪くないと思う。人は皆かなり良いと感じる、泥水の中でかきまぜているのに、彼はまだわりと気持ちが良く、悪くないと思う。われわれは一つ例を挙げる、しかし人を罵ることではない、例えばあの豚は、豚小屋の中で寝ていて、糞も尿もある泥の中にいる、その境界において感覚すれば、それは悪くないと思う。人がその境界の中にあり、彼が一旦昇華して来れば、彼は振り返って見るとまるで醜くてたまらない、道理はそれだろう。人様は人間が常人の中で取りも直さず泥をかきまぜるのだ、いたる所でもとても汚いと言ったが、つまりこの意味だ。この汚い環境の中で彼はまだ自分が他人より少しでもきれいであればいいと思う、実際はいっぱい泥が付いた身体を泥水で洗うに過ぎないだけだ、私に言わせればきれいであってもそれほどではない。 
　弟子：人生の本当の意味はよく修煉して、仏になるのですか？　 
　師：仏になるのではない、返本帰真なのだ。よく修煉して、返って行く、これが本当の意味だ、高級生命の見たところではこうなのだ。しかしあなたが常人の中に来てあなたの常人の中にいる学校の先生に聞けば、彼はこういうふうにあなたに教えるはずはない。常人は常人の中の事情をあまりにも重く見たからだ、彼はそれらの宇宙の真相を見られないからだ。人類は現在西方から伝来したこれらの知識に充実されてあまりにも絶対化になった、反って人をますます物質化にした。現有の理論を用いて一切を量る、人類はこの常人の中にますますひどく陥った。 
弟子：夢の中であっちこっちトイレを捜して、やっと一カ所を捜したが、目覚めたら既に漏れていましたが？　 
　師：皆に一つの例を挙げよう。武当山は真武つまり玄武、道家で言った玄武大帝の修煉の所だ。武当山で一つの玄武の修煉の物語りを読んだ、彼の修煉過程を語るのだ、その中にはこういう一つの彼を描く事がある。彼が長年修煉した、四十年あまりだろう、彼が既にかなり高い次元にまで修煉していた。ある日夢の中で、夢幻の境で魔が彼を邪魔しに来て、美女に変化して、一糸もまとわなかった。結果として彼がふらふらとしていた時守らずに、彼が情を起こした。事後彼は怒って、彼はとても後悔した、彼は私の修煉はまだ見込みがあるか？　こんなに多くの年月修めたが何にもなっていない、まだ自分の心を守れないと思った、それで心でだめだと思った、怒りのあまりに山を下りた。下りて途中まで歩いた時、一人のおばあさんが針を磨いていることを見た、鉄棒を針にしようと磨いているのだ。当時古代人は皆この方法で針を磨いただろう。 

　あれ、彼がこのおばあさんに、あなたはなぜこんなに太い鉄棒で針を磨きますか？　と聞いた、おばあさんは彼に教えて言った、時間が長く経つと必然に針にまで磨けるようになると。真武は心が動いた。このおばあさんは針を磨く時椀の中に水を入れている、この水は一杯に溢れているのに、彼女はまだその中に入れる。彼がそれでおばあさんに、水が溢れたと言った。彼女は満ちたら自然に溢れて来るわけだと言った。彼女は実際彼に暗示しているのだ、彼女の意思は彼に、一人の人が修煉の過程の中で、あなたはそれをあまりにも重く見てはいけない。一回良くできなくても、次回きっとうまくできるのだ。人体には皆本能があるので、満ちたらそれが漏れると教えた。彼女は彼にこの意思を暗示したのだ。しかしこの中でこのような一つの物語りを述べたが、あまり完全でもない、あまりはっきりとしていないようだ。ところが私は皆に、この事はそうであるかも知れないと教える。先程書いた人はそんな理由であるかも知れない。 
　弟子：站椿あるいは盤坐をするたびに、煉功状態に入ると、すぐ煉りたくなくなりますが、やめたらまた後悔になりますか？　 
　師：それは人の自分の心に生じた魔からの邪魔だ。常人の心には魔（思想業力の邪魔）を生じることができるのだ。なぜなのか？　あなたの心の中、思想の中に生じたそれらの良くない思想物質は皆抵触の作用をすることができる。あなたがよく修めたらこの悪い物質は消滅されてしまうようになる、だからそれはいやなので、それはあなたに煉らせないのだ。なぜあなたが煉功にいつも動揺するのか？　思想の中で、煉るのをやめよう、こんなに苦しいからと思った。私があなたに教えます、その思想は原因があるのだ、外からの魔の邪魔がないとしても自身からの魔の邪魔があるのだ。それらの良くない物質が作用したのだ、如何なる物質も別の空間においては皆霊体だ。 

　私はこのような話を言ったことがあるではないか、あなたが良く修めるにはそれを消滅しなければならない、それを消滅してはじめてあなたは良く修めることができ、あなたはその悪い思想を取り除ける。ある人は打坐で入静できなく、考えがよく出て来る、それはあなたにそれらの物質の存在があるからだ。それも生きているものだ、それはあなたの思想の中の過去に生じて来たものだ、だからそれは邪魔の作用をしている。あなたが良く修めたら、それは消滅され、消滅されればされるほど少なくなる、最後には全部消滅される、それならそれは受け入れられるか？　あなたが修煉すると、それは邪魔する。 

　ある者は思想の中でまだ師父を罵り、われわれの大法を罵るはずだ。しかし必ずはっきりしなければならない。それはあなた自身の主意識が罵ることではなく、思想業という悪い物質があなたの思想の中へ反映して生じたのだ。一旦この問題が出現するとすぐそれを制圧しなければならない！　主意識は必ず強くなければいけない、修めさせなければないほど私は修める、どうしてもそれを排除する。こうなると、私の法身はあなたの思想ががっちりとして動揺しないことを見て、あなたを助けて大部分を消すのだ、だからあなたにはこのような体得があるはずだ。 
　弟子：煉功の次元は既に決まっていますが、大法には果てがありません、まだ高くて深い大仏に修成できるということは本人が修め着いた次元、例えば羅漢に達してからまたあらためて修めると願を立てるということを指すのですか？　 
　師：一人の人は羅漢果位にまで修めた、もとの決まりは羅漢果位で圓満だが、だめだ、私はまだ高いところへと修めたいと言った。あなたには本当にその能力があれば、あなたが再び願を立てるなら、まだ高いところへと修めることができるのだ。過去はこのような人があったが、多くない。なぜ多くないのか？　往々にして人に修煉を按排する時、按排したその次元はもう既に彼自身の状況に基づいて按排したのだ、各種物質の多少は自分の耐える能力によって決められたのだ、だから一般は違いがそれほど大きくないのだ。しかし個別に特別にいい人もいる、彼のあるものは隠れているのだ、一定の次元では見えないのだ。修煉が一定の次元に辿り着いてから、その師父が見ると管掌できないと思って、彼は自ら退く、また別の人は引き継いで管掌する、このような情況もあるのだ。更に高い次元へ連れていくことは、自分で言うまでもなく、彼は自ずからあなたを更に高い次元へ連れていく。 
　弟子：ある日の夢の中で李先生の夢を見ました、先生は、あなたの情況はちょっと特殊だと言われました、その意味は、私はどこかの方面においてだめであるかも知れないということのようです、その後李先生は私のために身体を調整されました、下腹、足の裏がサーッとしたと私は感じました…… 
　師：これはとても簡単なことだ、これはあなたが修められないということではない、あなたが修める過程の中でまだ他の原因があることだ、一般に法身は解決できる。この状態は夢ではない、確実に、みな接触したのだ、あなたは昼間に定力が足りなくて、あなたが定の中で見えないので、夢の中で見たのでもかまわない。夢の中で私にあったことは正常なのだ。 
　弟子：より良く修煉するために、日常の生活の中で真、善、忍を黙って念じるのはよろしいですか？　 
　師：日常生活の中で真、善、忍を黙って念じるのは、それは良くないことはない、これはかまわない、煉功の時には念を動かさないようにしなさい。 
　弟子：『長春夕刊』の報道によると、今年の夏チベットで×××大師が経を講じ、大小の二百あまりの活き仏が参加するそうですが、いかにこの事を見ますか？　 
　師：和尚も、ラマも人だ、彼らは何かをやりたいならやればいい。彼らがやった事は仏がやったのではない、仏がやらせたのでもない、常人はこれらを随分重く見ている。修煉の人ははっきりと分かるべきだ、経を講じることも同じだ、修行者の一種の宗教活動であるだけだ。そのうえ、末法時期には講じられることはもう何もないのだ。それに一つの問題を言おう、皆が知っているように、和尚だろうが、ラマだろうが、国家政治、法令に干渉してはいけないし、常人の中の事に干渉しないのだ。そのようなデモをするなんて、独立するなんて、皆で考えてみよう、一人の修煉の人としてこれをするものであるか？　これは常人中の執着心ではないか？　常人のことをあまりにも重く見たのではないか？　これらのことは、それは修煉者の除くべき執着心ではないか？　私に言わせれば我々の法輪大法このところは浄土だ、私は敢えてこう言う、われわれの学員は心性に対する要求が随分高い。我々は学員に心性の修煉を重んじることを要求する、英雄模範人物であってもよい、彼は畢竟常人の中の英雄模範人物だと私は言う。我々はあなたに全く一人の超常人で、全く個人の利益を放棄し、全く他人のためになるようにと要求する。その大覚者、彼は何のためであろうか？　彼は全く他人のためであるのだ。だから、私が学員に対する要求もかなり高い、学員が向上したのも速い。 

　われわれは一つの例を挙げて言おう、私が先程言ったこの話は行き過ぎない。全国各地の各業種でどんな大型の会議を開くにもかかわらず、物が失くしたら捜すことは非常にむずかしい、もちろん格別にいい人はやはりいるのだが、しかしそれは格別なのだ。われわれの法輪大法の学習班で物が失したら全部捜せるのだ、各班でも皆こうなのだ。何千人もある学習班で、各班で拾った腕時計や、ネックレスや、指輪、お金、多いものから少ないものまでさまざまな金額すべてある、千元以上のもある、拾ったらすぐ届けに来る。私がそこで言うと、失った者が取りに来る。学員も、このようなことは、雷鋒を見習うあの年代に見たことがあるが、現在までもう長年見なかったと言った。学習班が終わってから学員は皆自覚的に心性を要求し、他人と社会に責任を持ち、厳しく自己に要求することができる、私に言わせればわれわれのここは浄土だということは正しくないだろうか？
　弟子：ある学員はなにか自然とかいうなにかの功の本を繙いてみました、本の中で他人が自分でこの功を褒めることを反駁して、法輪大法を低く評価している、この学員は２頁見たあと、本の中にこの功の動物の影が動いていたことがあるので、入静に影響しますか？　 
　師：我々はもう言った、これらは見てはいけない、あなたはそれを見て何をするのだ！　真修の弟子はこれらの偽の邪なものを全部焼いたが、あなたはまだ見る、その差は大きくないか？　あなたはそれを見て何かを求める心を抱いているのでないか？　どんなでたらめなものも見ないで。真正の功法は、人が出て伝えることはしない、あなたのそれらのことにもかまわない、気功を普及する気功師は、この事をやり終えたのだ。現在、今日何々という功が一つ現れ、明日何々という功が一つ現れたりするが、それらの気功は、基本的に全部偽物だ。外で、取りも直さず正法を伝えることを乱したり破壊したりするのだ。 

　ことの分かる気功師は、皆伝えはしないのだ、あなたがなお伝えるなら、あなたは法に邪魔したのではないか？　やるべき事は出た、大きな功を立てた、あなたは更にやるなら邪魔するのだ。だから基本的に金のため、名のため、利のための偽気功師は皆魔だ、彼自身は自分は魔であることを知らない。しかしわれわれは学習班で絶対的に言っていなかった、主としてある人が受け入れられないことを恐れる、その実、基本的に皆魔が邪魔しているのだ。 
弟子：学員が入静して煉功の時、いつも邪な考えが現れますが？　 
　師：そうだ、これも私が先程言ったことだ、過去自分が良くないことをやって生じた各種の思想という物質が皆存在していて、それらのものは皆作用をしているからだ。あなたがそこに座って煉功する時それらの良くない考え方は、人を罵ったり、また物事を壊したり、強いてあなたに考えさせる、つまりその過去の思想の中に生じた悪い物質はまだ作用をしている、甚だしきに至っては先生も罵る。あなたは心配しなくていい、あなたはできるだけそれを抑圧し、それを排斥しなければならない、それは間もなく消滅されるはずだ。必ずこの良くない考え方を排斥する。一旦現われたら心配しないで、それはあなたが先生を罵りたいのではなく、思想業力があなたの大脳に反映しているのだ。 

　
弟子：学員が入静して煉功する時、いつもある功はイタチの憑依だと他人に言う学員があります、この学員が夜に夢を見たら、彼に香を焚かせる人がいました。 
　師：これらの話は以後直接それらの別のでたらめの功を練る人に言うべきではない。われわれのある一部の学員はとても仲がよい友達がいて、彼が練ったのはその憑依功で、あなたは彼に言ってもいい、かまわない、一番いいのは側面から言う。あなたが多くの見知らぬ、しかも憑依功を修煉する人の所に行ってその功をどう良くないかと言ったら、もちろん彼はあなたを攻撃し、あなたをあちこちから攻撃する、ひどいことになると聞きづらい言葉を言う、われわれはこれらの厄介な事を避けるべきだ。われわれは善を勧めることを講じる、彼は認識ができるとすれば自然に認識してしまう、しかしわれわれはできるだけこれらの事を回避する。真にその功その門に入って、その中から出ようと思わないそれらの人は、彼が既に歪門邪道に入ったので、彼の本性は既に迷いに陥っており、少なくとも悟性がだめだ。それらの人は変わればもちろんいいが、変わろうとしないなら、あなたが強いて勧めてはいけないのだ。要するにやり方にちょっと注意すべきだ、これらの事に注意すればいい、邪なものはあなたを傷つけることはできないのだ。 
弟子：ある人は掛けカレンダーを写して、原価により学員にあげます、一分でも儲けないのならいいでしょうか？　 
　師：これらの事は私がこう考えたのだ、われわれのこの学員は非常に良く、皆のためにこの事をやっている、原則的には背くことはないと思う。しかしその中には金銭交換の問題がある、たとえ原価でも金にかかわりあった。私の考えではできるだけこれらの事を避け、金に触れない。あなたが金に触れたからだ、うまく行かなければ時間が長く経つと心でバランスを取れなくなる。いつもこれらの事をやるとある考えがあるようになるはずだ。私はこうしては採算がとれないとか、私の足代はここから出そうかとか、私は少し損失があったので算入すべきだろう等、それは人の各種の心を助長できるのだ。段々とこの事に対して把握できなくなる、だから絶対これらの事に注意しなければならない。 

皆はわれわれがなぜ皆を金に触れさせないことを知っているか？　釈迦牟尼は二千五百年前人に金と物に触れさせないようするために、皆を連れて深山原始林に入って修煉に行った。ただ一つの乞食用の椀だけがある、まだこの乞食用の椀に即応して一回法を講じた、乞食用の椀でも執着してはいけない。これらのものはうまくやれなければ重大に人を邪魔するのだ、人の修煉に影響するのだ、だから必ずこの事に注意しなければならない。イエスでもその年代に人々を連れてどこかに着いたら、そこで物を食べて、金に触れさせなかったのではないか？　私はこの事を言うだけのために、この例を挙げた。あなたたちはこんなに深く理解できないかも知れない。私は正しく歩まなければならない。私もあなたにこうするようにさせてはいけない。かなりの年が経た後、人は李洪志の時にこうした人があったと言ったら、それではこの法はまだ伝えることができるだろうか？　とっくにだめになってしまい、時間も長く経たずにだめになってしまう。写真がほしい人がいる、ほしいなら、あなた自分で持ってとって、あなた自身で持って映せばいいが、われわれはできるだけ学員の内部に保持する。将来これらのものは、われわれは社会で公開し発行するかも知れない、私の掛けカレンダーまでも本の番号があったからだ。将来われわれは統一的にこれらのことを管理する、絶対に自分で決めてはいけない、うまくやれなければ大法を傷つけるはずだ。 

　如何に売ろうか、原価を回収するだけでもいけない。絶対に如何なるこのような心が動いてもいけない、何にもならない。自分が修煉して向上して、他人を助けて、必ずしもこのような形式を取るとはかぎらない。皆に少し法を知らせ、皆に少し法を講じたら何よりも勝る。人の心性が向上すれば外形のものよりずっと勝る。これらのことは統一的に法輪功研究会から管理する。本站、支站、指導站は皆金に触れてはいけない。われわれの法輪功研究会はどんなことをするのにも皆私の同意を経てから彼らは始めてやるのだ。いろんな名目を以て無断にやるのなら、それは皆いけない、権利を侵すのだ、社会の法律も許さないのだ。 
　弟子：ある人はよく心性を修めようと思っているが、日常生活の中で彼の心に触れることがない、夢を見たこともない、先生は彼を管掌しないと心配していますけど？　 

　師：これはそうではない。各人、それ自らが携えているものと彼本人の状態は皆同じではない、彼が携えているものは複雑であるかも知れない、もちろん私はまた皆に一つの例を挙げてもいい。ある人のことを言うことではない、格別の人が来た次元はわりと高い、彼は苦を嘗める必要はない、彼はこの法に同化しに来たのだ、同化し終わったら彼のそのことが終わった。また一部分は、極めて少ない一部分のそのような人だ、しかし必ずしもあなたが言ったこのような情況ではない、私はこの意味を言うのである。沢山の人は各種要素によって存在するのだ、ところが、あなたが苦を嘗めるか嘗めないかにもかかわらず、この法に同化し、この法を学ぶことこそ極めて重要なのだ。 
　弟子：少なくない学員が師父が教えた功は五揃い功法の中のものではないことを夢見たとしたらどうすればいいでしょうか？　 
　師：五揃い功法の中の動作でなければ、それは魔があなたに教えに来たのだ、それは皆偽りだ、絶対私があなたに教えに来たのではない。今日皆に伝えたのはただこの五揃い功法だけだ、これらはあなたの身体を変え、あらゆる術類と有形のものを煉り出すことに十分だ。真にあなたの次元の高低を決定するその功は、煉り出すことではないので、それはもう足りているのだ。夢の中での煉功は、頭の中で気付いたらやめなさい。煉るならこれは心性がまだあまり堅実ではない、もし堅実であるなら念が動くとすぐ気が付くべきだ。 
　弟子：一旦圓満に修めずに去った人があったらどうしましょうか？　 
　師：圓満に修めなく、圓満に達していないが、彼はその果位にいて、果位を得た、彼が修成したということだ。ところがもし世間法でさえも出ていないなら、それは確かにまずい。しかしもし世間法を出ていないなら、彼は三界の内にある異なる次元の空間に彼の行くところがありえる、彼がどこかの次元まで修めたらその次元にいる、それもいいことだ。彼がもし、それはいけない、私はよく修めなかった、私は願を立てて来世も続けて修める、と言ったとしたら、それでは彼は来世に真にまた修煉のその状態の中に入って、また続けて修めるように促成することができる。しかし一点がある、把握できなければ非常に危ないのだ、まだよく修めないなら、やはり下へ落ち、元より劣るわけだ。もしよく修めたら、元より勝るわけだ、彼には皆このような一つの関係の存在がある。 
　弟子：心性を修煉する過程の中において、いつも自分がやり間違えることを恐れて、いつも法により量るが、やはり何かがひっかかります、これは正しいですか？　 
　師：一つのことをやる度にも、とても心配することについて、私はそんなに執着しては行けないと思う。この関係はとても処置し兼ねる、余計に思ったら執着になる。不足に思ったら、われわれが何かの事をやり間違えるのを恐れるようだ。思想をそんなに緊張させるまでする必要はないと私は思う、だからわれわれは一つでも事をやる時、一般の事ならやると良いか悪いかすぐ分かる。しかもあなたはそんなに多くのことがあるべきではないのだ、この事を放下したかと思うとまたあの事がある、常人の中の事は考えなくてもそれは好いことか悪いことか分かると私は思う。ある一部の突然に出現した事は、われわれは考えてみよう、それはいいことか悪いことか？　いつでもそんなふうに考える、どんなことをしてもそんなふうに考える、些細なことでも考える、私に言わせればそれは心があまりにも執着するのだ。正々堂々と修煉して、大事に着目する。無論この中で修煉の過程の中に、私が認識できなかった事を、やり間違えてよく把握できないなら、それはあなたがまだそこまで修煉していないのだと私は思う。ある一部の事はあなたがまだ分かっていない、あなたはあまり執着してはいけない、この心を取り除くべき時に、それが自然に反映してくるはずだ。 
　弟子：性命双修と元嬰は重合するのは正しいですか？　 
　師：あなたは性命双修をしても、本体の改変と修煉し出した元嬰はある時になると皆あなたの元神に合って、一体になる。 
　弟子：肉を食べることには業力がありますか？　 
　師：肉を食べるそのものは業力がない、殺生の概念も存在しない。肉を食べるそのものは執着心ではない、肉を食べることは人の持つ肉が美味しいことに対する執着心を助長できる。 
　弟子：各人の身体にある徳は限りがある、高い功を修めることは決められており、開功開悟してからまだ徳を積もって向上することができるでしょうか？　 
　師：徳は限りがあるのだ、開功開悟してからは絶対に向上できないのだ。開功以後この人は何でも見えた、何にでも接触した、何でも分かった、もう悟性が存在しないのだ。明々白々と苦に耐えて高く修めることができるなら、それでは誰もやらないわけはないだろう、その仏も更に続けて上へ修めるのだ、彼はなぜ非常に遅く修めているのか、つまり彼はもう殆ど苦に耐えることはないのだ。彼が特殊な貢献を作り出して初めて、彼はほんの少しだけ向上できる、この中にはこのような一つの関係がある。徳が足りなくなったと言うのなら、徳が足りないならまだ業力がある、苦を嘗めてから、業力も転化できるのだ、徳に転化するのだ。もし本当にまだ続けて修められるなら、私はまだ修められ、まだ修めたいと思ったら、親戚や仲の良い友人の業力を取って来て、あなたが消してやるなら、また徳に変わる。所詮とても難しい、それは人の心性、心の容量と助け合い促成し合うから、その一歩に着くと一杯になり、もう入れ込めない、それはこのような体現がある。更に苦を嘗めようと思う人は容量が足りないので悪く変わり、落ちて、無駄に修したかも知れないのだ。 
　弟子：釈迦牟尼は既に功を開いたが、なぜ法を四十九年伝えてはじめて如来に達したのですか？　 
　師：一人のとても高いとても高い次元から来た人は、如来を何倍も超えていて、彼が修めるなら、功を開いてから、四十九年も必要とせず、彼の半分の過程あるいはもっと短い過程を歩けばかなり高い境界に達することができる。これは彼の根基と関係があるし、彼の所在の次元とも直接関係がある、彼の前世の所在の次元とはかなり大きい関係がある、各人も皆同じ調子であることはできない。 
　弟子：釈迦牟尼は四十九年間で如来の次元に達したのですが、誰が彼に功を演化してやったのですか？　彼は頓悟に属しますか、それとも漸悟に属しますか？　 
　師：彼は頓悟に属するのだ、彼は人を済度しに来たので、修煉に来たのではない。誰が彼に功を演化してやるのか、誰も彼に功を演化してやっていない。おおよそ下りてこのような事をやる者は、下りる前に、多くの大覚者と共同でこの事を討論して、彼は自分で見て自分の今後やるこの事を決める。決めておいてから、計画の通りに歩む、何時になったら開功か、何時になったら圓満か、これは皆決められていたのだ。彼はわれわれの言った開功、開悟でもない。あなたはまだあまり了解しないかも知れない、つまり一遍に彼の記憶を打開して、人は彼の以前の自分の修煉したものを思い出した、彼はそれでそれを出して人に伝える。釈迦牟尼が当時伝えた法、宗教中の法、仏教中の法は高くないと私は言った、これは釈迦牟尼が高くないということではない。釈迦牟尼も完全に自分のものを全部伝え出していないからだ、彼は二千五百年前に原始社会から生まれ変わって来たばかりの人に対して伝えたのだ、それは彼の法の全部ではない。 
　弟子：打坐してこそはじめて功が演化しますか？　それとも心性が向上することと同時ですか？　 
　師：打坐中、煉功中、苦しみの中、難を受ける中、皆功を演化している、心性の向上する過程にも次元高低という功が長じているのだ。 
　弟子：観世音はまた仏になったと言った人がありましたが？　 
　師：人の言ったでたらめなことを聞いても信じてはいけない。私は皆に言う、末法時期に至った人類社会は、覚者たちは皆手を引いてかかわりあわない、彼らがかかわりあうことも許されない。人類社会は手を引いてかかわりあわないだけでなく、末劫の中で彼らの境遇もかなり困難で、自分にも気を配り切れないのだ。これらのことで、彼らの所在するその次元の中にも問題が出現した。私は皆に以前この話を言ったことがある、私は現在かかわりあう人はもういないのだと言った、私は人に聞き耳を立たせる事を言っているのではない。私は皆に教える、これらの事はごく確かなことだ。あなたが仏を拝んでもよし、あなたが各種宗教の像を拝んでもよし、上には何もない。格別のものは一つの影像がそこに存在するかも知れない、しかし彼は話ができるほか、彼は何もできはしないのだ。これは末劫だ、この時になったらこうなのである。 

　現在人々が認識した観音菩薩は即ち数年前人々が拝んだ観音菩薩だ。彼女の功は実際如来仏より、阿弥陀仏よりも少し高い、大菩薩自身が仏だ。しかし、彼女はまだ如来の境界に達していない、ところが彼女が持っている格別の功は如来を超えることもできる。彼女が修めたのは菩薩だ、彼女は彼女のことをやる、この中には沢山の高くて深い道理がある、もう言うことはできないのだ、これらは人類に知らせるべきではないからだ。われわれの考えたことのようではない、これも常人の上司と部下のような関係ではない、これは違うことだ。 
　弟子：ある人は法輪世界の中の羅漢、菩薩は甚だしきに至ってはある一部が他の世界の仏よりも高いと言っていましたが、そうですか？　 
　師：これはこう言ってもいい。ある一部の世界の仏はある一部の世界の仏より高い、正しいのだ、次元も仏世界の所在位置を決定した。如来次元にいる仏は、もし沢山の仏果位の中に達した人をリードするなら、これらの人にも高低があるのだ。全法輪世界でもこのような現象が存在している。法輪世界の羅漢、菩薩は他の世界の仏より高い、法輪世界の次元は非常に高いと言える。われわれが今日伝えた法はとても大きく、法輪世界の中に限って伝えることではない。私が人に知らせるべきものは法輪世界だ、ただし法輪世界を超えたものは人に知らせてはいけない、人に知らせることは許されないからだ。私に言わせれば多くの人は既に感じた、この法はこのように大きいものだ、そんなに多い大覚者までも皆この法に同化しに来る、彼は一般の法ではない、彼はとても高く修められるように人を連れていくことができる、この一点は絶対である。すべての人の修煉も法輪世界の中に局限されるということではない、これも必定だ。釈迦牟尼、阿弥陀仏も誰かが彼の一門の中で修煉するなら皆彼の所に行く、あるいは別のどこかに行くと言っていない。彼の範囲を超えたら、別の所に行くかも知れない。 
　弟子：羅漢に達した時功の高さは基準があるのですか？　初果羅漢は心性と功の高さにより決めたのですか？　 
　師：羅漢の次元は異なる仏の世界の確定した不変の基準だ。 

　学員の心性の高低は彼の全部の功の演化形式と同じなのだ、皆この一歩に達して来なければならない、全部は高エネルギー物質に替わる、それは助け合い促成し合うのだ。これらについては私はもうかなり重く強調した、これらの問題について指導員は皆解釈できるべきだ。世間法修煉を歩み出ることは正に仏体修煉ではないか？　出世間法修煉なら、あなたには仏体があった、仏体は高エネルギー物質に完全に替わった身体だ。世間法を歩み出て浄白体に入ることは既に全身には高エネルギー物質が替わった透明体であったではないか？　更に前へ修めるならそれはもう仏体であったのではないか、つまり初果羅漢に入ったのではないか、そうであるものだ。 
　弟子：身体の中に出た生命体、例えば龍などは六道輪廻の中にありますか？　 
　師：六道輪廻の中にも幾らかの生物がある、六道輪廻以外にも動物の存在がある。より高い次元の中にもある、それは一般的に修めて上がったのではない、それはその自然環境の中で生じたのだ。高次元において修煉する人にその身体に生じた龍など生命体は当然あなたのものだ、あなたの圓満に従って高い次元に行くことになるのだ。 
　弟子：身体の中に出た生命体はどれかの道を修めることに決まっていることがありますか、修道人はもし一に専念するなら、仏を修めるのはいいですか？　 
　師：これは硬性の規定がない、あなたは仏を修めたのだったがあなたはまたそのように道を修めた、これもかまわない、ただその一門の師父は最初はあなたを放しはしないのだ。どうしてもだめなら、彼もあなたにかまわない。あなたが堅固としてどうしても修めるなら、彼もあなたにかまわない。もし二股をかけて修めていくなら、それはいけない、どっちの師父もあなたに関わり合わない、これは心性の問題だ、これは両方の法門を破壊する問題だ。
　弟子：邪道を修めることに決まっているものがありますか？　 
　師：ある。せっかく末法時期に出て来て法を破壊するものがあるのだ、各種形式を採用するのもある。表面において公開的に法輪大法を攻撃し、公開的に私を攻撃する、われわれの学員は皆弁別できる。この魔ならそれは恐ろしくない、偽気功も恐ろしくない、われわれの学員は鑑別できるようになった。現在皆は少なくとも冷静になり、それは本物かそれとも偽物か考えることができる、分かってからは、もう過去のように盲目的に学びにいかないだろう。 

　最も弁別しにくいのはこのような魔だ、それの破壊力はかなり大きい。それも法輪大法を学びに来る、法輪大法はすばらしいとも言い、他人よりも興奮ぎみに言い、感じも他人より強く、また幾らかの何らかの形象を見た。それから彼は突然死んでしまい、あるいは彼は突然反対の道に歩いて、法輪大法を破壊しに来る。このような人は一番弁別しがたい、弁別しがたいほど破壊力は一番大きい。それの破壊形式はこういうふうに按排されたのだ、彼がこういうふうにやることに決まっているのだ。彼は影響が大きく出る方法を即ちあなたに用いる。私が先程言った破壊力が大きい魔はこの類に属するのだ。 
　弟子：地藏菩薩は仏に修成できますか？　 
　師：大菩薩は既にもう仏と称されるのだ。大菩薩、あなたが言ったのは地藏王か？　地藏菩薩、人は彼を仏とも呼ぶ、つまりこの意味であるが、しかし彼は彼のするべきことをやる。 
　弟子：人の元神はどのように来たのですか？　 
　師：これは私はもう言った、原始生命は宇宙の中の各種の厖大な物質運動の作用の下で生じたのだ。 
　弟子：噂を言う人がありますが？　 
　師：人からこれらの噂を聞くのはやめなさい、特に私の法に影響があること、我々の法の形象を破壊することは、皆は誰でも伝えないように。あなたの所に来たら止めて、人々が皆このようにするなら、それは伝えられるところがなくなる。 
　弟子：他人の功績と過失を評論することは業を造ることですか？　 
　師：常人の中の良し悪し、功績と過失は、一人の煉功者として少し淡泊にすべきだと私は思う。常人中の事をあなたはそんなに興味津々と談論しないように。あなたがそれに興味を持ってそれに執着するのか、それともあなたが修煉したいのか？　常人の中ではこれくらいの事しかない。私は言ったではないか、常人の中の事はそのことに過ぎない、述べ去り述べ来って、それは皆常人が常人のことを言うのではないか 
　弟子：人が悟りを開いてから上へと修めることができませんが、釈迦牟尼は菩提樹の下で開悟してなぜまだ上へと修めることができますか？　 
　師：人が圓満になったら上へと修めることができないのだ、開悟は即ち圓満であるのだ。釈迦牟尼は当時彼が一つの半開悟状態にあったのだ、しかし彼の記憶の部分は既に開けられた、だがまだ開けられないのが沢山あり、まだ彼が知らないものが沢山ある、彼はそれではじめて上へと修めることができる。彼が何でも知ったら、彼は上へと修めにくくなる｡彼は四十九年間法を伝えて如来その次元に達するように修煉した、彼の半開悟状態はかなり高く達してはじめて齎したのだ。われわれの半開悟はそんなに高く達するはずはない、釈迦牟尼は人を済度しに来たのだから、しかし格別の人、私はやはり格別な人はかなり高いかも知れないと強調する、各人の情況は皆同じではないからだ。 
　弟子：人が死んでから親族の関係が既に存在しなくなりました、しかし元神はそれぞれの所に行きますが、なぜ先祖の徳と業力は下へと子孫に積もることができますか？　 
　師：そうだ、この宇宙は即ちこういう一つの理だ、それも人を制約する一つの理だ。あなたが業を造る、あなたが死んだら、あなたの子孫はまだ業を返さなければならない。だから子孫のために福を造ろうと思って、彼は沢山の金を稼ぎたい、自分はそれほど使えないと知っているが、子孫に福を受けるように残す。彼は世間の事をかなり重く見ている、彼の子孫をかなり重く見ている、ひいては彼の死後の名をもかなり重く見ている、いない名までも彼もかなり重く見ている、彼にはこの要素がある、だから彼は業を積もり、子孫に業を積もるはずだ。 
　弟子：一人が仏になったら、九祖が天に昇るそうですが？　 
　師：われわれのある人は、大善の事をやった、あるいはよく修めた、父母はお陰を蒙って上へ済度されたかも知れない。しかしどの次元に済度されるか、それは彼の父母自身の元の情況によらなければならない、それにわれわれの修煉の情況は彼らには皆影響がある。先祖は徳を積もれば自ずから福の報いがある。一人が煉功すれば、先祖が徳を積んだのだと言われている。あなたが仏に修成したら、あなたの父母が大徳を積んだのだという。三界を出た者はかなり少ない、彼はただ徳を積んで、いい事をやっただけだ。あなたのような一人の息子があり、あなたのような一人の娘があるなら、彼も徳を積んだと言える、このような要素の存在があるからだ。しかし父母もこれによって仏になりたいのなら、それはいけない。それは修めなければならない、彼はただ一人の異なる次元の天人として福を受けるだけだ。九祖が天に昇るなどとは、これはでたらめなことだ。 
　弟子：ある日の夜、寝ているところこのようなことを夢見ました、父母が修煉し、しかも家の供えるそれらの紙を引き裂いて自分で焼いた、家の人が勧告を聞かないから、私が師父を捜したいと思いました。それで、師父が歩いて来て情況を言って、父母はついでに一枚の紙を焼き、その紙も燃えたのが見えた、その後その人は師父でなくなり、屠殺業者の衣服を着ていて、市場に立って肉を売って、手に送話器を持っていることに変わったことを見ました、それで私は泣き出しました？　 
　師：これは絶対魔だ、これは人を罵ることを暗示している。この魔の牌位は焼いた、殺した、その意味はつまり屠殺業者が人を殺したのだ、即ちこの意味だ。それも少し腕前があるから、それはこれらのものを演じ化けて、人を迷わせることができる。なぜ今日これらの魔をこんなにきれいに整理するのか？　皆は考えて見なさい、まさに私が挙げたリンゴの例のように、人類社会はこの一歩に至ったのだ、まだ人類だけでなく、物質とそれらの動物も、皆業を持って輪廻する、それは皆業がありそしてかなり大きい。それが修煉などを知っているが、人類の事は絶対これらの動物に邪魔させ、主宰させてはいけない、それらは既にこのような一つの作用をしていた、これは既に天理に背いたことだ。大逆の魔は殺すべきであるのだ、これも末法末劫時期の必然だ。それは少し高い功を修め出すと殺すべきなのだ。今まるでめちゃくちゃになっているのだ。 

　私が言ったように、人々の思ったことは理だが、高次元に至って見ると皆誤りなのだ。その高次元にいる大覚者から見ると、人類社会のこれらの妖怪と悪魔は皆走り出した、誰かが人の身体のものを取りたいと思うと取れる、人を制御したいと思うと制御できる。それはまだ良い事をやったと思った、人のために病気を見る、何の病気を見るか？　それは病気を見ることはそれのそれらのものを人の身体に置いたのではないか？　それは既に悪いことをやったのだと言える。 
　弟子：過去われわれの発見したそれらの遠古時期の動物に関わることですか？　 
　師：今日の動物は進化して来たのだと言われているが、私に言わせれば全くそうではない。大陸プレートの変化、異なる時期周期の演化のため、種を変えたのだ。もしわれわれの今の大陸プレートが沈んだら、太平洋、インド洋、大西洋の中からあらためて上がって来た大陸プレートには新しい種が存在し、新しい種が生じるはずだ。それではそれがまた沈んだら、また新しい種が生じる、この大陸プレートがもしその大陸プレートをまたあらためて換えて、またどれくらいかの年が経ち、またこの大陸プレートをまた上がるように換えたら、それではそれも元の種ではない、それはまたより新しい種が生じるはずだ。だからそれがこうなると、人々は進化して来たのだと言った、全くその問題ではない。それではなぜあなたは進化の過程中のその階段の間のものを発見しなかったのか？　皆二つの種の異なる存在形式を見たのだ、しかし中間の過渡形式は存在はしない。 
　弟子：修煉の人が仏になってから、どの身体が仏になりますか？　真体ですか？　それとも師父がくれたのですか？　 
　師：過去、浄土宗において修煉する人は、彼は身体の修煉を重んじない、ただ心性の修行を重んじるだけだ、特に結跏趺座をして実修しないそれらの法門だ。それでは彼の仏体は引導する仏が演化してやったのだ。彼を引導しに来る時、直接彼に一人の仏体をあげる。しかしそれらの真に結跏趺座をして実修する者は、彼は自分で元嬰を修め出すことができる。しかも道家と仏家の一部の特殊な修煉方法の中で、自身を変えて性命双修に達することができるし、またほかの幾らかのものを修め出すことができる、自分の主元神により一切を主宰する。 
　弟子：元神は高エネルギー物質ですか？　 
　師：こう理解してはいけない。あなたの元神は最も微視的で、最も微小な物質、最も本原の物質から構成されている。あなたの性格、あなたの特性は物質の本原で既に決まっていた、だから、どれくらいの年が経っても、生々世々でも変えにくい、しかし本性は善良なのだ。 
　弟子：キリストは彼のその天国の中から来た人を済度教化しに来るのですか？　 
　師：この話も言い間違えはない、欧州人種、最も原始の人種は皆彼らのその特定の空間の中から来たのだ、彼の所には彼の所の特殊な状況がある。 
　弟子：私が法輪大法を学ぶ前に、夢の中で先生に会いましたがどういうわけですか？　 
　師：大法を学ぶ前に、私に会った人はかなり多い。何年、何十年前にある人はもう私を知っていた、夢の中で私に会った者もいる、それもかなり多い。また占い者が何年前に教えたということもある、等々、これは異なる時空の反映だ。 
　弟子：私の子供は先生に会ったことがあります、そして先生を知っていますと言いましたが？　 
　師：この子供の根基も悪くないのだ、子供は言い間違えない。ある一部の子供は来歴がある、法を得るために来たのだ。 
弟子：徳、功と真、善、忍は同類の物質ですか？　 
　師：真、善、忍は一般物質により認識してはいけない、同じ概念ではない。しかし如何なるものも皆物質で構成されたのだ、ただしそれはそんな一つの概念ではない。それはわれわれの人の元神のようだ、それはわれわれの人の身体とどんな物質で構成したのか、私が先程言ったその問題のように、それは的確ではない。しかし如何なる物質も物体だ、真実の存在はこの特性で、法の体現でもある。徳と功はつまり物質の形式で体現したのだ。しかし皆同類の物質ではないが、また皆宇宙特性である真、善、忍に同化するのだ。 
　弟子：葱、生姜、大蒜は食べていいですか？　 
　師：われわれは今日常人の中で修煉してこの問題を具体的に提出していない、しかしわれわれの専門の修煉の中で、将来の和尚はこのものを戒めなければならない。真に皆、団体で打坐して実修する者も、食べてはいけない。過去かつてそれが人の修煉を邪魔したので、この問題を提出した。葱、生姜、大蒜は人の神経を刺激するので、常に食べたり多く食べたりすると癖になってしまう。食べないと思い出しがちで、執着心を起こすことができる、これらのものを淡泊にすべきだ。煮炊ものに至ってはそれは問題はない、それは匂いがない、葱スープならかまわない。われわれは実際の意味から見れば、当年釈迦牟尼は食べるなと言ったのは、人の修煉を邪魔し、出した匂いが鼻につんとくるので、静かに入れないからだ。その時十人、八人の和尚がひとつの輪に囲んで、入静して結跏趺座をする、この匂いが出たら、皆は誰でも入静できない。結跏趺座をして実修することをとても重要だと見なすので、この類いの物を戒めることをとても厳粛に見るのだ。 
　弟子：徳、功は真、善、忍と同類物質ですか？　 
　師：徳は一種の白色物質で、一種の特殊な物質だ。業力も一種の特殊な物質だ。功に至ってはそれは一種の昇華した徳の物質で、まだ宇宙のほかの物質を混ぜて形成したのだ。真、善、忍は法だ、一種の特性だ、一般の物質概念で認識してはいけない、超物質なのだ。 
　弟子：不壊の体は如何に理解しますか？　 
　師：世間法を歩き出したことは即ち不壊の体である。仏体は壊れるものか？　彼は宇宙の中の最も豊富で最も良い物質で構成したのだ、宇宙が壊れなければ彼は壊れない。 
　弟子：法輪大法を修煉する人は、最後は皆法輪世界に行くのですか？　 
　師：私の法輪世界には入れ切れないのだ！　真に正果を得て圓満した者は行くことができる。法輪大法を修煉すれば法輪世界に行くと言うなら、今人は何億いるか！　将来大法を学ぶ者はもっと多くなる、この生々世々の人はまた繁殖されて行って修める、皆法輪世界に行くなら入れ切れないのだ。圓満に修めない者が高い次元の空間に行けることすらもすばらしいのだ。われわれの学員の中の大部分は異なる高次元から来たのだ、法を得てから自分の元の世界の中へ帰る。 
　弟子：私の孫娘は五歳で二期の学習班に参加しました、夢の中で常に起きて煉功します、大人が彼女に話しかけたら彼女も相手にしてくれません、正常ですか？　彼女はまた常に先生が言葉を教えたり、絵を教えたりすることを見まして、先生が虚空と彩られた雲におられることを見ましたけど？　 
　師：煉ったものは法輪大法であれば正常だ。根基が悪くない子供と見える、くれぐれも子供にでたらめな功を学ばせないで、子供を壊さないように。このような子供は皆法を得に来たのだ、なんとしても子供に良くないことをやらせないように。全国ではこのような子供は多数ある。 
　弟子：新しい学員を受け入れる基準は何ですか？　 
　師：ない。煉ることができれば煉っていい、もちろん指すべきことは二種の病にかかったら修めてはいけない、これは私が提出したのだ。危篤の病人は業力があまりにも大きい、修煉も不可能だ。精神病患者は思想業力があまりにも大きい、主元神がはっきりしなくては修煉してはいけない。 
　弟子：常人の中で修煉すれば体内の分子構造を変えないですが、それではわれわれが世間法を出たら体内の分子構造を変えたのですか？　 
　師：修煉中ではあなたは変わらない、世間法を出てから、あなたはいかに変わるか？　世間法の中でもう一歩一歩と変わって、向上している、世間法を歩き出た時、基本的に既に全部変わり終わった。 
　弟子：テレビで『達磨の物語』をやっていますが、学員に見させないことは正しいでしょうか？　 
　師：これはかまわない、学員はそれを物語として見るはずだ、まねて学ぶはずはない。現在人はあなたが彼に法を教えないなら彼はきっと学ばない、仏教のどの和尚が今日ここに座って、いくら彼に言っても学ばないわけだ。これはかまわない、われわれは班をやった時既に強調したが、禅宗法門は既に存在しない、現在存在しないだけでなく、六祖の慧能の所に至ってはもうない。何百年の間にそれはとっくに無くなった、残ったのは歴史だ。その禅宗の和尚は今何を読んでいるか？　あなたは見るがよい、阿弥陀仏経までも運び出して読む、彼は禅宗のものがないのだ。禅宗の法は世間にはもう無い、その実末法時期はどんな法もないのだ、禅宗だけではない。 
　弟子：ある人は学習班に参加しなかったが煉功に参加しました、本と法輪章を買いましたが、後また煉らなくなりました。本、法輪章は取り戻すべきでしょうか？　 
　師：彼は買ったら買っていい、改変できないのだ、彼はお金を払ったからだ。われわれには何かの行政的な管理方法もない。当初私はこれらのものを持ち出すことを主張しなかった、学員、弟子の要求で今持ち出した、こうであると言うしかない。 
　弟子：『頭頂抱輪』をやる時、頭はとても重くて、上げられないといつも感じますがどういうわけでしょうか？　 
　師：これは相手にしなくてよい、頭が重いことは必ずしも悪いことではない。功柱を修め出したら重量もあり、感覚もある。もし上に大きい光球が出たらそれもあなたにのしかかる、上にもし一人の仏が座るならもっとあなたにのしかかる。上に何かのものがあっても相手にしないで、その煉功はつまりこういうものなのだ、皆いいことだ。人の頭上には様々なものが出現するはずだ、気を煉るにしてもまだ一つの大きな気柱が出現するはずだ。 
　弟子：夢の中で試練を受ける時、やった反応は目覚めた時よりもいいですが、副元神ですか？　　 
師：それはもちろんかなり悪くない、副元神ではない。副元神が事をやるならあなたに見させない、あなたはまだ知らないのだ、それはあなた自身だ。 
　弟子：浄白体以上次元に修煉した時、身体には涼しい、熱い、痺れ、腫れ等の反応は無くなるのですか？　 
　師：まだあるはずだ。それは異なる次元の異なるものによるあなたの身体への体現であるからだ、病気があるようなその辛い状態はますます少なくなるはずだ、しかし何も無くなるということでもない。私はあなたたちに言う、太上老あなたにはこういう一句の言葉があり、道家の本の中にもこういう一句の言葉がある。いくら高く修めても、なぜこんなに辛いのか？　常人の中にいるからだ。 
　弟子：法輪大法は宗教とは矛盾ですか？　 
　師：歴史の上でわれわれは宗教に入っていない。現在われわれの大部分は常人の中で修煉しているのだ、彼はもう宗教ではない。宗教の目的は、一つには修煉である、一つには人を済度教化して、人に良いことをさせる、世の中の道徳を長く保つようにする。これは彼がやった二つの事だ。われわれが常人の中で修煉するということもこのような作用をすることができる、しかしわれわれにはこのような宗教形式はない。将来専門の法輪大法を修煉する弟子がいる、ただし現在われわれはまだこの一歩にまで行っていない。如何にこの問題に対処するか？　現在和尚には既に大法を修煉する者がいる、いずれにせよ、われわれのこの法は社会に有益で、人に有益だ。われわれは社会、政治に干渉せず、政府の政策に違反しない、われわれはこれらの事をやらない。国家に対し常人社会に対し如何なる事に対しても悪い所は無い、ためになるしかないものである。 
　弟子：私は打坐の時、常にエレベーターに乗ったように下へ滑り、自分がかなり小さくなった気がしますが、なぜか分かりませんが？　 
　師：これも正常だ。元神はとても小さいものだ、かなり大きくなることも可能だ。だから人が煉功する時には身体は外へと拡大することができる。だからある人は天を頂いて地に立つような気がする。ある人はとても小さくなったような気がする、皆は正常なのだ。しかし一点があり、修煉の人は一旦あまり良くない事をやったら下へと落ちる感覚もあるはずだ、それは次元が落ちたのだ、身体の容量も縮小してしまう。 
　弟子：最近の数カ月、私は夢の中でいつも何人かの身の回りの親族と一緒に泥濘みのかなり滑らかな所でばたばたと忙しくしています。 
　師：これは人が常人の中にいるということだ、人の見るところでは人類は取りも直さず泥をこね混ぜるのだ。 
弟子：法輪大法を修煉して正果を得るということは本体を持たなければいけないのですか？　 
　師：われわれのこの法門が要求した圓満は本体を持つことだ。本体を持てない、この身体はこの種の形式に達していないならそれはいけないだろう。なぜか？　われわれは皆達することができるからだ、本当に修煉するならほとんど皆達することができる、あなたが果位に入って世間法修煉を歩き出さえすれば、あなたの身体はもう既に成った、多くの人は既にこの段階に至っているが自分は知らない。身体のある一部分は縛られて少し束縛を受けるので、感じられない。あなたが修煉するにつれて益々顕著になるはずだ。ただし一つの問題を説明しなければならない、ある人は他方面の原因による限定があって圓満に達することができないかも知れない、異なる次元の中で天人（神仙）になるしかできない、だから身体の変化はかなり小さい。その実、これは一般の人として見ても高くておよばず、美しくて求めることのできない大福運だ。一般の気功の中や憑依功、邪法の中では根本から達することができない。 

　　　　　　　 
　書き付けの差し出しは終わった。私が今日解答したこれらの問題は主にわれわれの指導員と基幹が提出したことに対して講じたのだと私は思う。もちろん、われわれのある一部の学員は甚だしきに至っては班に参加したことがない、あるいはただ一回だけ班に参加したことがある、来るべきではないがやはり来た。あなたがこの法を聞くべきではないということではない、あなたが修められないということでもない、つまりあなたがまだこれらのものを受け入れることができない、彼はかなり大きな問題に及ぶのだ。あなたに入らせないとしたらあなたは考え方があるかも知れない、心性はまだ高くなく、とやかく言うかも知れない。来たらあなたは受け入れられず、疑いを生じてあなたの前途が壊れることを恐れる。いずれにせよ、聞いた後信じなければそれを物語として聞けばよい、くれぐれも何らかの抵触情緒を起こさないように。 

　講じたこれらの法は主にわれわれのこれらの指導員、基幹に対して講じたのだ、将来あなたたちが仕事を展開する中でためになるのだ。ある一部の問題は共通性がある、学員が提出したら解答できない、少なくともわれわれは少しの事を知ることができる。その実は私の言ったように、この指導員の会を開かなくてもできるのだ。例えば、私が済南の学習班で授業をし終えてから行こうとした時、多くの覚者は皆私に、この班では既にすべて講じたと言った。意味は常人に知らせるべきことは全部講じ出したということだ。私に言わせればこの法に従って学び、彼を完全に理解しさえすれば解決できない問題は無い。私が講じたこの法は、ただ私のこの一法門の中の事だけではない、だからこそ彼は一つのとても大きいものだ。もちろんわれわれが今日やった事は過去伝えた功、やった事とは同じではない。人は衆生済度を講じる、釈迦牟尼は動物を含める。釈迦牟尼は衆生済度を言うには彼は衆生を済度すことができる、一切の生命に対して彼は皆慈悲を与えるべきだ。なぜわれわれは今日このようにしないのか？　われわれは人を済度するにはまだ選択するのか？　われわれの班に入るにはまだ条件を選択するのか？　この一切の事は当初とは皆同じでなくなってしまった、ある人は悪くてたまらない、どうしても整理しなければならない。ある人は残されるのだ、ある人は修煉して上がるかも知れない、それでこんな一つの問題が出現するのだ。 

　いいのだ、われわれは如何にこの会に対処するか？　言うべきことと言うべきでないことは以後下りて行って如何にやるべきか？　われわれ皆は皆如何にやるべきか分かると私は思う、私もこの問題を余計に強調しない。ただ一つの言葉だけだ、われわれのこの法に責任を負い、あなた個人に責任を負うことに基づけば、あなたは如何にやるべきか分かるはずだ、これくらいだけ言うことにする。 

　……われわれは討論を経てから、より一層大法に対する認識を深めることができるし、また我々の認識を統一した、将来学員に何らかのことを解答すればずっといいのだと私は思う、これはその一つだ。その上私はまだわれわれの何人かの責任者にこの事を言っていない、つまり我々は私の故郷で率先して、組織をしておく、われわれはただ団体で煉功するだけではいけない、我々は特定の時間を探して団体で法を学んではどうか。切磋琢磨にして、皆で念じて、討論する。学習時間の按排は団体煉功のように固定にする。こうしてもっとためになる、即応性がある、こうして我々が将来、実際の問題に遇うにあたり依拠のできる法があると私は思う。われわれは先ず口火を切ろう、全国各地指導站でとても良い率先垂範の役割を果たそう。それから全国各地は真似ることができる、こうして我々が認識を高めることに対してとてもためになるのだ、このような提案を出すものである。 
　　　　　　　　　　　　　法輪大法長春総站が録音

北京法輪大法指導員会議での提案
（１９９４年１２月１７日）
　私は立って話せば、皆ははっきり見えるだろう。 

　長い間皆と会っていなかった。沢山の功を伝える方面の事をすべて処理する必要があり、すべて常人がまだあまり理解しない、あまり理解できないことなので、班をやることはそれでやめた。ここのところの間の時間はただこれらの問題を処理しただけだ、現在基本的にこれらの問題は皆しめくくりをつけている。本来しめくくりをつけて以後、これらの事をやり終えて以後、私はまたあらためて姿を現し以後如何に功を伝えるかの事について按排するつもりだった。しかし、広州でこの度やる学習班は、当時とても慌ただしく決めたので、新聞にも載せたし、広告にも出し、他に多くの学費を取った。そのため私は途中から出て来ざるを得ず、つまり広州で班をやる直前を借りて、先ず北京に来て少し準備の仕事をしておく。それでこの機会を借りて皆と会うことにした、皆を見て私は非常に嬉しく思う。 

　過去私はこのような一言を言ったことがある、現在の人の道徳水準は既にかなり低い、各業種の中で一塊の浄土を非常に捜しにくいと私は言った。しかし、ここに来ると、私はわれわれのこの非常に穏和な場を見た、われわれ法輪大法この一塊の所は、それは浄土だと私は敢えて言う（拍手の音）。同時に、私もわれわれ皆が修煉した成果はとても喜ばしいことを見た、皆は皆向上を要求し善に向かう心を持っている、非常に喜ばしい。だからこの雰囲気とわれわれのこの心の状態とは全く同じなのだ、言い換えれば、大法をむだに学んでおらず、皆一定の成果があった。私もこの大法をむだに伝えてはいない、これは私が喜んで安心するに値することだ。私が当初北京へ法を講じ功を伝えに来たばかりの時、第一の学習班は今同じ位の人しかいなかった。しかし、われわれはしばらくの時間を経て、今まで僅か二年間だが、実際私が正式にこの法を伝えて一年にも過ぎない、最初の時はかなり低い気功形式で法を伝えたのだ。われわれは今日、ただ北京この所だけで、指導員が既にこんなに多くまで達することができた、われわれのこの大法は既により多くの善良な人々に認識されていることを証明している、この法の中で向上を得、自己を修煉することができて、これは非常に喜ばしいことだ。現在具体的にわれわれ法輪大法を修煉する人はどれくらいいるか統計しても、非常に統計しにくい、人が人に伝えることは、数え切れないほどだ。ある所は一つの県あるいは一つの都市に一人か二人が学んだが、結局発展して千人以上にも達した。沢山の地区もこのような形勢で、発展は非常に速い。 

　なぜこうなるのだろうか？　私が言ったように、われわれ法輪大法は即ち人の心性を修煉し、人に道徳水準を高めるように要求するからだ。われわれが修煉してなぜ功が長じて上がれないかの根本原因をも示した、この問題まで指し示した、だからわれわれは実質的な問題に話し及んだ。過去私は言ったことがある、ある人は会得体得の中で私に語り、先生のこの法が伝え出されてから、われわれの社会の精神文明の建設に対してとても有益であると言う。もちろん私は已に話した、主な目的はまだこれではない、私はこの法を人々に残したいのだ、彼を伝え出してもっと多く人に受益させ、本当に向上を得させることができる。われわれの仏家の言葉で言えば、つまり本当に昇華し上がって、圓満を得ることができるということだ。しかし、彼は必然としてこのような一つの結果をもたらし、人の道徳水準に向上を得させる。われわれのこの揃いの功法の要求については、私に言わせればわれわれが実際の所を指し、人に心性の修煉を重視するように要求するからだ。なぜ多くの人は、それに多くの僧を含め、専門修煉する道士も同じで、彼は既に如何に向上するか分からなくなったのだ、彼はただ形式上のものを重視するだけで、実質のものを重視しようとしない。 

　人の心性はもし昇華し上がらないなら、それは根っから向上を得ることができないと私は言う、この宇宙の特性は、それは心性が高くないのに昇華し上がることを許さないからだ。もし人がこのような一つの程度に達することができれば、即ち異なる程度において向上を得たのだ、私に言わせればこの人は圓満ではなくても、彼は社会に対して有益なのだ、彼は明々白々と悪い事をやるはずはない、彼が悪い事をやれば彼自身にどんな相当良くない結果をもたらすか知っている。こうして彼は社会精神文明の建設に対し、人類の道徳水準に対して、皆相応の向上がある。この一点は絶対なのだ。われわれがこの功を伝えるには人に責任を持ち、社会に責任を持つことに基づくので、われわれもこの一点が出来た、大衆の中で、修煉者の中で生じた影響はやはり比較的にいいのだ。われわれもずっとこの法の要求を厳守してこのように行って行くのだ、われわれのこの功法は行き方に偏りもない、ずっとこのような一つの純潔な、純粋清浄な修煉状態を保持している。 

　われわれの現在のこの形勢によれば、将来私はこの功はもっと大きく伝えられると思う。近い内、来年だろう、国外で功を伝えることが少し多くなるかも知れない、こうしてわれわれの国家で影響を生じただけでなく、実は国外での影響もかなり大きい。国外から帰って来た人は私に述べたことがある、彼らは米国でのある料理屋でご飯を食べた時、その料理屋の中に法輪功情況の案内が掛けてあることを見たと言った、彼は不思議に思って、それで人に聞いた。これはわれわれが知らず、まだ掌握していない情況だ、発展の勢いはやはり非常に速いかも知れない。根本原因はわれわれが人の心性の向上を重視したからだけだ、社会に対してもよし、異なる階層にある人であってもよし、異なる考え方がある人であってもよし、皆法輪大法を受け入れることができる。これは今私が言ったことだ、ただ簡単に述べただけだ。つまりわれわれ法輪大法は目下存在しているこのような一つの発展情況である。 

　これは指導員会議であるから、私はこの方面の事を述べようとする。各地の法輪大法の発展情況から見れば、皆異なる長所があり、少なくない経験を総括し、大法の学習に対して、修煉の中で少なくないよい経験もあった。この間の時間は私は家におり、ずっと長春にいるため、長春の情況に対する掌握は比較的に多い方だ、例えば、今長春では一つの法を学ぶブームが引き起こされた、どのような法を学ぶブームだろうか？　いま他の地区では、動作を煉ることを非常に重要なこととする。もちろんそれは非常に重要なのだ、性命双修の功法には、無論少なくてはいけないのだ。しかし長春では、彼らはこの法をもっと重要な位置に置いて学んでいる。だから彼らは毎日功を煉り終えてから、そこに座って本を読み始め、法を学び始めることを堅持している。学び終えてから皆はまだ討論をし、段を追って討論をする。その後、彼らは本を暗記するようにまで発展した、彼らは本当に素晴らしいものだと感じた（もちろんこれは学員が言った言葉で、これは私が言ったのではない）、過去多くの経書は随分明確に言っていない、皆かなり曖昧に言っているのに、人々も皆それを暗記できた。もちろんまだ他の話を言っていた。私はただその意味を述べる、こんなにいいものをわれわれはなぜ彼を暗記しないのか？　何時でもわれわれが常人の中でいい人になり、向上できるよう要求する、あなたが暗記できればもっといいではないか？　何時いかなる時でも対照があると言っていた。こうして本を暗記するブームを引き起こした。 

　現在長春では本を暗記している人は一万人以上ある、彼らはいま法を学んで一つの何の状況を形成しているのだろうか？　つまりそこに座って学び始める、本も要らない、彼が初めから本を暗誦し、止めて、もう一人は続けて暗誦する、少しの間違えもない、一字でも間違えないように暗誦する。それからあなたが一段を暗誦したり、彼が一段を暗誦したりする、このように続けて暗誦する。その後また本を写すことにまで発展した。もし一字でも写し間違えたら、全部改めてやる、全部改めて写す。目的は何だろうか？　即ち法に対する理解と認識を深めることだ、こうして学員の向上に対しとてもためになるのだ。彼は既に思想の中にそんなに深い印象があったからだ、彼は行動の中において何かの事をやる時、彼は皆煉功者の基準により自己を要求することができる、確かに違うのだ。 

　以前私はこのようにわれわれの学員に要求しなかった。ただ今言ったように、各地でも幾らかの他の経験を総括して皆かなりいい。私も長春指導站に言った、私はあなたたちの経験を全国へ押し広めるべきだと言った。これらの学員はこのように法を学んで以来向上は随分速い、次元の向上も随分速い、それは必然と言える。われわれの多くの人は、われわれが功を煉るし、在席の皆はみな指導員であるので、私は深く話すことができる、それは問題ない。私の本の中の一つ一つの字は、浅い次元において見れば一つの法輪である。深い次元において見ればそれは私の法身である、偏旁部首でさえ単独なのだ、あなたの口を経て念じ出した時、それも違うのだ。多くの人は既にかなり悪くない功を修煉し出した、念じ出した字も形象があるのだ、口から出たものは皆法輪だ。つまりこの本は一般の本ではない、もちろん次元が足りない者はやはりだめなのだ。あなたに本を読ませ、法を学ぶようにさせることこそ向上しているのだ、われわれが心性の修煉に重点を置くからだ、理性から彼を認識すること自身も向上なのである。 

　われわれは性命双修の功法であり、動作そのものは主に本体を変えることである、つまりわれわれの肉身と各空間に存在しているその物質身体の変化形式を変えることだ、主としてはこの意義だ。まだ一部の術類のものがある。真に向上を得ようとするには、私に言わせればそれは法において向上しなければならない。もしわれわれの心性が上がらないなら、法においては向上を得ることができない、その他は皆机上の空論だ。なぜこう言うのか？　あなたには次元がなく、心性が上がっていないから、次元の高低を決定するこの功が無い。心性の修煉がなければ功はない、このエネルギーの加持がなければ、あなたがあなたの本体を変えるには如何に変えるのか？　それでは一番肝心要のものを欠いたのだ。この種のエネルギーによる加持がなければ、あなたは何も変えられない、だから法を学ぶことは極めて重要なのだ。私の考えでは、修煉の人は多く本を読むべきだ、きっと皆に対する向上は随分速い。（差し挟む言葉：先生、大変お疲れさまです、お座りになってお話し願います、少し多くお話しいただきたいですと彼らは言った）私にもっと多く講じさせたいようだ。（熱烈な拍手の音） 

　先程主としてはわれわれ法輪大法の発展形式を述べた。『法輪功』という名詞はまだわれわれが初期北京で功を伝えた時からの呼び方だ。私が言ったように、気功は現代人が造り出した一種の名詞で、実質、気功は即ち一種の修煉だ。常人の中で普及しているのは、気功の最低形式上のものにしか過ぎない。ただ人体を変えて煉功に向かっていくことができたばかりだ、初期段階のものに過ぎないのだ、それを伝え出した、実質にしてそれは即ち修煉だ。われわれの功法は直接高次元で伝えたのだ。こんなにも多年にわたる気功の普及の中で、既に人々のために一つの気功に対しては初歩的な認識がある基礎を築いたので、それらのものを再び言う必要はないのだ。われわれは初めから高次元上で修煉という問題を言ったのだ、われわれが将来再びそれを気功と言いなすことのないように。 

　われわれのこの法輪功は、もちろん認識されていない時あなたがこういうふうに呼んでも、かまわない。しかし私は、われわれは本来法輪修煉法、法輪修煉であり、あるいは法輪修煉大法と呼ぶのだと思う。この中で言ったのは一つの問題で、このような名詞の呼び方だろう。私も一つの問題を連想した、つまりわれわれの多くの学員は、黙っていいことをやるということだ。社会で、他の環境の中で、仕事の中で、かなり多くのいいことをやった、名も残さず報いを求めない、例は非常に多い、この一点は私も知っている、あなたが言わなくても私も知っている。われわれが名を残さないこと、それは一つのいいことだ。しかし我々皆で考えて見て、われわれこの功法は伝え出されて、現在既に一つの社会の人の心を善へ向かわせ、道徳水準を向上させているというような一つの現象があった。もしこの状況に達したら、法輪大法の影響も一定の作用があるのだと私は思う。だから私は、ある一部の人はいいことをやった、人があなたに聞いて、お名前は何ですか？　あなたは答えない、名を残さなく報いを求めない、われわれが求めたのは功徳だと思った。あなたは答えないでいるのはいけないと私は思う、あなたは、私は法輪功を修煉するものだ、あるいは私は法輪大法の修煉者だと言うことができる。こうして社会に対しての影響、われわれの大法を広めることにいいところがある。人々は皆正法を求めに来るならそれはいいことではないか？　これはやはり割合いいものだと私は思う。われわれのこれらの影響のため、全国各地で功を学ぶ人は既に相当多くなる、この影響も既にかなり大きくなった。現在社会で人々が少しでもいいことをやったら、人々は皆不思議に思うのだ。もちろんある一部の人は、やはり今どうして雷鋒が出得るのか、この人は本当に立派だと思っている！　われわれは彼らに明白に教えてもかまわない。　 

　この間の時間の中で、また幾らかの問題があった。例えばある一部の学員は修煉過程中に沢山の問題があって彼はいつも自分で解けない、なぜこうなるだろうか？　これは何の意味か？　これらの問題について、われわれの在席の指導員の中で、あなたはもし信じなければ私がここであなたに問題を出させるとしたら、あなたはやはり多くの学習班で学員たちが出したことがある問題を提出するのだ。なぜこうなるのだろうか？　先程私が言ったように、法に対する認識はまだ深くない、私は異なる次元のものを結び付けながら講じていたのだ。ある人は一回本を読み終えたら、彼はいいと思った。それからまた読んだらまた新しい会得があった、また読んだらまた新しい会得があって、その字の意味も変わったようだ。われわれの多くの人は皆この感覚があった、即ち本は私が異なる次元のものを結び付けて講じたものであるからだ、あなたは昇華するにつれてあなたには異なる認識があるはずだ、これが法だ。あなたが本当に法をがっちりと学んで行けるなら、法を以て対照すれば、あなたはどんな問題でも容易に解決できる、きっとこうである、修煉の問題でさえあれば皆解くことができると私は思う。 

　私の記憶では済南の学習班で講じたのは最も完壁な一回で、多くの問題を皆講じ出した、しかし極めて個別の問題はあまり細かく講じていなかったが、意味は全部指摘した。あなたが信じなければ我々皆は本当にしっかり学ぶことができた時、どんな問題でも解答を得ることができる。実はわれわれには沢山の問題がある、ある人は私はなぜここが辛いか、そこが辛いかと言った。多くの人彼は考えていない、もしあなたは辛くないならそれはまずいことで、私はあなたを掌握していないのだ。あなたは修煉したいから、それではやはりその話だ、あまり容易くないのだ。われわれは言ってもいいが、人は皆業力の存在があるのだ、どうして返すことができようか？　あなたという人に一変に何でも消してやって、あなたを仏にならせる、あなたという人は特殊なのか？　私はただこの意味だけ言う。どの人でも修煉を経てはじめて向上を得ることができるのではないのか？　その修煉過程は即ち業を消すことで、苦を嘗めることだ。あなたが苦を嘗めないならその業それは消し落とせない、だから身体のその苦痛、それは必ずしも悪い事と限らない、あなたは耐えられたが、あなたが知らないだけだ。 

　われわれは一つの例を挙げて言おう、過去仏教の中の言ったことでは、修煉するには、沢山の苦を嘗めなければならない。あなたはまだ知らないから、あなたがこれくらいの苦を嘗めて何だというのか？　既にあなたを管掌している師父がおり、あなたのために沢山消してやった。生々世々で誰かが良くない事をやったことがないか？　私に言わせれば今日のこの人は、この一歩に至った時において、殺生したことがない、大きな業を欠いたことがない人は非常に捜しにくい。われわれは歴史を戻そう、その時、あなたがより悪い事をやった時、他の人はどんなに大きな難を引き受けることだろうか？　それならばあなたは今日これくらいのものを引き受けて、あなたは引き受けることができないのか。もちろん意味はここまで言ったのだが、多くの人は見えない、この中は修煉を講じているのであって、つまり一つの悟性の問題を講じるのだ。あなたは見えない、確かに見えないのだ、あなたは全部見えたら、もう悪い事をしにも行かなく、修煉の問題も存在しないのだ。だから人がこの一歩に落ちたら、あなたに見させないものだ、迷いの中に落ちることで修煉しに行かせるのだ。 

　まだ一つの問題がある、ここまで言った以上私もついでに言おう。つまりわれわれの多くの人は天目が開いた、異なる次元の中で天目が開いたのだ。しかし皆随分高い次元には達していない、見たものは物事の本質ではない、それの因縁関係を見られない。だからこの中はまだ一つの問題をもたらすことができる、つまり彼は勝手に講じるかも知れない。彼がこう勝手に講じると、重大な結果をもたらすようになる。その人は、私はどうしてこの程度にまで修煉したのか、どうしてこうなるのだろうか？　と言った、その実は、彼が見たのは正確ではない。一つの例を挙げよう、多くの天目が開いた人は、あなたには憑依がある、彼には憑依がある、皆憑依があると言った。私はとっくにこのような話を言ったことがある。法輪大法の学員、われわれの本当に修煉しようとする人には憑依がないのだ、これは私が全部きれいに整理したと私が言った。それではなぜある一部の人は幾らかの動物の形象を見たか、幾らかのこのような形象、幾ばくかのあのような形象を見たのか？　その実は私が皆に言おう、われわれの多くの人は主元神、副元神と憑依の存在形式を見分けることができない。その実は彼の見たものはあなたの副元神の前世あるいはあなたの主元神の前世であるに過ぎない、これらの状況に過ぎない。あなたがこのようにでたらめに言うと、他人の心理恐慌をもたらしたではないか？　あなたは誰かには憑依があると言ったが、その実彼は全然憑依などではない。 

　過去、仏教の中では六道輪廻を言う、仏教にはまだこのような一つの話がある。人が人に生まれ変わるのはあまりにも少ない、すべて動物が人に生まれ変わるのは比較的に多いと言った。もちろん、この状況であるかどうか、仏教の中で言ったのだ、私はこの例を挙げたまでで、ただこの意味を言うだけだ。もちろん皆も悲観しないようにしなさい、その生々世々のものは何であるか誰か知っているのか？　今日は指導員の会だ、授業を聴いたことのない人はもし信じなければあなたは物語として聴いてもいい。過去の話によれば、人はあっちから来る時皆動物になりたい、彼には複雑な社会関係はない、自在に生きられるという。動物になりたいということでもそれほど容易くないのだ、比べて見れば人になるのはやはり比較的に容易い、人は苦を嘗めなければならない、即ちこの意味だ。しかし人は苦しいからこそ、人は修煉できる、他のものは修煉できないのだ、修煉し上がったとしても邪法だ、彼が高まるのは許されない。だから我々の今後天目が開いた者は、絶対この問題に注意すべきだ、でたらめに言ってはいけない、あなたは正確に見られない。それにある一部の事はあなたが感応したが、あなたのその感応の信号はどこから来たのか？　魔があなたに伝達したのかも知れない、だから決してこれらに執着してはいけない。 

　われわれの学員も天目が開いた人を高いと、次元が高いと見てはいけない。これらのものを決めるのは天目次元の開きの如何によらないのだ、人の修煉の次元によって開くことではない。あなたは開かないかも知れない、あなたは彼よりずっと高い、これはあまりにも普遍なのだ、この現象はまだ個別のことではない。われわれは一人の人の修煉が良いか悪いかを見るには、それは一人の人の心性の高低、法に対する理解程度を見るのだ。ある人は先生がいないとしたらあるいは先生が功を伝え終えたら、皆が見えないならどうしましょうか？　と言った、ある人はそれでは修められないのだと言った。修められないはずはない。皆で考えてみよう、私がこの法を伝えるのは何のためだろうか？　釈迦牟尼はその当時在世の時、彼は文字を残していない、彼が残したのは後人の連貫ではない記憶の中の一段一段の釈迦牟尼の講じたそれらの事だけだ、系統的ではないのだ、皆が見た経書は即ちこうなのだ。その時は人にこの程度まで知らせることしかできなかった、だからせっかくこうしたのだ、その中にはまだ一部の釈迦牟尼の講じたものではないものが混雑している。今日我々のこの法が述べたのは比較的に明らかだ。釈迦牟尼は当時戒律しか残していなかった、釈迦牟尼は在世中文字を残していなかった。釈迦牟尼は晩年の時に、修煉過程の中において、人々に修煉を得させ、修煉し上がることができるために、多くの戒律を制定した。しかし我々は今日このようなものはない。実際は釈迦牟尼が残した最も肝心なものは即ち戒律だ。 

　われわれは何も戒める必要もない、あなたに如何にやらせるかを規定する必要もない。なぜか？　われわれは今日法を残しておいた、この法はあなたに如何にするべきか教えることができるのだ。だから私が言うのは、私がいなくてもよし、あなたは私に会えなくてもよし、『法を師と為し』であるべき、ただこの法を学ぶだけだ。あなたは成れるかどうか、行けるかどうか皆この法に決まっている。仮に李洪志は今日どの学員かを悪くはないと思って、あなたに裏門を開けてやって、あなたにも少し功をやり、あなたを上がらせようと言ったとしたら。皆は考えて見なさい、このような事は私が法を破壊しているのに等しいではないか？　皆はなんとしても誰でも修煉しなければならない、修めなければならない、着実に修めなければならない。もちろん、われわれの一部の人は法輪大法に極めて特殊な貢献を作り上げた、それも修めているのだ、修煉の形式が違うだけに過ぎない、彼は別の一種の修煉方法だ。実際私は長いこと言ってきたが、皆に真面目に法を学ばせ、真面目に修煉させるためだけなのだ。 

　私が将来国内で功を伝える機会は多くないだろう、だから肝心なのは皆が如何にこの法をよく掌握するかにある。法は皆に残してやった、実は私の目的は即ちこの法を皆に残してやることなのだ。私がもし永遠に誰かが修めるのを見るなら、私があなたの前にいるが、あなたが私の言った通りやらないなら、それは何にもならないではないか？　皆何にもならない。私は言った、私は私の法身があなたを保護できると言った。実は私は更に高い情況を言ってはいない、まだ更に大きく言ってはいない。人は別の空間に皆身体がある、各人その身体には一定のエネルギーがある時皆大きくなるはずだ。私がその所で修煉した身体は既に相当大きくなった、どの程度まで大きいのか？　ある人は私に、先生がアメリカに行かれたら、私は如何に煉功するのでしょうか？　先生は私を保護できますか？　と聞いた。私はあなたを保護する法身がいると言った。その実はまだ一層の意味がある、私の法身はあなたを保護するだけではない。相当大きな空間範囲、一定の宇宙空間範囲は、皆私のその腹を走り出てはいないのだ！　あなたはどこに駆けたとしても、それは皆私のここにあるではないか！　つまりあなたはどんどん修めていいのだ。 

　もちろんまだ一部の魔の存在がある。なぜ一部の魔の存在がありえるのか？　私は言った、最近一部の問題を処理した、その中にはこれらの事が含まれていた。皆は考えて見よ、全国各地あるいはわれわれのどこかの煉功站でもよくこのような情況が出現して、われわれの法を破壊する。ある人は私を罵る、ある人は法輪大法はいかに悪いかと言って、重大にわれわれの修煉を邪魔した。しかし皆考えて見なさい、この事はというと、それは良い事ではないのか？　あなたの修煉の全過程にさえ一つの法に対する根本的な認識問題、あなたが確固であるかどうかの問題が存在している、ずっとあなたの修煉が最後の一歩に至るまでも、まだあなたが法に対して確固であるかどうかという試練を行っている。この根本問題を解決しなければ、他の問題は全ていうまでもないのだ、何もいうまでもないのだ、この問題ではないだろうか？　あなたが法に対して自身すらも確固でないなら、あなたは法に従って行って行けるか？　その他はすべて動揺になってしまうではないか？　彼はこれはみな偽りだと思っている、彼には始まりから終わりまでこのような一つの問題が存在している。だからこのような一種の魔の形式があってわれわれを邪魔する。もしこの種の魔がないとしたらどうなるだろうか？　人も言った、あなたのこの法輪大法の中でこれらの破壊がなければ、これらのものが邪魔に来る事がなければ、あなたはそれがあまりにも修めやすいではないか、それでは人が向上し上がったことを如何に見るのだろうか？　ただ少し辛い、体が辛い、あなたが平時それらの面倒な事にぶつかるだけでは、それではあなたは地金が出たのではないのか？　あなたは法に対して確固であるかどうかという方面においてどうすればいいか？　人が修煉するには各方面でも向上を得るべきなのだ。動揺心も一種の安定でない執着で、執着心でもある。 

　ここでついでに私は更に一つの問題を出し、更に一つの事を言おう。ここまで言い及んだから、私は皆が皆私に少し多く言わせたいものと見た。つまり私は班を行った時、一つの問題を言った、つまり業力に関する問題だ。悪いことをやるなら業力を得る、良い事をやるなら徳が積もり、徳を得ることができる。私は後の幾つかの期に班を行った時、人には一種の思想業力が生じるはずだということに言い及んだ、これについては過去詳しく言っていなかった、私はただおおまかに業力の存在について言っただけだからだ。思想業力については詳しくは言わなかった、それではこの種の業力それは何の悪い作用をすることができるか？　皆は全て指導員だ、将来この種の情況に遇ったら皆に解釈できる。ある新学員は煉功すると、先生を罵る、ある新学員は煉功すると、法輪大法を罵ったり、思想がしっかりしていない。 

　なぜこの情況が出現するのだろうか？　そして罵った汚い言葉はかなり多かった、平時思いつかない汚い言葉も口から出る、甚だしきに至っては口から出なくても思想の中にそれを思い出すのだ。多くの人はこのような過程があったことがある、特に煉功の初期にこの問題が出現するはずだ。あなたが真に実修しようとする時、多くの人は皆この問題に遇うはずだ。だからある人はそれで考えた『私はどうして先生を罵るのか？』その思想には『この法は偽りだ、彼に従って学んではいけない』が生じる、このような考え方があり得る。ある人は思想が確固ではなく、付き従って行ってしまった、もう再び煉らない、信じない。われわれは述べている、この揃いの功法の修煉は人の主意識だけ修煉し、あなた自身が自身でさえも把握できないなら、誰でもあなたを済度することができない。なぜわれわれは精神病人を班に参加させないと強調したのか？　つまり彼自身はもう自身を把握できない、自身を掌握できない。それではわれわれが済度したものは誰か？　われわれはあなた自身を済度するのではないか？　だからわれわれはこの問題を言う。 

　それでは一部分の人は見分けることができる。ある人はすぐ考えた『私はなぜ先生を罵るのか？　私はなぜ法を罵るのか？　私はそれを制御しなければいけない』長時間の精神の緊張をもたらすなら、自分も制御できないが、しかし私の法身は全部知っているはずだ。あなたがこんなにも確固であることを見ると、あなたを助けてこの思想業力を消させる。その実はというと、皆その思想業力が災いしているのだ、あなたが過去人を罵ったことがある、あなたの過去のその良くない思想は皆湧き出ることができる。なぜこの情況が出現するのだろうか？　皆は考えて見よ、われわれが煉功することが業を消すのだ。別の空間の中の一切の物質は皆生きているものだ、私はとっくにこの話を話したことがある、私は班でこの話を言った、その業力それも生きているのだ。あなたが業を消そうとするなら、その業が消されると、それは死んでしまい、なくなってしまう、それではそれは承知できるか？　あなたがそれを死なせてそれは承知できるのか？　それは既に生き物なのだ、だからそれはあなたに煉らないようにさせる。煉らせないのはそれが生きていたいからだ、あなたがそれを消さない、だからそれがあなたの頭の中に汚い言葉を反映して、あなたに法輪大法を信じさせない、ひいては私を罵る、どんな言葉でも思い出すことができる。ある人は彼自身がはっきり言えないのだと思った、誰かが彼を暗示するではないか、あるいは自分が本当に知っているだろう、彼ははっきりと見分けられないでいる、それで付き従って行ってしまった、この人はこれでおしまいである、誰でも済度することができない。その実はこの思想業力が阻害作用をしているものだ。 

　それは一つの段階、かなり短い一つの段階だ、あなたの思想が確固して来るなら、それを消すことができ、この業力を消すことができる。過去班をやった時重点としてはこれを講じなかった、最近の一時期、少なくない人は私にこの情況を反映した。皆は心配しないでよい、あなたは私を罵っても、法輪大法を罵っても、それはあなた自身が罵っているのではない。なんとしてもはっきり見分けなければならない、主意識がもしはっきりとしなければ、それでおしまいである、誰もが済度することはできない。多くの地区にもこの現象が出現した、ある人はひいては『私はどうして先生に申し訳ないことをするのか？　私はなぜ先生を罵るのか？』と思った、長春ではこのような一人の学員がいて『私はどうして先生を罵り、大法を罵るのか？』と言った、私の写真のすぐ前で『先生、私は煉れないのです、私が煉ると思想の中であなたを罵る、私は修められないのです、私は先生にまことに申し訳ございません』と言った、法輪大法に接触すると罵る、本を持つと思想の中で罵る。最後に『こんなにいい先生ですのに、こんなにいい法ですのに、私はまことに申し訳ございません』と言った、もちろんわれわれのこの学員、彼の思想ははっきりしないことは少しもない、彼は明々白々で、私がこうしては先生に申し訳ないと言った。その後、彼が煉功の時この事をわれわれの煉功点の指導員に教えた。指導員はすぐ本站に報告した。皆はこの情況に即応して、これは魔が働いていることだと彼に教えた、その実はこの種の業力それも魔の一種の形式だ。彼が煉功して魔を招くこの一段の時間の内に皆は彼を囲んで煉り、彼を囲んで一周になっている人は彼に向かって本を念じたので、彼の頭ははっきりするようになった、実際に彼を助けて業を消すのである。 

　当然、私の本はこのような一種の作用をすることができる。あなたは信じないかも知れないがある人は病気にかかって、もちろん私は病気にかかるということをいうのが嫌だ、実際はその病気、その細菌とその病毒等という微生物は、すべて業力がわれわれのこの空間の身体にある体現だ。だから私の本を念じればそれを消すことができる、本を念じる時、打ち出したのは全部功で、打ち出したのは全部法だ、それで業を消す作用をすることができる。彼は頭がはっきりした、良いことだと思った。しかし帰ると彼は再発した。なぜ再発したのか？　その実はこの一段の時間は、彼の思想業力がわりと大きいので、彼は他の人より少し多く引き受けなければならない。しかし彼は分かった、彼は引き受けることができた、時間も長く経つことなく、私の法身は彼を助けて業を消し、残りは消してしまった、彼も乗り越えて来た。現在はいい様子で、何事もない。この問題が出現したとなったら、皆はそれを精神病で良くないこと、あるいは憑依としないで、そのような情況のものではないのだ。 

　最後に私はちょっと希望を出したい。皆の時間をもっと多く占用しようとは思いたくないのだ、指導員の会だから、あなた達の站の中にはまだ他の用事がある。皆は今後一つの法を学ぶブームを引き起こすように希望する。毎日の煉功を法を学ぶことよりも重要だと見てはいけない、われわれの毎日の煉功は堅持しなければならないし、毎日法を学ぶことも同様に堅持しなければならない。本当にこの法をよく把握してこそ、あなたに修煉を指導することができる。ある人はただ単に先生を待っている、事があったらただ先生が彼に解答するのを待っているだけだ。実はその法の中には何でもある、あなたが学びに行きさえすれば何でも解答を得られる。もちろんあなたが法に対して信じていなくて、動揺するなら、それは即ち悟性の問題だと私は言う。それに、我々の在席の皆は全部指導員で、指導員の仕事をしている、もちろん、皆は全部義務なのだ、我々は皆に対してあなたはどのようにやるべき、如何にやるべきといった強制的な要求はない。勿論我々は指導員には真面目に責任を持たなければならない、煉功は専一でなければならないと要求している、これはなくてはならないものだ。我々は誰かを制約する何かの行政手段も要らない、われわれにもこの権力がない、修煉は自分によるのだ。われわれは一つの皆を組織し、皆を助けて問題を解決するというような一つの義務を引き受けたにしかすぎない。 

　それでは指導員としては法に対する認識において一般の学員より少し高くあるべきなので、多く法を学ぶべきだと私は思う。ある学員が問題を出したら解答できない、これも問題だと私は思う。あなたに学歴がなくてもかまわない、皆を組織して法を学ぶ時、皆が本を念じる時、皆が認識したことを言う時、即ちあなたに対する向上である。私が長春にいた時、彼らは一回指導員の会を開いたことがある、私がこういう一句の話をした、われわれの今日のこの種の修煉形式、常人社会の中で修煉するこれらの人、それは取りも直さず常人と同じだ、しかしわれわれは実質的には一人の煉功者だ、また常人とは違うと私は言った。それでは一人の指導員としては、皆で考えて見よ、あなたは一組の人を組織して煉功をする時、あなたの責任は何であるか？　もし専門に修煉すれば、それは即ち廟中の方丈、住持だ。皆は考えて見て、それでは我々はこの仕事をよくすべきではないか？　一人の修煉の人としては、あなたは修煉しなければならない、それに皆を助けて修煉すべきだ。皆に対して要求が高くなったということではない、実質はこうであるのだ。皆はぜひともこの率先垂範の作用をよくし、学員をよく組織し、この法輪大法をよりよく発揚し輝かせて、人類に福をもたらす。これは我々が最低次元において講じたことだ。実際もこうなのだ。 

　更に一つの事がある、私は思い出したが、先程は我々全てに対してこのような幾つかの要求を出した。またある一部の人は何時もあまり仕事に専念しない。社会の事は何でもかまわないようだ。ただその劫難が来ることを待っている。ある人は尚も私に、この劫難は何時始まるかと聞こうとする。私が班をやった時この問題を講じたことがある。私は何の劫難か？　皆よく考えて、その劫難は誰に対して来るのか？　いい人は劫難の中にない、真に劫難があるとしたらその良い人は皆残されるのだ、それは悪い人を淘汰するのだと言った。だからあなたは一人の修煉の人だ、あなたは向上しているのに、あなたはまだそれらのことに触れて何をするというのか。それは何の難でも、何の難でも良い、あなたと関係はない。これは仮に真に劫難があるとしたらということを言ったのだ。ところが私は今日明確に皆に教えられる、この劫難は既に存在しなくなった。過去、人は地球は爆発するとか、惑星にぶつかるとか、大水が出るとかと言った、皆はこの難を知る、過去決められた難は一つから一つへと続く、異なる次元で決められた難は皆過ぎた。彗星が木星にぶつかったが、地球にぶつからなかった。あの洪水は既に過ぎてしまった、去年のあの洪水はかなり大きかった、それは全世界性なのであり、既にかなり弱小になった、その程度まで小さくなって過ぎた。多くの事は皆過ぎた、つまりそれは既にこのような難が存在しなくなるということだ。唯一存在するのは即ち、我々には隠したりすることは何もない、唯一存在するのは将来一群の人、それらのとても良くない人を淘汰するかも知れない、一種の強大な疾病の中で淘汰されるかも知れない、これは可能なことなのだ。だから我々はある一部の人は何時もこれらのことを話したりすると言ったが、あなたはそれらの事にかまわなくていい、この種の災難は既に存在しないのだ。如何に修煉するか、如何に自分を高めるか、これこそ肝心要の問題だ。 

　私はこれだけ言う、次にわれわれはやはり続けて会を開こう（熱烈な拍手の音）。
法輪大法北京指導総站による録音

広州で全国一部分の指導站站長に対する講話
（１９９４年１２月２７日）
　われわれの指導站は前後して各地区で自発的に組織して来た。多くの人は地方で学習班に参加して、この功法はとても良いと感じて、この功法を当地の人々に伝えたいと思い、公園で進んで功を教えたり、あるいは他の方法を以て功を伝えて、法輪大法の影響がますます大きくなるようにした。皆は多くの事をした、多くの貢献を作り上げた。要するに、一言で言えば、より多くの人に法を得させ、より多くの人に向上を得させ、より多くの人に受益させたいと思ったのだ、皆は皆良いことをしているのだ。指導站は前後してかなり多く建てられた、将来まだ更に多くなるはずだ、これで如何に管理するかの問題に直面している、将来一つの目立つ問題にもなるのだ、だから、われわれは適時に皆を在席させて話したり、述べたりする。 

　われわれの指導站の管理について、過去からずっと明文の規定があるのである。皆が知っているように、法輪大法を学びに来ることにおいて、何かの行政手段を取って、無理に人に学ばせることや、誰かに官に封じ希望を承諾し、いくらお金を稼がせるかといったことなどが、われわれには無い。皆は全く志願に出るのだ、皆この法を学びたい、より多くの人に受益させたいので、皆は初めて熱心にこの仕事をやるのだ。つまり、何の付加条件もない、しかもこの仕事をしたら皆かなり苦労し、ただ皆のためにいい事をし、皆のために代価を払うだけで、報いはない。もちろん、報いは無いと言うのは、それは常人の角度に立って言ったのだ、私に言わせれば大法を広めることは功徳無量のことだ。われわれは以前既に何回も規定をした、本の中にも指導站を建てる条件がある。われわれが組織し建てた指導站は、社会上のいずれかの部門のようではなく、会社あるいは一つの行政機関のようでもない、われわれはこの方法を取らないのだ、これは我々の最も目立つ特徴だ。なぜこれをしないのか？　これは人に何かの事業をやりたいということを助長させやすく、この心を起こしやすいからだ。それに、まだ幾らかの問題に及ぶ、もしわれわれの指導站は一つの単位のようにやったら、その中では多くの問題に及ぶのだ。例えば住宅は金が要る、電話を引くには金が要る、水、電気皆金が要る、それではこの資金はどこから来るだろうか？　皆は皆義務で功を教えている、われわれは何の会費も取らない、皆の金をも取らない、全く自分から進んでしたのだ、だからわれわれはこれを行なわないのだ、本当に修煉するにはこれらを行ってはいけない。釈迦牟尼は当年法を伝えた時、人にこの心を起こさせないために、彼は弟子を率いて出家して、寺院の中に行って修煉した、彼はこういうふうに行ったのだ。しかしある一部の他の宗教は、例えば西方の一部の宗教はこういうふうにはしていない。こういうふうにしていないが、実質には名や、利を、淡泊に見ろというような問題にも言い及んだ。つまり、我々は真に修煉したいのなら、向上したいのなら、このいい事をしたいのなら、我々はそれを経済実体として行ってはいけない、単位のように行ってもいけない、皆はくれぐれもこの事に注意しなければならない。 

　尚また、この中にはまだ一つの問題がある、あなたがもし金を儲け、それを以て金を稼ぐなら、それでは全くこの法を破壊したということだ、法は人を済度するものであるから、利用して経営したり、商業をやったりしてはいけない。それに、以前多くの気功師は治療をやったり、諮問をやったりして、金も少し稼ぐ、他の功派の中でこういうふうにしているものがある。またあるものは公開的に金がなければ道を養うことができないと言った、実際は皆謬論だ。中国古代の修煉者は皆かなり金を持っていたようで、その実は彼らは赤貧洗うが如し。もちろん、われわれはあなたが金を持っていることに反対しない、この問題は私が既に言った。あなたは仕事で、本職の仕事をよくして、いくらか多く金を稼いでもいいが、これは常人の中の事だ。われわれは修煉の過程中において如何にこの法を保護し、如何にこの法を変形させないようにし、歩み偏らないようにするかということなのだ。今日皆がこのように学ぶことだけではなく、将来歴史においてかなり長い時間が残るはずだ。皆もこの法を学んで、この法に従っており、もし我々が初めからそれをかなりうまくできなければ、初めから歩み偏ったら、それでは将来面目は全く違うようになる。皆が知っているように、私のところでは、私個人のこの方面では、できるだけそれをよくして、如何なる良くない事、良くない現象をも発生させない、将来各地の指導站も同じだ、あなたがしたこれらの事も法輪功を代表している、ある所から言えば法輪功の形象の体現でもある。皆は絶対自身の形象に注意しなければならない、仕事の方法に注意しなければならない、法輪功に泥を塗ってはいけない。もし単位を造ったり、金を稼いだりしたら、私に言わせればこれはもう何の法でもないのだ。この中で金や、物や、利の問題に及ぶと、あなたは多く儲けたとか、私が儲けたのは少ないとか、私が行ったことは多いから多少とも補償があるべきだとか、如何に清算するかとか、社会ではあなたに分担させるとか、等々が出現するはずだ。私は、もし本当にこの形式をやって行くなら、それはもう修煉ではない、それは全く一つの会社になったのだ、これは絶対だめなのだ。 

　我々は今日この法を伝え出した、伝え出すことができるのは、我々はそれをよく把握でき、それを変形させず、偏らせないようにすることができるからだ。もしわれわれが初めからよくできなかったら、後人がどの程度までして行くか分からないだろう。以前、李洪志がいた場合行ったのはどうであるか、今日もそういうふうにやろう。私がいる場合、ある一部の事は皆のために正すことができる。いない場合、とんでもない形でしてしまうかも知れない。だから初めから我々はこうするように厳しく要求し、実体を行なわない。われわれの功派管理は、指導站は貯金せず、全く義務指導である。我々も団体、派閥を造らない、ただ皆は義務で大衆、より多くの人のために少しいい事をするだけだ。 

　人が修煉したいなら我々は彼を指導する、我々自身も一人の修煉者だ、このような原則だ。だから、指導站を建てるには皆は家や、電話や、あれこれが欲しいと思うべきではない、こうしてはいけない。われわれの一部の指導站は現有の条件を利用し、あるいは家で、あるいは自分のオフィスを利用して、皆かなりよくできる。どんな条件があるか、われわれが行ったのはどうだかこれはかまわない、肝心なのは法に対する理解と法に対する認識にある、修煉して行くように堅持できるかどうか、これは肝心だ。如何に自分を高めるか、これこそ主要なことだ、他の一切の事は全てその次に重要なことなのだ。もちろん、仕事の展開に便利であるために、ある人は我々にいくらか便利な条件を提供してくれるが、これは問題ないと私は言う。例えば、我々の学員の中で、ある人はどこかの機関で、あるいは企業で、あるいは他の単位では一人の指導幹部であり、あるいは企業の役職にある、便利な条件があって、われわれに一つの場所を提供して、皆は一堂に座って会を開く、こうなら問題はないと私は言う、それは金の問題に及ぶことはない。各業種にもわれわれの学員がいるから、これらの事を解決でき、しかも人は進んでこのようにしたく思っていて、法輪功のためにいささかの義務を尽くし、いささかの貢献を作り上げることができ、非常に嬉しく思っていた。各地にもこのような事が出現した、法輪功のために場所を提供し、便利な条件を提供する、皆はこのような事をすることにおいてとても積極的だ。 

　なおまた、各地の指導站は学員の煉功のために、前後して若干の小新聞ぐらいのものを作った、例えば『法輪大法は長春にあり』、『法輪大法は北京にあり』、『法輪大法は武漢にあり』、等々。この形式もかなりいいと私は思う、それは新聞といったものでもない、宣伝ビラというものでもない、皆われわれの学員の内部の体得だ。皆にさせる必要がある何らかの事は、適時に皆に伝達する。しかし往々にして彼らはこの事をするに当たって非常に簡単に行う、一、二枚の紙、あるいはもう少しよく印刷する等のこと、これはどうでもいい。それではこの経費は如何に解決するか？　この中では金の問題に及ぶのだ。私の知っているところでは、おおよそこれらのものを行った地区では皆このような方法を取っている。一つは学員の中の一部の人は商いをしている、現在は少なくない人は会社をやっている。あるいは勤め先でこの仕事をしている、あるいは行政管理者であって、このような便利な条件がある、勤め先に印刷工場がある、このような便利な条件を利用している。あるいは企業家が便利な条件を提供して、あなたのためにこの事をしてくれる。我々の指導員も金に接触しない、彼は我々を助けている。我々はただ原稿を提供するだけで、仕上げたら我々は配る、皆こういうふうにしてきたのだ、私はこうしてもいいと思う。ある人はこの事を知らければならないと見た、定期的にする、いけないとすぐ方法を考える。われわれは不定期のことをしてもいい、条件があれば定期のものをしてもいい。条件がないのなら無理にしなくていい、このような原則であるのだ。 

　指導站の管理について、既に明文の規定がある、皆はこの規定に基づいて行ってきたのである。指導站を創立することにも条件がある、皆にも言った、新しい指導站を北京あるいは若干の大きい指導站に報告するように、特に省あるいは大都市の指導站、その行政範囲以内の、例えば貴陽市指導站は、貴州省を引き受けるべきで、各県の指導站は適時に彼らに連絡すべきだ。もし一つ一つで北京に連絡するとしたら、このような便利な条件があるとは限らない。大都市付近の各県に対しても管理すべきであり、彼らが仕事を展開するのに便利である、皆は法輪功に責任を負うことに基づくべきだ、あなたは管理しなければ、彼は勝手に行動し、精神をも会得せず、実際偏って行ったら、これは法輪功に対して一つの損失だ。なおまた武漢のような大きな指導站は、付近の幾つかの省を全部管理しているが、それもいいと私は思う、彼らの経験は比較的に多く、時間が長くなれば私も安心する、彼らが法に対する理解は比較的に良く、仕事の展開も比較的に良く、基本的にこのような状況にある。我々の指導站は絶対に偏向してはいけない。 

　ある人はメモを出して、指導站の人員について如何に配置するのか？　と聞いた、人員は皆自発的なのだ。しかし一つの規定がある。指導站の站長は私がやった学習班に参加したことがある人でなければならない。聴いたことが多ければ多いほど会得は深く、聴いたことが少ないなら往々にして会得は深くない、ひいてはある一部のものはどういうわけかまだ分かっておらず、それで偏る方向へ率いやすい。もちろん下の方で多く聴き、多く読み、多く学ぶなら豊富にでき、より一層認識することもできる。人を選ぶ時、熱心で、真面目で、邪まなことや悪だくみをしない人を選ばなければならない。 

　なおまた、法輪功の修煉は一般の修煉ではない、彼は高次元上の修煉だ。この事をするのはかなり難しい、一人の人のために身体を浄化し、真正の心性の水準を全部向上させるのは非常に難しい、私は多くの功を打ち出して彼らのために身体を浄化し、身体をきれいに整理しなければならない、彼らのために多くのものを下さなければならない、まだ法を透徹に講じなければならない、この事はとても難しい。私はかなり短い時間の内にこれらのことを全部成し遂げることができる。彼らがもし自分で修煉するなら、何十年か経って始めてこの一歩に到達できる、他の一般の師父でも一、二年の内にそれを到達させることはとても難しい。真に一人をとることは容易くないのだ、もし一旦一人の人を壊すならそれはただ一瞬間のことだ、非常に簡単だ、だからわれわれは一貫してこう要求する。 

　このような一つの規定がある。各地気功協会で職に就く人ならば、彼にわれわれの指導站の仕事を担当させないこと。しかし一つの特殊な情況があった、例えば一人の指導站站長があって、この人は非常に良く、彼は気功協会を脱退して指導站の仕事をやりに来たいと思った。彼のこの気功協会は半麻痺の状態にあり、彼本人も非常にいいし、把握もできるからだ、これは唯一の極めて特殊な例だ。他の地区の気功協会の人はわれわれのこの法に対して理解が深くなく、彼らの頭の中にあるのは、主として如何に金を稼ぐとか、各功派の管理だ、元の枠は彼の頭脳の中においてはかなり深い。こうして、彼がわれわれを一般の気功として管理すれば我々の学員を壊してしまうかも知れない、だから我々は従来気功科研会の人はわれわれの指導站の仕事を担任してはいけないと提出している。我々の指導站の站長は皆われわれの研究会から批准したのだ、大多数は皆私が自ら任命し、指定したのだ、これは我々大法が逸れないことに対して直接に良い所がある。さもなければ、一般の気功に基づいて管理するなら、皆考えて見るがいい、そこにはでたらめな資料が沢山ある、少し資料を持って売るなら、彼は大変嬉しく思う、これは金を稼ぐ良い機会だ、沢山の金を稼ぐことができる、これを少し取ろう、あれを少し取ろう。彼は金を稼ぐ目的に出るのだ、故意に我々の功法を破壊することではない、しかしそれは破壊の作用をした。その中のどんなでたらめなものでも皆我々の学員の邪魔をするはずだ。ある一部の法に対する理解が深くない人は容易に歩き偏ってしまう。更にでたらめな気功の本を持って来て売る、他の功派はこうするのだ。 

　今班を行ないに来る気功師がいたら、人々は皆冷静に考える。以前のように盲目ではない、気功師が班を行ないに来れば参加する。今皆は皆非常に冷静で、本物か偽物か、観察し、昔のようではない、だから気功師が班を行うことは非常に困難だ。彼は一旦生徒を募集できないとなると、我々の学員を参加するように引っ張る、彼は班を作って、金を稼いだが、我々の学員を壊した。我々はこんなにも大きな事をしてきたのに、我々はこんなにも骨が折れたのに、一瞬で我々の学員を壊した。もちろんある一部の学員についてあなたは彼に高すぎる要求をしてはいけない、彼は畢竟法を学んだばかりで、法に対する理解はそんなに深いとはかぎらない、知らぬ間に自分を壊した。我々は過去こんな規定がある。おおよそ各地の省市でこのようなことをする指導站站長があれば全部取り換え、絶対残さない。 

　各地の指導站の人、煉功場所の指導員に我々の学員をひきいて他の気功師の報告を聴きに行くもの、我々の学員の中で他の気功の本を売って、我々の学員を引っ張って邪な事や悪巧みをやるものがあるなら、このような指導員は一人見つけたら即ち一人取り換える、絶対残さない、残したら後の災いは切りがない。これは既に重大に法を破壊したことなのだ、内部から法を破壊することは、それは絶対許されない、これは絶対容赦しない、一人いれば一人取り換える。 

　われわれの原則は緩い管理だが、煉功この問題においては少しもいい加減にはしない、いかなる人も破壊してはならない。我々は組織の形式において非常に緩い、あなたが煉功に参加したいなら参加すればいい、あなたが煉功に参加したくないならあなたは去ってもいい。あなたが来たのなら我々はあなたに責任を持って、あなたにどうするか教える。あなたが学びたくないなら、あなたのその心は誰が引き留めることができるか？　あなたをここに引き留めたとしてもあなたがよく学ばず、あなたは何でも言いたいことを言い、何でもでたらめにするなら、あなたは内部から我々の法を瓦解し、破壊するのだ、我々はこのようなことをするのを許さない。学びたい者は自分で学ぶ、法を認識できたら彼が修める、人の心が善に向かうのは自覚なのだ、誰かが強制することではない、あなたという人は見上げるものにならなければならない、こうしなくてはいけないと言った。しかし彼がどうしてもしたくないなら、あなたは彼に対して何か方法があるか？　人の言うことによればその人が修めたくないならば、仏すらどうにもしようがない、彼が自発的にするのでなければならない、強いてはいけない。 

　また一つのことがある、我々の多くの学員は、その数が相当なもので、黙って本を読んでいて、毎日見ている、ひいては問題にぶつかるたびに見ている。この一点から見れば、甚だしきに至ってはわれわれの指導員よりもよくできる、だから各指導站は皆を組織して多く法を学ぶべきだ、特に各煉功場所の指導員は率先垂範の作用をすべきだ。我々は指導員に要求があるのだ（学員はあなたが学びたいなら学んでいい）、一に専念して法輪功を修煉するものでなければならない、そうでなければこの一群の学員は全部彼によって誤ったものとさせられてしまう。一人の指導員になった以上よく行うべきだ、われわれは指導員の法に対する理解をより一層深めさせる、彼らに平時多く本を見させる。もちろん、多くの指導員はとても真面目で、この仕事をとてもしたいと思っている、しかし往々にして彼の文化水準には限りが有る、ひいては本を見ることも困難だ、年もかなり取っている、これはかまわない、彼は皆を組織して学んでもいい。皆を組織して学ぶ時、本を念じる時、彼は聴くことができるではないか？　皆が体得を語る時、彼も皆に従って一緒に向上する。皆は学びさえすれば、誰でも向上することができる。法を学ぶことと動作を煉ることを結び付けて、同時に展開すべきだ。 

　今多くの地区では動作を煉ることはかなりよく組織してきたが、往々にして法に対する学習を軽視した。学員が問題を提出した時、指導員は解決できず、はっきり言うこともできない、ただ先生に聞くことを待っているだけだ、先生がどこに行ったか捜す。実はある問題は本の中で皆講じた、どうしてもだめなら皆を組織して録音を聴く、多く聴いてもいい、これらの問題は本の中に皆解答がある、『中国法輪功』改訂本の中では皆概括的に講じた、真面目に学びに行きさえすれば全部解決できる。長春では法を学ぶ形勢を展開してから、学員は私に会っても聞くことはない、私に会ってももう聞かないのだ。もしそうでなければ私が出かけると誰もが私を知っている、故郷なのだから、街を歩くと法を学ぶ人は多い、私を知っている人はかなり多い、多くの人はあれこれ聞くはずだ。今会ったらただ、先生こんにちは、と挨拶するだけで、何も言うことはない、聞くことは何もないからだ。本の暗記を展開してから、学員は事を行ってから対照するのではなくて、事前に彼はもうするべきかどうか知っているのだ、これは非常にいい。皆は法の学びを煉功のなくてはならないものとして学んでおり、しかももっと重要な事だと思っている。各地も長春のように法を学ぶべきで、一つの法を学ぶ形勢を展開して、多くの問題は容易に解決するようになる、自分でもこれらの問題を解決できる。それに、指導員を選ぶ時、あなたとの関係が悪くないとか、交情やら、感情から出発することを絶対顧慮してはいけない。あるいは一旦指導員を決めた後で、再び取り換えるとしたら取り換えづらいと。それはいけない、法に責任を持たなればならない、絶対これらの事に注意しなければならない。基準に符合していいものならさせる。いけないものなら、むしろ臨時のものを捜してさせるとしても、どうにかこうにか間に合わせることはしない。私は過去このような問題を講じたことがある、あの寺院の中の修行する僧、その廟の長は、住持、方丈と称される、彼は専門修行のものだ。我々は常人の社会の中で修めている、我々のこの法もすばらしい、高次元へと修めることができる、あなたの煉功站の指導員は廟の中の方丈、住持と何の区別があるか？　皆に対して要求が高いということではない、確かに功徳無量のことなのだ。煉功場所でどれくらい修め出せるか、ただ一人修め出したとしても、この指導員も功徳無量だ。これは一つのかなり厳粛なことだ、この事をよく行うべきだ。我々は最も便利な条件を採用して修煉し、皆に向上させるが、便利な条件は法に対していい加減に無責任なことをしてはいけない。将来また専門修煉の人が出現するかも知れない、これは皆可能なことだ、若干の条件を提供すべきだ。 

　各地区ではこの間の煉功を通じて、少なくない問題を反映して来たかも知れない、皆は提出してもいい。煉功において、仕事において、ある事をどうすべきか分からないなら、皆は出してもいい、私が皆に解答する。 
　弟子：法輪功学員が特異功能の演出に参加する問題ですが。 

　師：これは私はまだ見ていない、こうすることは絶対禁止する、絶対いけない。彼は専一に法輪功を修煉するものか？　以前は？　（挿話：この人は他の功法を学んだ、しかし彼の功は上がれない。法輪功を煉ってから功が上がった、彼は“三花聚頂”に至ったと言った）われわれはこれらの人に教えるべきだ、法輪功を煉りたいなら、法輪功の要求に基づいて行う。彼は根っから法輪功の要求の通り行っていかなければならない、根っから法輪功の煉功者の基準に符合しない、しかもこの人には憑依があることはとても可能だ。彼自身がこうするのがいいと思って、自分で求める時、私の法身は全然彼をかまわない、このような事だろう。このような事はもう一つの角度から我々の法を破壊するのだ、これは絶対いけない。この人が本当に修煉を堅持できれば、我々の基準の通りにしなければいけない、そうでないなら、我々は彼に如何なる条件をも提供してはいけない。法輪功の修煉者ではない。他の功法を練る人は法を学びに来たいなら学びに来ればいい、縁によるものだ。人を学びに来させ、何人かの人を連れて学びに来る。ある人は学びたくないが、皆が学びに来るから後について学びに来る、こういうことは何の良いこともないと私は思う。ある人は済度しても済度しなくてもいい、われわれは縁で決まるのだ。彼がどれくらいの人を連れて来たかを見ないで、これらの人は法輪功を煉ることができるかどうか、専一して煉ることができるのかどうか、すべて問題である。皆は帰ってから一つの法を学ぶ高まりを盛り上げよう、この要求は普遍にできるのだ、皆認識することができる、そうでなければこの問題はますます目立つようになるはずだ。 
　弟子：我々は煉功の責任者を増やしてよろしいでしょうか？　 

　師：よい、人を増やすなら、あなたたちは自分で選んで、更に一人か二人配置してもいい、必ず法に対する理解が比較的よい、この仕事に熱心である人を選択しなければならない。 
　弟子：ある学員は、私が既に三花聚頂に至ったが、八月十五日李洪志先生は私の“法身”を持って行った、と言った。 
　師：皆、注意するのだ！　おおよそこのような人は皆各種の執着心がもたらした幻覚だ。このような人は、前後して幾つかの地区でも出現した。正にあなたが今言ったように、彼はかなり危険だ。彼の言ったことは、私は既に三花聚頂に達した、私がどんなに腕がいいか、最後には私が仏だ、あなたたちは李洪志に付き従って学ぶことをやめよ、私に付いて学ぼう！　ということだ、発展して行けば、最後はこのような問題が現れるかも知れない。このような人にはすぐ指摘してやるべきだ、彼にこれらの執着心を放棄させなければならない、とても問題が出やすいのだ。初めはこれらの人は私をとても尊重し、ある人は私に血書を書いたことがある、指先を破って血書を書いて、法輪功の修煉を最後まで修めると表明した。結局彼は“仏”になったのだ、彼は、あなたは李洪志に付いて学ぶことをやめよ、あなたは私に付いて学ぶように言った。彼が滑り落ち、彼自身が名利心、歓喜心を追求し、その上魔の邪魔があるので、自分自身で抜け切れない。彼は表ではやはり法輪功をいいと言うのだが、実際は、彼の行為は法輪功を破壊しているのだ。正に私の言った事のように、ある人は、法輪功はいい、法輪功を学んだら何事もない、見てご覧私がこの本を持って街を歩いて、自動車は敢えて私にぶつかって来ないと言った。彼は法輪功を破壊しているではないか？　表面上は法輪功を保護しているようだが、実質は法輪功を破壊しているのだ。 
　弟子：この間広州地区の気功科研会が行った気功研究演出に関わる問題について。 

　師：ある地区の気功科研究会は体育委員会に従属しているのだ、体育委員会は気功を一種の体育活動とするだけだ。大衆的な体育活動である以上、ある時各門派の各種功法団体活動をする、正に体操をするかのようだ。ある場合、気功活動を展開するが、彼らはそれを一種の体育活動とし、良くない事としてはいないからだ。この類いの事を我々はしに行きたくないが、もし彼らが本当にしようとしたら、尊重し、我々は皆を組織して行ってもいい、体操をするように動作をして見せる。ただし注意すべきことは、前提として我々はそれを何かの事としてこうするのではない、受け身の場合、気功科研究会は我々にこういう風にさせるのだ。我々は皆にはっきり言うことができる、我々は団体で一、二揃いの動作を煉っただけでも、彼らの体育活動を支持することになるのだ、特別な場合はこうしてもいい。しかし一点を肯定しなければならない、もしその中に他の気功師が場を組織して演技をするこの種の活動があるなら、我々は皆参加しない。単純な、体育活動のような行動ならいい、これは皆が正確に把握しなければならない。 

　また一つの問題がある、今われわれの各地指導站には一種の情況がある、皆はみな法輪功を広めている、ある地方では班を行う形式を採用した。我々はやはり“班を行う”と言わないほうがいい、他の名詞を言える。行う時、誰でもがこの法を講じられるのではないから、無論こうしてはいけない。もし誰かがここに立って法輪功や、如何にやるべきか講じたら、この法を講じたら、それは彼が邪法を伝え、大法を破壊するということなのだ。法輪大法は一つしかない。もし彼が本を持って念じるならかまわない、われわれの站長は誰かを本を持って念じるように派遣するぐらいのことならこれはかまわないのだ 

それに、皆で組織してビデオを見る、全部の授業のビデオを指すのだ、第一課を見て、止めて功を学ぶ。明日第二課を見て、また止めてまた功を学ぶ。 

　なおまた、録音を聴くことだ、一課一課というように聴く、それから専任者が動作を教える、これは問題ない、動作は皆が一緒に学んでもいい。われわれは今後このような形式を採用してもよい、これは一番いい一種の形式だ。われわれは皆を組織して団体的に功を学んでもいい、こう学ぶのはかまわない。 

　それに、個々で来る人は煉功場所で直接皆に従って煉ってもいい、それから本を見て、録音を聴く、このようにする。ただし一点を保証しなければならない。われわれは断じてすべての功を伝える活動を如何なる経営的な性質のものにしてはいけない、我々はある条件があればそれなりのことをする、料金を取ってはいけない。我々は教室を借りてもよし、会議室を借りてもよし、あるいは人が多いのなら講堂を借りてもよし、こうしてもいいが、料金を取ってはいけない。我々は既に念入りに断言しておいた、経営実体をしてはいけない、ぜひこの一点に注意しなさい。もし極めて特殊な情況があり、我々の学員がとても多く、法を学ぶ人がとても多くて、どうしても大きな場所を必要とするが、我々は借りることができない、人の講堂を使用せざるを得ないが、講堂は料金を取る必要がある、それならこの極めて特殊な情況は、皆北京に直接連絡しなければならない。もし本当にこの種の情況であれば、講堂を借りるだけの費用を取ってもいい、残りは一銭も残さない。要するに、我々の手には貯金をしてはいけない、指導站は貯金をしてはいけない、如何なる経済活動もしないこと。この問題について私は皆にもうかなり明確に言った、とても厳粛な事であるからだ。我々のこの功派は正道を歩むことができる、この一点においては他の功派とは根本的な区別がある。 
　弟子：上海からの話によれば、ある班に参加したことのない法輪功の煉功者は、皆を組織して煉功する前に、「尊師李洪志を拝して、大法法輪功を学び、心性真善忍を修める」と言って、念じ終えてから煉功する。終わった後、「収定、先生有り難うございます」と言う、彼は先生に対する崇拝です、と言いまいした。 
　師：彼は班に参加したことがないか？（答え：そうです）　あなたが言ったこの事はとても重要だ。多くの地区の学員は、彼は本を見てあるいは個別のものは録音を聴いて、彼はとてもすばらしいと思っていたが、彼は如何にするか分からない、このような問題が出現するかも知れない、他の地区では将来も出現するはずだ。皆はぜひ注意しなさい、おおよそこのような話を聴くとしたら、あなたがどの地区の指導站であるにもかかわらず、皆こうすべきではない、彼に教えるこの責任がある。このようなことは往々にして法輪功を学んだことのない人をあいまいなうちにそこに連れて行ったことになる。実質この人は学習班に参加したことがない、彼はあまり分からない、彼はこの勢いを借りて自分をちょっと表すことが可能なのだ。しかしこの人に対して結論を下さずに、将来彼が学習に参加したあとで、彼はこの問題に如何に対処するか分かるはずだ、これは確かに一つの事だ、皆は絶対この一点に注意しなさい、どの地区でこの事が出現したと問わず、指導站は聴いたら、彼に一番近い地区では、皆は電話あるいは他の形式を通じて彼を制止することができる、この類の事情を正さなければならない。 
　上海この所は、将来私は機会があれば行くはずだ、私がずっと思っているからだ。 

　弟子：ハルピン本站が一群の指導員を組織して長春へ学習に行った問題について。 

　師：ハルピンの情況はかなりいいのだ。一群の指導員を組織して長春に行って本站の組織した一回の会得体得交流会に参加して以後、彼らの認識もかなり高まった、各種の活動を展開した、この方面はとてもいい。長春総站は既に私にハルビンの情況を反映した、私は知っている。ハルピンの夏はとてもいい、特に松花江の岸辺で皆が一緒に座って本を念じるなら、それはとてもいいと私は見ている。 
　弟子：大慶が先生を要請して班を行う事について。 
　師：班を行う事については言うのをやめよう、将来私は統一的に按排する、今要請状はかなり多い、大慶からの要請状は私は二通見た。去年ハルピンに、大慶から人が学びに行った。 
　弟子：先生の班を行ったことのない地方で法を伝える問題について。 

　師：こうすればいい、今回広州で法を聴いた、皆は帰って統一的に班に参加したことのない学員を捜して話しなさい。あなたたちは録音しておいて皆を組織して聴かせてもいい、済南のテープもある、とてもいい、皆を組織して団体で録音を聴いてもいい、ずっと終わりまで聴かないで、一段聴いてから止めて、自分の理解能力に基づいて皆に話したり、講じたりする、皆はまた自分の体験を言う、心持ち生き生きと行うようにしなさい。 
　弟子：賛助の問題について。 

　師：他人がいくら金持ちであっても、いくら法輪功に賛助したくても我々は要らない。なぜか？　あなたが貯金したのだから、それでは他の指導站も貯金してもいいではないか？　すべての指導站が皆貯金したら、将来行っている時金の問題に及ぶと、人の心が変わる、だから我々は全然やらない。もしこの人が本当に法輪功のために貢献を作り上げたいなら、例えば幾らか資料を買うやら、あるいは我々が法を学ぶこの方面の活動を展開するやら、彼に活動に有益である事をやらせてもいい、彼が既製のものを作り上げれば、それでもいい。 
弟子：天目が開いた指導員はどのように把握すべきでしょうか？　 

　師：天目が開いた指導員はどのように把握する？　平時みなよく煉ったものなら、彼らに言わなくていい。個別のまだ欠乏のある学員についてあなたは行って彼に、どこがまだ向上する必要がある、どこに問題があると教えてやる、このように彼に教えればもういい。あなたがもし公開的に言って、あなたの法輪はどれくらい大きいのだ、彼の法輪はどんな様子だ、あなたがこういうふうに言うと、皆は毎日あなたを囲んでくる、この事ばかりだ。またある人は自分がどれほど高く修めたかと聞くはずだ、絶対勝手に言ってはいけない、言うとその人は執着心が起こる。この点はよく把握しなければいけない。 
　弟子：ある人は煉功が部門からの積極的な支持を得たと言いました。 

　師：多くの地区で、寒冷な地区で、冬に煉功すればかなり苦しいのだ！　しかしある一部の部門はかなり支持する、部門は場所を提供する、このような例もかなり多い。われわれの影響はとてもいいからだ、学員は煉功を終えてから場所をきれいに掃除し、ひいては雪が降ってから庭をもきれいに掃除してしまう。われわれは至るところでも行動がこんなにもいいなら、人は自然に方便な条件を提供してくれる。 
　弟子：法輪功の学員が団体で会得体得を話すことについて。 

　師：長春では一つの録画を取った、学員は話し方が非常に生き生きとしていた、聴講した学員もかなり感動して、あるものは涙がこぼれた。会はかなり生き生きと開かれ、雰囲気もとてもいいから、皆も非常に嬉しかった。正にあなたが今言ったようにこの場では、ただ私本人だけはいないのみで、何の不足もない、正に私が班をやるように、その場はとても強い。それは法輪功の集結であると言ってもいい、法会と同じだ、だから効果はとてもいい。将来学員の発展が多くなったら、学員はこのように、会得体得を話してもいい。法を学ぶことを通じて、これは人を非常に教育する、学員は自分で功を学んで以後どれくらいの収穫があったか話すなら、ある方面から見ればこれは我々が言うよりも生き生きとしているのだ。 
　弟子：皆で会得体得の交流を話します。 

　師：高次元上に到達して見たこれらのものは皆機縁に応じて得るのだ、次元が高まるにつれて、このものを交流してはいけない。交流はただ我々皆が心性修煉の方面で如何に向上するかにある。われわれは正法修煉で、複雑な環境の影響を恐れない。 
　弟子：如何に法輪功指導站と当地気功協会との関係を正しくしますか？　 

　師：この問題はとても重要だ。私が先程言った、原則としては当地の気功科研究会、人体科学研究会あるいは気功協会は、皆我々の指導の仕事に参加してはいけない、我々の法輪功の站長、指導員になってはいけない。しかし我々と彼らとの関係はよく協調しなければならない、今中国気功科研究会には、明文規定がある。おおよそ直属功派は修煉において本派の先生により自我管理する。地方行政において彼らの管理に帰する。しかし我々は行政管理がない、功派管理は全く緩い管理である。我々は指導站長を彼らの所に報告してもいい、正式的な会議があれば我々の站長を捜して参加してもいい、これはかまわない。しかし彼らがもし我々の学員を引いて他の事をし、我々の規定に符合しないなら、我々は行なわない、これらの事は彼に明確に言ってもいい。もし彼らが何らかの有益な活動を組織して、別の問題に及ばず、体操をすることのように、何百人かの、大衆的な活動なら、各功派は組織して来、幾揃いの動作をし、誰がいいか比べ合いをして、それからまた評価するなら、体育事業の発展を促進することにほかならないと私は思う。体育活動なら、これは参加してもいい、これは問題ない。彼がもしわれわれの功派を以て他の事をするなら、これはいけない、これは彼に明確に言ってもいい。 

　地方では寄りかかってもいい、彼らの所に寄りかかってもいい。実は彼らの所に寄りかかっても何の活動もない、何の事もない。彼らは時間になるとあなたを呼んで、どこそこの気功師が班をしに来る、あなたたちも行ったらどうか！　と言うほかない。信じても、信じなくても、学員彼自身は掌握できる、彼らは行けと言うが、学員自身は行かない、このような問題だけだ。人体科学研究会は一般にあまりこの事の管理をしない。広州の法輪功総站は既に広州市人体科学研究会に寄りかかっている、今ではなくとっくに寄りかかっていた。何かの活動があれば我々の站長は参加してもいい、それは問題ない、ただこのような関係だけだ。大連のような、多くの地区の気功科研会と我々との関係は非常にいい、そして彼らの多くの人は皆法輪功を煉っている。こうして我々法輪功の活動の展開、大衆の煉功に対してとても便利な条件を提供した、妨害はない、これは非常にいい。つまり如何に彼らと関係よく協調するか、我々自分は原則をよく掌握する、つまり法輪功に規定した原則は我々が堅持しなければならないのだ。他の事情に至っては、取るに足りない些細なことなら何も問題はない。 

　
弟子：如何に僧と居士に仕事を行いますか？　 

　師：時間の推移に従って、彼らは恐らく最後に取り残されてから認識に及ぶ。今から見れば基本的にこんな形式なのだ、先に法を得るものは既に全部得た。将来を見よう！　当時私が出るにあたって、この事は既に明確に私に言われていた、これらの人は確かにそれらの事情がもう存在していないことを彼らが知った時になってから、帰結はないと感じるはずだ。一部分の人は還俗するかも知れない。一部分の人は法輪功を修める、このような問題が出現するはずだ、それは以後の事だ。居士ならたやすいことだ、居士は社会で往々にして気功を学んでみたい、あれこれ、外へ捜しに行く、法輪功を捜したら学びもしたい、所詮彼は真に会得しなければならない、私に言わせれば、法に対する理解、真に認識できるのなら、既に接触したとしたら、彼がもし学んで行けるなら認識できる、要は法を学ぶことで、彼を組織することで法を学ぶことだ。 

　弟子：精神の正常でない人に対してどうすればいいでしょうか？　 

　師：この問題についてはこう把握しよう。もし彼が談話や立ち振る舞いにおいて不正常なら、これは絶対法輪功を学び、煉る要求に符合しないのだ。おおよそこの問題が出現した場合、それはきっとこのような人だ。一つには彼自身の根基が良くないかも知れない。あるいはこの人は根基はいいが、執着心のために彼に何かを放下できないようにさせて、従って良くないものを招いた、この両方面の原因でもたらしたことにほかならない。われわれが彼に話して、放下できれば、分かればそれで分かってくる、分かることができなければ、われわれも仕方がない。もちろん、最もいい強制的な方法が一つある、もしこの人があまり悪くなく、影響面も大きいなら、我々は団体を以て彼の状態に対して、彼に向かって本を読んで、彼に学びたいか？　と聞く、彼が学びたいなら、我々は彼と一緒に本を読む、皆は彼を囲んで本を読んで、彼に向かって読む。本を読む過程の中において選択的に読んでもいい。彼の精神がはっきりしないことは魔を招き、魔を生じることではないか、彼に向かって念じて、彼に聴かせる、彼自分も読んで理解する。彼の主元神が上がって、分かり、知ったなら、それなら、彼も分かったかも知れない。もし彼が分からないなら、我々の力をも牽制する、この人に我々の学員に影響を与えないようにさせるようすべきだと私は思う。おおよそ頭がはっきりしない、不正常ででたらめな話を言ったり、あるいは自分をどんなに高いかと言ったり、あるいは何らかの全く不思議なあいまいな理解しがたい話を言ったりしたら、彼は精神が不正常なのだ、この人にはきっと問題がある。これらの人について、もし指導員であるなら、すぐ取り下げる。もし他の学員であるなら、我々は彼に言う、もし直らないなら、我々は彼に煉らないように勧める。彼が煉ろうとするなら、皆は誰も彼の言うことを聴かないで、誰も彼を囲まないように。如何なる人もこれを行う場所を提供しないように、場所がなければ、その魔は退屈するようになる。彼の話を聴く人がなければ、彼は我々の法を破壊できない、彼も退屈するようになるのだ。 

　弟子：『文芸の窓』の問題について。 

　師：『文芸の窓』の事について私は既に彼らにこの問題を話した。編集者から原稿の提供者まで、彼らの目的は法輪功を破壊したいということではない、法輪功を宣伝したいのだ、しかし彼らは往々にして文芸の角度に立って書く。文芸作品は編集、誇張して、随意に発揮する、任意にこうしてもいい。私は既に彼らに言った、できるだけわれわれのこの法を理解してから書きなさい。この原稿の提供者は既に何回も聴講したことがある、しかし彼が一回聴講した時にとても良いと思って、とても感動していた、それで書き始めた。しかし彼は理解が深くない、その上後の数回の聴講は、そのものを書くために聴いたので、メモを取るのに忙しかった、結局よく聴けなかった。理解はそれほど深くなかった、初めて提供した原稿はそんなに問題が大きくなかった。この編集者はただ何回の聴講をしただけだ、それから勝手に編集し、勝手に手直しをする、こうして、面目が全く変わった、仕上がったものはそんな様子になってしまった。しかし我々に言わせれば、彼らの出発点は法輪功を破壊したいということではないのだ、この一点は肯定である。ただし確かに我々に一定の影響をもたらした。私はこういう風に思ったのだ、その人の出発点はよい、その人は破壊したいということではない、ただ言葉の水準において、想像力の発揮において一部は法輪功の要求に符合しないだろう。もちろん、このものを私は見ていない、私は一冊も見ていない。我々は学員にはっきりこの事を言っておく、それは我々の修煉の拠り所としてはいけない。我々の修煉の拠り所は今出版された法輪功の本であり、正式に発行した本あるいは私の講話録音である。私自分の修煉するそれらのものを言うことになると、適当な時期になれば私はそれを書き出すはずだ、今はこう書きたくない。今は法を伝える時期であるからだ、書き出したら人は信じてもよし、信じなくてもよし、学員はそんなに高い認識がない時、一種の神秘やら、功能などを追求するというものを形成するかも知れない。尚また、理解のできない者があなたは……ではないかと思う。 
　弟子：どのように学員を組織して会得体得を話すかについて。 

　師：われわれは選択的に、事前に彼が何を言おうとしているのか聴いてもいい、特に我々は一部の大型の会を行うには、必ず原稿を審査しなければならない。一つの問題に注意する、もし一人の学員が一句の話でも話し間違えたら、我々のこの事柄はうまくできなければ問題が出るのだ。 

　弟子：寄付について。 

　師：私が先程言ったように、確かに彼の商売は非常によく、企業はかなり大きく、彼は賛助したい。もし彼が国外から来た者で確かにかなり力量があり、彼が我々に賛助を与えようとしても、我々の当地の指導站も受け入れてはいけない。彼は一部の力を尽くしたい、この種の情況が出現してどうすればいいか？　あなたたちは彼を研究会と連絡させてもよく、我々は統一的に按排し、統一的に修煉場を設立をする。将来学員はあっちこっちへ走り回らなくてもいい、幾つかの地区で、北方、南方でわれわれは幾つかの修煉場を作る。今まで我々は寄付を一つも収めていない。 
　弟子：煉功中の動作の問題について。 
　師：更に高い次元へ突破する時、如何なる動作もない、全くの打坐なのだ、あなたが仏家でも、道家でも、皆打坐をするのだ。それは完全に自動的に功を形成するからだ、彼は自動的に上へと行くものだ、あなたが心性を高めさえすれば彼はこういうふうに行くのだ。絶対注意するべきことは、一旦他の動作が出現した時、必ずそれを排斥しなければならない。学員にはっきり言いなさい、ある者は先生が教えていたのを見た、それは偽りなのだ、私は絶対こういうふうに皆に教えるわけがない。 
　弟子：手印打ちを学ぶことについて。 

　師：あの手印打ちを学んではならない。なぜか？　あの手印を打つことは私が学員に言った話だ、私が今日言った話と同様に、あなたは私のこの角度に立って私の話を話してはいけないことと同じ道理だ。 
　弟子：広東からの話では、ある人が「私は法輪功の第何世代の伝承者です」、「李洪志とは同門です」と自称した。 

　師：この人はひょっとしたらめちゃくちゃな憑依などがあるかも知れない。金を稼ぎたいとか、法輪功を破壊したい、皆この類のものだ。皆この一点を明確に言っておく、法輪功はこの世においてただ私一人のみが伝えている、たとえ法輪世界の他の一人であっても彼も敢えて下りて伝えはしない。この事情を皆にはっきりと言っておく、つまりこの事を行う他の人はいない、私の兄弟弟子があるなどということも不可能だ。あなたたちは皆指導站の站長で、私は皆に少し高く話してもいい。我々のこの法輪功は、他の功派のようではなく、私がこの一生において誰かに教わったことなどはない。皆は本の中に書いてある、私には師父－－全覚法師等々がいて、まだ何らかの法師がいるといったことを見たかも知れない。これはどういうことか皆に私は言う。この全覚法師、または八極真人等々、これらの人はというと、皆が知っているように、天象がこの一歩に発展した時、あるいはこの事情は歴史のある一つの段階においてこの大事をなそうとする時、そして一切の歴史がこの一歩にまで発展したこと、あるいは発展の進行過程中に出現した現象は、すべてこの法の為であるかも知れない。そうなるとこの過程中においてあらゆる魔は皆この法を破壊するためのものであるかも知れない。つまり、我々は今日この一歩まで歩いたということだ、私が生まれた時、開悟することは不可能だ、私に悟り出すようにさせることも不可能だ、これは人を済度することができないのだ、私もする方法がない。私がこの段階においては私の以前のものを私に提示してくれ、何とかして彼の方式を以て私に開悟させる人が必要だ、これが私の言った全覚法師だ。開悟してから私の持っているものを知った、以後半閉鎖状態にあってまた他のものを学んだ、私の自分の持っているものは動かしていない。多くの人も私が来たということを知っている、人はこれもまた私に少しでもいいものをあげたい、それもまた私に少しでもいいものをあげたい、私に彼のこの一門のものを承認させてから、将来彼が保護されることができると希望したことにほかならない。これらの事を言ったのだが、我々はここでは少し高く話してもいいのだ。もちろんいいもの、悪いものには自ずから一つの量る方法がある、いいものはきっと保護するし、悪いものは取り除くかもしれないのだ。しかし本当にこの法輪功を伝え、この事を行う、つまり法輪功という真のこの一門のものを代表する者は私だけだ、だから他に人がいるはずはない。 
　弟子：広西で指導站を成立したいのですが。 

　師：許可する。あなたたちは今学ぶ人がどれくらいいるか？　百人あまりだ。広州があなたたちを助けて、あなたたちと話して、あなたたちを助けて本站を建ち上げる。あなたたちはまだ日も浅いので、暫時広州に代わって管理してもらってもいい、将来あなたたち自身が独立し、活動できる時、あなたたちはまた分離するということにする。 
法輪大法北京指導本站による録音

北京法輪大法指導員会議で法を正すことの意見について
（１９９５年１月２日）
　皆さん新年おめでとう！　 

新年というのに更に皆を呼び集めて会を開くが、この会はぜひ開かなければいけないもので、われわれの多くの学員は皆私がすぐ国外に行って功を伝えることを知っているからだ。だから、時間がとても差し迫る状況下で、私は皆を呼び集めた、ある情況は皆に言わなければならないからだ。そうでなければ、今既に何らかの前兆が露出して来たから、我々大法の健康的な発展に影響がある。 

　まず法輪大法の伝授の状況を言う。皆が知っているように我々の今のこの法輪大法の全国各地での影響は比較的大きい。今気功界の指導者、また各地の多くの気功組織、各省市気功科研究会は皆このような感覚がある。あらゆる気功は皆落ち目になっているが、唯一法輪大法だけが上昇の勢いを呈しており、そして発展は非常に速い。この情況は各地気功科研究会と気功方面の指導者が言った話で、私が自分で言ったことではない。これも一つの問題を立証した、何の問題だろうか？　我々大法の発展は益々速くなり、人数は益々多くなるということだ。こんなに速く発展できるのは、もちろんこれは二つの方面から見るはずだ。一つの原因としては多くの気功は偽りの、人騙しのもので、道徳を重んじないのだ、人は一回か二回騙されて、時間が長く経てば人は分かるようになるはずだ、これが一つの面だ。もう一つの原因としては、我々法輪大法が伝え出してから、我々は学員に責任を負い、社会に責任を負うことに基づいて、多くの人に本当に受益させることができるし、多くの人が本当に大法の修煉の中で社会の気風に一種の促進作用をするようにすることもできる、だから、彼は大変良い効果を収めるはずだ。それでつまり法輪大法の伝播の速度はとても速く、現在更に広範囲に人々に認識されて、益々広く伝わっている。しかしこの中で私が言ったように、大変いい形勢の中から我々も我々自身の不足を見つけた、これは間違いない。我々の下の指導員、また我々の多くの煉功人、また一部の古い学員に、多くのやり方は大法の要求とその差がかなり遠い。ある程度において法輪大法を傷つけた、一種の傷つけた作用をしている。我々は一人の学員としてもよし、一人の法輪大法の修煉者としてもよし、特に指導員の仕事をすることは、人はあなたを一人の単独な人、一人の大衆的な人と見做すことはないからだ。あなたがどんな事をしても、人はあなたを一人の法輪大法の修煉者であり、法輪大法の形象を代表することであると見做すはずだ、この事はとても重要だ。全国各地では少なくない人も法輪大法がいいと知っている、いいと言うのはそのいいことは彼が心性の修煉を重んじ、確実な所を言ったということにある。法輪大法の修煉者は皆心性を重んじるのだ、だから人の眼光はあなたたちこれらの法輪大法を修煉する人に注意を注ぐはずだ、あなたたちの一挙一動に注意を注ぐ。あなたがよくやれなければ、人はあなたたちがただ口頭に止まっているだけで行動まで着実に実行していないと思っている。もしあなたたちが言うことがうまいが、実際はその通りでなければ、人にこのような感覚を与えるはずだ、これはよくないと私は言う。 

　先程私が言ったのは功を伝える情況だ。我々もこのような一種の情況を見た、この会を開こうとする、それと同時に私は出国直前に皆にこの問題を話さなければならない。北京で法輪大法を煉る人数はわりと多い、一定の影響がある。私が出国して功を伝えることは国内で功を伝えることと同じだ。皆が知っているように私は今日東北に行ったり、明日西南に行ったり、明後日南方に行ったりして、それからまたあっちこっち行ったり来たりする、皆このように歩き回るではないか？　これも同じだ、あなたが地球を一回り回っても二日間に過ぎない。私がどこかに行って永遠に戻らないということではない、多くの人はこのような一種の考え方がある。また一人の人は、今回李洪志が去るので、私が大王になれると言ったりする。どんな考えを持つ人もいる。 

　われわれの法輪大法の修煉は人の心性修煉を重んじるに決まっている、あなたの一挙一動でも修煉者の基準に符合しないなら、われわれの学員も量り出すことができる。しかしまた一部分の人は、彼は明確に自分にこれらの誤りの傾向、誤りの表現を認識させることができない、多くの学員の執着心、顕示心、各種の心は除去していなくてもたらしたのだ。皆もこの法がいいということを知っている、皆はだれもこの法は人を済度する役割を果たすことができるということを知っている。それではあなたは考えて見よう。この法は人を済度することができる、なぜ人を済度することができるのか？　なぜ人をよく変わらせることができるか？　この先決条件はあなたがよくなりたくないなら誰もあなたを済度することはできない。しかしあなたがよくなるということは、あなた自身がよくなりたいからにほかない。一挙一動でもその真の修煉者の基準に符合しなければならない、これは一つのとても厳粛な問題だ！　 

　ある人のその顕示心理の表現はとても目立って、発展して行けばそれは法を破壊する、まだ一部の学習班に参加しなかった人と各場所で煉功する人に何らかの間違った認識をもたらす、ひどいことになると従って知らぬうちに一頻りでたらめにやる。この中では一人の指導員としての責任問題に言い及ぶ。指導員の責任はとても重要なのだ、私が広州へ功を伝えに行く前に、一句の話を言ったと思うが、私は指導員が、あなたの責任は寺院のその住持に劣らないと言った。なぜこう言ったのか？　本当に高次元へ功を伝えることは取りも直さず人を済度する問題だ。でも彼は宗教の中で修煉しているのだが、われわれの大多数は社会のこの形式の中で修煉しているのだ。それで、皆はみな修煉の人である以上、皆は一緒に煉功したり、一緒に磨きあったり、一緒に向上したりして、それではこの担当者、つまりこの指導員は廟の中の住持とはどういう違いがあるのか？　私に言わせれば末法時期には、われわれの法輪大法の学員の心性は和尚よりも高い。私が私の学員の心性が和尚より高いと言ったら、それでわれわれの指導員は寺院中のその住持、方丈よりも高くあるはずだ、それでは我々のある一部の指導員はこの要求に達したか？　 

　もちろん、我々の在席の者の中で指導員になったが学習班に参加していない人がいる、これは一つの問題だ。しかし、この一点について我々は反対しない、われわれは将来全国各地の煉功者が皆学習班に参加してからはじめて指導員になるようにすることもできないのだ。しかし、ただ一人の指導員としての基準からあなたが符合しているか？　法に対してどの程度まで理解しているかを見る、ひどいことになると談話や立ち居振る舞いが根っから一人の修煉者のようではなく、一人の大法修煉の人のようではないなら、このような人は指導員になってはいけない。われわれの修煉の目的はとても明確なのだ、高次元へと修煉することができる、学習班では我々はかなりはっきり話した。あなたは考えて見て、道を得たその真人、あるいは仏家が言ったあの仏、菩薩は、彼はあなたのように話すはずがあるだろうか？　彼があなたの思想のようにそんなに清浄でないはずがあるだろうか？　何か事をするならあなたのようにするはずがあるだろうか？　もちろん、われわれは皆に対してこんなに高く要求しなければならないということでもない、われわれは畢竟まだ一人の修煉の中の人だ、しかしあなたは厳格に自分を要求すべきではないか？　 

　大多数の学員、大多数の指導員は皆非常によくできている、とても大きな貢献を作り上げた、皆を組織して学ばせてかなり苦労があった。われわれは皆自発的に修煉に来たのだ、誰かがあなたを官に封じ、希望を承諾し、どれくらいかの金を稼がせることでもない。われわれには何も権力がない、やらなければいけない義務もない、どれくらい給料を貰えるということも言っていない。皆は全部義務的に事をやっていて、皆の熱心さ、皆の法に対しての愛護にしたがって、このような事をやっている。それでは、われわれはなぜこの事をよくなさないのか？　もちろん、私が先程言い及んだ学習班に参加しなかった人は、将来われわれが組織して、定期的に新しい学員あるいは指導員に対しての養成訓練を専門に組織してもいいと私は思う、必ずこうしなければならない、さもなければ追いつけないのだ。あるところでは古い学員は一人もいないが、指導站も組織しようとする、それなら彼らに対して若干の必須の養成訓練を行わなければならない。もちろん養成訓練ということはこれからの事だ、われわれはあなたが班に参加したあるいは班に参加しなかったといったことを問わずに、今から我々はすべての指導員にこの法をよく理解しなければならないということを要求する。われわれの能力のある、年が若くて精力が旺盛である者は、年を取っている、記憶力の良くない者を除いて、皆この本を暗記して見なさい、私が提出したことはあまりにも高く、要求したことはあまりにも高いかも知れない。しかし多くの地区で、多くの学員がみな非常によく暗唱できる、人は法を学ぶ時全然本が要らず、みな暗唱できる。それでは比べて見れば……私は故郷が東北にあるが、しかし私はいつも北京にいる、われわれ北京は研究会の所在地だ、私がここで行った班もかなり多いのだ。われわれの現在の基礎はやはりここにあるのだ、だから私は、われわれ北京は率先的役割を果たすべきだと思う。本来この率先は北京がするべきだ、しかし全国各地で人はみな学んでいるようになった。 

　法を学ぶことは何かのためになるところがあるのか？　つまりわれわれの学員は何か問題があったら彼自分でも解決できる。もう一つの問題は、つまり誰かがもしでたらめにやるなら、その学員は彼自分でも見分けられる、邪なことや悪巧みをやり、騒動を引き起こす者には引き起こさせられず、場所がないようにする。今後我々は制度を形成することができる、あなたが法輪大法を修煉しさえすれば、あなたが我々のこの大法の中で修煉したいと思いさえすれば、あなたは法を学ばなければならない、ただ動作を煉るだけではわれわれは承認しないのだ。これは皆に対する要求が高くなったということではない、彼は既にひどく我々のこの法の名誉を傷つけたからだ。私は動作を煉るだけで心性を修めず、出かけるとわがままで、何かやりたい事があればすぐそれをするとか、常人の中で常人のする事よりもよくない、私に言わせればこれはいけないのだ、だからこのような一つの要求を提出した。　　 

　われわれのある一部の学員のこの顕示心理が除去されないため、色々なこのような情況が出現した、例えばある人はいつも自分を誇示したいと思っている。私はここでただわれわれ指導員のことを言うだけだ。これは指導員の会だ。私がわれわれ学員のことを言っても、われわれの学員は聴けない、私はただわれわれ指導員のことを言うだけだ。顕示心は取り除かれられない、この中に存在している一つの主要な原因はわれわれの多くの指導員の法に対する理解が非常に低くて、全然一般の学員にも如かない。しかし一つの問題がある、学員が疑わしくて判断しにくいことにぶつかったら、過去全然本を見ず、学ばない、本を見ても普通ではない、それでこのような事が出現した。彼には解けない問題が沢山あるから、指導員に聞きたい。指導員に聞くと、われわれの指導員自身の心性の問題のためで……指導員も法を学ばないし、本を見ない、法に対する会得も生半可だ。ある指導員はそれで、私がもし答えられないなら、私の威信を下げ、皆を組織して一緒に煉功しようとするにはその組織はあまり容易にできないだろうと思った。無論、目的はこの法を保護したく――皆が煉ることを組織し兼ねるのを避けるためかもしれない。だからある一部の指導員は若干の自分でもまだ分からない問題に対して敢えて結論を下して勝手に言い、当然であると推測して言い、あるいは自分の感覚や感じ方によって言う、実質的には法を破壊するものだ、とても重大に法を破壊するのだ。私が過去この問題を言ったことがある、自分の感じ方を以て、自分のある次元で悟ったものによってこの法を解釈してはいけない、この問題はとても明確に言ったではないか？　このような一つの問題であるものだ！　だから我々皆決してこの事に注意しなければならない。 

　皆の目的はすべていいのだ、この法を保護しようとするのだ。私は私個人の威望を高めるためではなく、私が皆を組織して煉功することができないなら、私は仕事をよくすることができないということなのだ、このような一つの目的に出るかも知れない。しかし私が皆に勧めたいのは、この問題を解決する唯一の方法、唯一の手段は、あなたがこの法を会得し、この法を徹底的に理解すべきことなのだ。その時になって人があなたに聞いたら、あなたはみなこの法で講じているのだ、即ちこの法を講じているのだ。功能状態の各種表現を言うことになると、あなたは彼に講じなくてもいい。あなたは各種功能には万種以上の功能の表現形式があると言えばいい、あなたは私が如何にあなたに講じるか？　あなたには各種状態、あの状態、この状態があるが、あなたがあなた自身を一人の煉功者とした時、あなたはそれを相手にしなくていいと言えばいい。ある状態はあなたが感じ取ることができる、ある状態はあなたがまだ感じていないうちにそれはもう過ぎてしまう。その功能は万種以上にも止まらない、身体の中で彼がちょっと動いても感じがありえる。その功能の中には強大な電気、強大な磁気を含んでいる、まだ他の何らかのものがある、彼が動くとあなたにも感じがあり、かなり敏感であるはずだ。あなたの各種状態、またあなたの演じ煉り出した各種生命体を言うとすると、それではあなたはいかに彼にこれらの事を解釈するか、これらの事はあなたが彼に解釈しなくてもよく、あなたはこれらが皆正常な反応で、そしてみないい事だと言う。もし法を透徹に理解できたら、われわれは法に基づいて講じることができる。われわれは以前一途にこの法を保護したく思い、皆に多く解釈してやりたいが、しかも皆がよく理解できないことを心配した、主な原因は即ちわれわれが法に対して深く理解できていない、だから人には言えない、言えないが自分はまた面子を失うことを恐れて、すると自分で当然であるなどと推測して言ったりする、そういうことは重大にこの法を破壊するのではないか？　 

この顕示心がもし発展して行ったら、それは個人の名利への追求を助長するはずだ、それは本来もここ――名利に対する追求という所に発生したからだ。更に発展して行けば集団を作ろうとし、彼はボスになってしまう、あなたたちは皆私の言うことを聴かなければいけない！　李洪志はどんな事をしても私の言う事を聴くのだ。所詮学員も知らないから、彼はこう言ったのだ。うまくやれないとなるとまだ李洪志も魔だと言うはずだ！　彼が言うこと即ち絶対だ。われわれには今すでにこのような人が出ているではないか！　これらの問題は現れて来たのは皆非常に重大なのだ、われわれのこの法の中には、われわれの今日の在席の指導員の中にはわれわれ北京の所にはこのような事件は現れるはずもないのだ、しかしそれはやはり現れた。われわれは法に対して理解した程度が相当低いということを立証しているのだ、だから今何人かの人がしたことは行き過ぎて、とても話にならないが、ある一部の人はまだ彼を盲目に崇拝している。これらの事についてわれわれは事に対してであって人に対してではない、ただこれらの事情を言うだけなのだ、皆は決してこれらの問題に注意しなければならない。 

　また一つの情況はわれわれの指導員の中で反映されて来た、つまり一種の事をする心だ。これは歴史においてはないことだ、ただわれわれの今日のこの特殊な情況下において現れたのだ、特殊な歴史時期において現れたのだ。なぜこの情況が現れるのだろうか？　歴史上には、我々中国人あるいは世界の他の地区は皆同じで、すべて家庭を中心とするのだ。しかし現代人、特に我々中国人は、自分は皆仕事があり、一生仕事をするのだ、もし仕事がないとしたら精神がつぶれるはずだ。このような一種の情況が出現した、それでわれわれのこの法輪大法を一種の事業としてやるのだ、多くの指導員はこのような一種の心の様態を抱いている。彼も法はいいと感じた、そうでなければ彼はこうするわけはない、この前提は肯定的だ、彼はいいと知っている。しかし私は如何に法をよく学び、法をよく認識し、如何に法の中で自分を高めるかといったことではなくて、彼は一種の事をする心を抱いているのだ。私が晩年になったとか、今退職したとか、あるいは私がもうすぐ退職するから、やる事はない、今回何らかの事を捜してしてみてこれはなんといいものか、この功もいい等、彼はこのような心を抱いている。皆は考えてみるがいい、この種の考え方はわれわれの法の要求とはその差が十万八千ほどだ。われわれはこの法に責任を持たなければならず、あなた個人の感情に責任を持つことではない。あなたはあなたにはする事がなく、身寄りがなく、何かの事を捜してやるのだと思ったが、まだこうではないのだ、これは一つのとても目立つ問題だ、どんな思想を持って法に対処するか、これはとても厳粛な問題なのだ！　 

　人が修煉をする、人が真に高次元へと修煉するなら、それは即ち一つの人を済度し自身を済度する問題だ。あなたがこの思想の要求に付いて行けないなら、あなたはこの仕事をよくすることはできないのだ、こうではないのか？　私は重ねて強調している、私は全国各地でいずれもこの問題を講じている、われわれはそれを一つの部門、一つの経済実体、あるいは一つの企業事業部門としてやってはいけない。私は常にこの例を挙げる。釈迦牟尼は当年法を伝えていた時、人がこの形式の中に入ることを恐れるため、その時これらの問題に及ぶことはなく、ただ名と利に対する追求に及んだだけだ。釈迦牟尼はあなたにそれを拒絶しろと言って、彼はあなたを深山原始林の中へ率いて、山の洞穴の中に行って修煉し、何もあなたに持たせない、物質上から拒絶し、人の各種の執着心、名利への執着を滅し尽くす。しかし我々は常人社会の中にいるのだ、皆は常人社会の中で修煉しており、みな自覚的に修煉している。実は私のところには皆を批判する意味は少しもない、皆の修煉に対して責任を持つため、あなたのためにこれらの高次元への修煉にひどく影響する障害を指し示したにほかならない。しかし我々は一人の指導員として、我々には一つの責任の問題があるのだ、つまりあなたはもしよくできなければ、この一組の人は皆あなたに誤らせられるかも知れないのだ。もしこの一群の人が皆あなたに誤らせられたら、自分がどうなるかは問わず、あなたは一群の人を壊したかも知れないのだ！　私は常にこの問題、事をなすという心を言う。もちろんそれにはそれなりのいいところがある、我々はこの関係を正さなければならない。皆は誰でも事をなしたいという心がなく、誰もこの指導員になりたくないなら、我々の仕事もよく展開できないと私は言う。皆はみなこの事をしたい熱情がなくてはいけない、しかし出発点はこの法のためでなければいけない。法を学び、法を得、法を広め、人を済度するためである、出発点はなんとしても私が何かの事をするためであってはいけない。この一点について私は我々がしたのは足りないと思う、我々はこれらの事を磨き合うべきだ。 

　今後われわれ指導員は必ずこの法を透徹に理解しなければならない、これらの問題は解決できると私は思う、それらの班に参加したことのない学員を含めて必ず法を徹底に理解しなければならない、だから、われわれの指導員に対する基準も高いのだ。個人の感情を入れている人もいる、我々二人は仲が悪くない、我々二人は過去に仲が悪くなかった、彼を引っ張って指導員にさせよう、いずれにしてもこのようにこの問題に対処してはいけない。必ずわれわれは誰かよく学んだ者が、誰かよく修煉した者が、その者がこの仕事をやる。私が皆に対する要求は高いかも知れない。私は下の状態を知っている、しかし私はわれわれが畢竟北京だと思う、われわれの法輪大法研究会もここにある、中心はここにある、ここでもしうまくできないならほかの地区に影響を及ぼすはずだと私が言う。 

　あまりにも多くは言いたくない、それらは畢竟不足なのだ。私は皆を批判するのではないが、言ったことも不足の所である。この会には外の人が参加するように要求しないのも、皆の今後の仕事に影響を及ぼすことを恐れるのだ、だから他の人に参加させず、われわれ指導員しか参加させない。私は我々の指導員が模範を示して、それらの事をよくできると思う、我々の功派の建設、以後の正常発展は、私は問題にはならないと思う。 

　またこのような一種の伝説がある、李洪志が出国した、帰らないかも知れないと言った。この話を言った人は私を一般の常人と同じように見ている。私が出国して、どこかに行って金を稼いでから帰る、あるいはそこに在留することになる。私はそのような人ではない。皆が知っているように私は国外に親戚がいるのだ、私が出国するには何時でも出られるのだ、生活もここより良いのだ。しかし私はこれらのものを追求しない、名や、利や、享楽などこれらの事を私はいずれも追求しない、それらは私に対して全然何にもならない。しかし一部の人の彼が知らないことを防ぎ、一部の人にはこのような考え方があることを防ぐため、私がいない場合、ある一部の地区ではこのような問題が出現するかも知れない。修煉を指導するため、私がいない場合、一切の事は全部われわれ法輪功研究会によって統一に決定を打ち出し、統一に皆を率いて修煉する。以前研究会が打ち出したすべての決定は皆私の同意を経たのだ、私がどこにいても、彼らがどんな決定を打ち出しても電話、ファックスを通じて私と連絡を取ってから彼らははじめて打ち出したのだ。また一点がある、私も彼らに言った、これも研究会自身に対する試練だ。私がいない場合、皆を率いてやったことは良いか悪いか見る、これも彼らに対する試練だ。ところが問題がないのだと私が思う、私の身の回りに付き従った時間が長い人は私のやり方に対し、私のやりたいことに対し、法の普及で全体的にやろうとする事に対して、彼らはやはり比較的に了解しているのだ。だから私がここで明確に指摘する。私がいない場合、研究会が打ち出した決定は、我々の全国各地指導站が従い、執行しなければならない。一人の指導員としてそれは責任を更に逃れられないのだ。 

　指導員、私は引っ繰り返してまた言う、われわれの多くの人はそれを一種の肩書としている。われわれは皆を常人の中のその職位、職務にいさせないのは、つまりこの種のものを避けるのだ、指導員は本来も何の官でもない。その上、あなたはもし煉功場所で人に威張るなら、人が顔を背けてあなたを相手にしないなら、あなたは何とも仕様がないのだ。あなたはまたよくできなければ、私は来なくていいではないか。だから我々は何も権力がない、皆は誰でも熱心な心によって義務的にこの事をやっている、皆のためにいい事をやっているのでもある。だから我々は仕事の方法においても少し注意すべきだ、何かの権力ではなく、何かの職位ではない以上、指導員の変更それはいつでもできると私は思う。これらに執着してはいけない、私に指導員をやれと言われたらやる、私に指導員をやめなさいと言われたら私は一般の煉功者として皆と一緒に煉る。実は、指導員は義務を尽くすのだ、あなたが指導員をやったらあなたが修成できるということではない！　こうではないのだ、みな皆のために少し多くの貢献を作り上げ、少し多く魔難を受け、少し多く仕事を引き受けるに過ぎない。だから多くの地区にもこの情況が出現した、指導員が変更されてから消極的になってやらない、ひどいことになるとある人は派閥を作ると言う、これらの事は法輪大法の中に現われるべきではない。修煉の人はこれらの事をやっていけるのか？　私はただ我々の指導員を言う、我々はただこの一層においてこれらの事を言う、これらの事はかなり重く見てはいけない、決してかなり重く見てはいけない。 

　しかし、それらの真に我々のこの法を傷つけた人に対して、彼が誰かと言わず、一人現われたらすぐに、我々は一人変えなければならない、我々は学員に対して何の要求もない、あなたが学びたいならあなたは学ぶがいい、あなたが学びたくないなら何の仕様もない。しかしあなたが学んだら我々はあなたに責任を持たなければならない、我々はあなたに言わなければならない。一人の指導員としてしてはいけない、あなたがよくやれなければ一面に影響を及ぼすはずで、他人を邪魔するはずだ。だから我々は邪なことや悪巧みをやるものを見たら、一人見たら取り下げる。ここで鄭重に皆に提出する。四季青公園煉功站の孫某は、一時期の間にしたことはとても話にならない、今になっても彼の誤りを承認していない、しかし我々も人が誤りを承認することは要らない。これらの事情について彼は自分で正すべきだ、しかし彼から何も表現がない、そして聞いたところによるとやったことは影響がとても良くない。彼は私に対して如何か、表面において私に対して如何か、あるいは彼が陰で私に対して如何かと問わず、彼がこの法に影響した、それではもう指導員をやってはいけないのだ。例えばある人は、私が仏だ、私は誰某から来たのだ、私の法輪は家ほど大きい、あるいは私は李洪志よりも勝っている。彼はどう言ってもいい、私も彼にかまわない、しかし法輪大法指導員の基準に符合しなければいけない、我々は彼を取り下げた。以後よく変わることができたら、彼をまた站長にならせるかも知れない。我々は１椀の水のように人を底まで見てはいけない、ただこの問題だ。ここには誰かを批判し、誰かを指摘して責める意味はない。我々は事に対するが人に対さない、この例を挙げただけだ。他は言っていないが、このような事をするものがないか？　あるだろう、このように目立たないだけに過ぎないのだ。 

　尚また、私がこの前もう言ったが、つまり我々は必ず一つの法を学ぶ高まりを盛り上げなければならない、一つの法を学ぶ熱を盛り上げなければならない。法をよく納得する、この法をよく納得してこそ、誰でもでたらめにやろうとしても場所はない、彼は念が動くと、一句話すと、あなたがすぐ彼の言ったことが正しいかどうか分かるなら、彼はまだやれるだろうか？　邪なことや悪巧みはできないのだ、きっとこうであるのだ。 

　皆は誰でもこの法はいいと分かっている、実は、私は毎回の班においても皆異なる角度に立って言ったのだ。ある人は、私が今日聴いた先生の言った授業はこうであった、あの授業で聴いた先生の言ったことはまた同じではないと言う。その実は皆同じ問題だ、私は異なった角度に立って言ったのだ、しかし私が毎回言い出した法は、あなたがもし以後の法の中において、あるいはあなたの以後の向上の中において、あるいは異なる時期にこの本を見る時、あなたはあなたを指導できるものが全部含まれており、全部この本の中にあると気が付くはずだ。この法は多くの異なった角度、異なった成分、異なった状態の下で講じたものを含んでいる、私は全部一つの状態の下で彼を講じ出した。だから、あなたが納得しようとすれば収穫がありえるはずだ。皆は彼をよく学べば、問題がないと私は言う。私の第三冊の本――『転法輪』はもうすぐ出版する、私が授業をした全部の内容を含めて、比較的に全面的なのだ、もうすぐ出来上がる。まずこの本を見、まず受益がある者は北京の学員だ。われわれ皆は法をよく学び、法を納得しなければならない。 

　私が講じに講じるのは、皆が真に向上を得られるために、皆にこれらの話を言ったのだ。こんなに至急に皆を呼び集めたのも、皆が将来修煉過程の中において掌握しにくいことを恐れるのだ、あるいはよく理解していない、あるいは私があなたを正道に率いていなくて、中途でやめるなら、皆にも申し訳無いと私は思う。だから皆を呼び集めて、皆にまたこの事を講じる。修煉という事は皆自分の事だ、将来誰かが落ち、誰かがだめになったら、私はここで裏門を開いてはいけないのだ、私が彼を悪くないと見て、あるいは私に情況を述べて、われわれに裏門を開いてくれよう、いっそあなたを上がらせようと言っては、これはいけないのだ。皆が知っているように私が今日伝えているものは法で、この法は宇宙中の法だ、私がもし法の通りやって行かないなら、私は率先に法を破壊するのではないか？　全く皆が自ら修めることによるのだ。いいことはいい、人を済度することができ、更に人を救うことができる、皆が如何に法を納得するか、如何に法を認識するかにかかっている。皆を捜して来させるが、言おうとすることだけを言うが、ぜひこの会が私は皆がやったことを不足だと見て、皆を批判したいということと見なさないようにしなさい、こうではないのだ。私はある一部の問題は適時に指摘したほうが以後指摘するよりいいと思う。我々の各地の指導站の站長、それから指導員、我々がだめだと指摘したもの、すぐ彼を換えてから、この人はすぐブレーキをかけて、彼はだんだん自分の問題を認識して、また改めて修煉する。この站長あるいは指導員は、彼自身がやらなくては同じなのだ、彼がやはり最後まで修煉できる、それでブレーキをかけた、そして彼に非常にためになるのだ、彼は自分でも認識できた、まだ修煉している。ある一部は、我々は重ねて彼に機会をやる、しかし彼は重ねて悟らない、最後にはもう間に合わない、彼はもう完全に下がった、魔のその種の状態に変わった。これは教訓である！　 

　私という人は話を言えば直情径行で、遠回しに言うのがきらいだ。我々の最近の一時期、指導站でも、分站でも、我々の各場所の指導員でも、確かに大量の仕事をやった、われわれの法には今日こんなに大きな影響があるようにさせた。無論、法がいいことは一方面で、皆は多くの貢献を作り上げた、この法を保護し、この法を宣伝する。その実はこの法は、私に言わせれば本来も宇宙中の法で、皆を含めて、あなたたちはみなこの法の中にいる、それで、この法はあなたたちのものだ。この法を保護するかしないか、この法を宣伝するかしないか、この法を広めるか否か、将来この法に同化するかしないか、皆あなたたち自身の事だ。私は彼を言い出して、この正道へ連れてくることしかできない。真に将来圓満となるのは、それはあなた自身で修めたことによるのだと私は言う。 

　皆のあまり多くの時間を占用したくないが、本来多くの人は先生が指導員の会で高次元へと何を講じるか聞きに来たのだ、皆求め、執着、知識を探索することを心に抱いて来たのだ、これは非常によくないと私は言う。私は多く講じようとは思わない、これくらいだけ述べることとする。皆にもし何か問題があるなら、特別な問題があるなら、我々は少し時間をあげ、皆は出してもいい。北京総站は写真を取ることを按排するので、後で指導站、各分站は組織して写真を取る、問題はない、皆と取っていい。次に皆に何か特別な問題があれば私に聞いてもいい、これだけを言う。 

　私はまた一部分の学員は各場所を回るのが好きだと聴いた。各場所を回ることもいい事だ、連絡を強め、互いに経験を学び取ることができるから、いいことだ。しかしある一部の人は若干の場所に行って、一種の顕示心を抱いているようだ。私が何かニュースを知っている、街の噂を言う。あるいはこれらの事情はあなたたちが知っていない、私が知っている。いつも……ほしがっている、潜在的にそのような僅かな前兆がある。僅かでも、この法を利用して自分を持ち上げるなら、顕示心だ。かなり明確に自分を持ち上げることではない、こうではないのだ、ただそれくらい僅かな顕示心があるだけだ。この顕示心は修煉者の中でかなり人を害するのだ。 
ある人は開悟していない人にはどうして法身がありえるのか？　と提出しました。 

　開悟していない人は注意せよ！　開悟していない人はもし修煉が仏の境界に到達したなら法身もありえる、しかし我々の今の学員では一人もない、今の他の功派の気功師をも含めてまだ一人もない。私の知っているところでは法身がある者は私一人だけだ。ある人はなぜ夢を見て我々の指導員を見たか、また我々の站長を見たか、また他の何かを見たか、それはあなた自分の思想上にあなたという空間場を加えたのだ、あなたの空間場という対応関係により反映したのだ、一種のこのものを利用してあなたのこの空間場範囲内に反映したこのような一つの状態だ。それに、一定の程度まで修煉すると、もし錠がなければまだ身を分けられる、つまり彼の主元神、身体は分けられることだ。しかし、それは皆かなり小さい、とても低い次元のやり方だ。 
　ある人は韋駄菩薩であり、そして先生が学員に下してやった法輪を取り出せると自称したが？　 
　それは彼の自心生魔で、自心の演化だ、彼自身が想像したのだ。彼が取り出したか？　取り出したものは彼自身が想像したものだ。彼の空間場範囲内で自身が想像した陰だ。彼は何もできない、韋駄菩薩であると自称したって？　私は皆に教える、私がとっくに皆にこの事を言った。末法時期の高次元のもの、彼でさえも劫難の中にある。保護すべきものは皆保護しておいた、保護されていないものは皆爆発に従って隠滅された、今誰もいないのだ。多くの人は観音菩薩を見た、ある学員は像を持って開光に来る。私が皆に教える、人が仏を拝むその一瞬に発した心は最も慈悲、最も善良、最もいい一つの心だ。ただあなたのこの心を保護するため、だからあなたに観音菩薩の形象を見させる。実は皆私の法身の現れだ。過去私は班でこの問題を講じたことがある。 
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